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     第一部　ウズメ


    


     第一話／思春期の女王様


    



    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の、蒸し暑い昼休みである。


    　わたしは苦悩していた。


    「うう……オチンチンが……オチンチンが……」


    「どうしたのですか、鎖さ々さ美みさん。脳みそが壊え死ししたようなことを言って」


    　二年左組の、南校舎四階にある見晴らしのいい教室。


    　その隅っこで机をくっつけて向きあい、手製のお弁当を箸はしでつついていた邪や神がみかがみが、不気味そうにわたしを見つめて小首を傾かしげた。


    　桜ノ花咲夜学園の制服を着た、お人形さんのような女の子である。


    　開け放たれた窓から吹きこむ微風が、彼女の髪の毛をさらさらと揺らしている。


    　頭を抱かかえて悶もだえていたわたしは、いいなぁ、わたしは癖くせっ毛だからなぁ、とそれをぼんやり眺めてから。


    「いや、ちょっと思春期にありがちな悩みを抱えちゃって……」


    「ふにゃあ」


    　変な声をあげて欠伸あくびをすると、かがみは興味なさそうにぼやく。


    「よくわかりませんが、お食事中に男性器の名前を連呼するのはお下品なのですよ」


    　うとうとしながら、どうでもよさそうに。


    「何かお悩みですか？　わたしでよければ相談に乗りますよ？」


    　などと言ってくれる、優しいかがみが、わたしは大好き。


    「あ、いや──いいのいいの、どうでもいいことだから」


    　自販機で買ってきた紙パックの莓いちごミルクを、つるつる飲みながら、わたしは半笑い。


    　かがみは「でも」と食いさがったが、今回ばかりはかがみに相談してもしょうがない。


    「いや、心配しなくても、神様関係のことじゃないから」


    　この国のありとあらゆるものには八や百お万よろずの神様が宿っている。


    　心、あるいは自意識のような何かを宿しているそれら世界の構成要素すべては、『最高神アマテラス』に従っている。


    　血縁によって『最高神』を己おのれの肉体に幽ゆう閉へいし、この国を管理すべき『月つく読よみの巫み女こ』だったわたしは、その役目が嫌いやになって実家から逃げ、周りを次々と『改変』してしまい──周囲に迷惑をかけていたけど。


    「こないだ、生き返ったお母さんに一時的に『最高神のちから』を預けたしね。今のわたしは一般人。『神々』もわたしなんかに興味ないのか、最近はめっきり周りで怪奇現象とかが起きなくなったし。平和なもんだよ」


    　いずれ無理して生き返った──転生したお母さんには限界がきて、『最高神のちから』をこちらに再び預ける予定だけど。


    　わたしはそれをしっかり受けとめて、この国を管理する正当な『次世代神』、かがみの妹のたまに受け渡すつもりだし。


    　気楽なものだった。


    　もう、わたしは主人公じゃない。


    　だから毎日はとても平凡で、それが幸せだった。


    　お母さんとの因いん縁ねんに終止符をうった、あの三月の出来事から数か月──すっかりふつうの生活にも慣れて、わたしは『どこにでもいる高校生』の毎日を満喫していた。


    「いえ、『怪異』が減ったのではなく、単純に『最高神のちから』を失った鎖さ々さ美みさんが『怪異』を認識できなくなっただけで、毎日さりげなく大騒ぎなんですけどね」


    「ん？　かがみ、何か言った？」


    　ぼんやりしていたら聞き逃したよ。


    「むしろ積極的に自分のちからをコントロールし、常に警戒して鎖々美さんが『怪異』に対処してくれた一年生のころより、本人が無自覚なぶんフォローするのが面倒くさいというか。どちらかというと前より大変なのですが……」


    「さっきから何を言ってるの、かがみ？」


    「いえ別に」


    　かがみは目を逸そらすと、どこか満足そうに、珍しく微ほほ笑えんだのだ。


    「あなたは、何も心配することはないのですよ。そうやってへらへら笑いながら、高校生活を満喫すればよろしいのです。わたしは、それを応援します。誰よりも、心からね」


    「？　変なかがみ」


    　何だか機嫌がよさそうなかがみが不思議だったけど、まぁいいや。


    「悩みっていえばさぁ──」


    　お弁当をぱくつきながら、わたしは語る。


    「せっかく二年生になったのに、どうして友達が増えないんだろう……？」


    「『どうして』と言われましても」


    「わ、わたしの予定では、明るく元気になったわたしを周りのひとたちが放っておかずに、友達がたくさんできて、毎日ふつうの高校生らしく遊びまわったりする予定だったのに。かがみ以外の親しいお友達ができないよ。もうかがみと結婚するしかないのかな……」


    「真面目な顔で意味のわからんことを言わないでほしいのです。待っていても友達なんかできないでしょう、きっと。自分から積極的に話しかければ、おのずと縁ができて、仲良くできるのではありませんか？　知りませんけど」


    「それができたら苦労しないよ。わたしは常に周りから与えられるのを待ってる受け身な人間なの！　優しくされて、甘やかされて、ちやほやされないと会話もできないの！　周りのみんなも察してよ！　わたしから話しかけるなんて嫌いやだし怖いし無理だよ！」


    「鎖さ々さ美みさんは人生をちょっと振りかえって反省するべきなのですよ」


    　二年生に進級してから半年。


    　わたしは一年生のころと変わらず、友達がなかなか増えなかった。


    　かがみがいるから、まぁいいか──って思って、交友範囲を広げないままずるずる。


    　気がついたら、周りはとっくにコミュニティを形成し終えていて、今からそこに食いこむのはちょっと難しそうだ。


    　何か行事とか、きっかけがあればいいのだけど、切れ目なくつづく平凡な日常のなかでは、なかなか自分の立場の変革はできない。


    「困ったひとですね」


    　ぐずぐずと嘆いているわたしを、かがみは心配そうに眺める。


    「わたしに気を遣っているなら、お門かど違ちがいですよ。わたしのことは気にせずに、話しかけたいひとには話しかけて、お友達にでも何でもなるがよろしいのです。わたし、そのへんで寝てますから。眠っていられれば幸せですから」


    「そんな寂しいこと言わないでよ～かがみが構ってくれなかったらまたひとりぼっちだよ～わ、わたしたち、理想のカップルじゃない！　愛しあってるじゃない！」


    「……まぁ、気長にやるしかないのでしょうけど」


    　思わずかがみの手のひらを握ったわたしに、彼女はすごい嫌そうな顔をしながらも。


    「焦あせることはありません。ゆっくり成長してください、ささみさん。歩みの遅いあなたが『普通』に辿たどりつくまで、わたしたちが支えますから」


    「わかってる」


    　わたしは握り拳こぶしをぐっとして、前向きに宣言した。


    「二年生編の目標は、ゆったり和なごやか、何事もないけど幸せな日常系だから！」


    「『二年生編』とか『日常系』とか意味がわからんのですよ」


    「それよりも、かがみ」


    　わたしは笑顔を浮かべて、自分のお弁当を示してみる。


    「手が疲れちゃった……ね、食べさせて？　あ～ん、ってして？」


    「その怠なまけ癖ぐせをどうにかしなさい。疲れるほど使ってないでしょう、手も脳みそも」


    「だってぇ、家だとお兄ちゃんが食べさせてくれるのに、学校だと自分でお箸はし使わなくちゃいけないじゃない、ありえないのです、面倒くさいのです！」


    「わたしの口調をパクらないでほしいのです。あなたの駄だ目めな台詞せりふがわたしの発言だと誤解されるでしょう──ご飯はちゃんと自分のちからで得るのです、人間は誰もがそうしているのです。できないのは赤ちゃんです。ひとりでがんばりなさい。人間は誰もがひとりで生まれ、ひとりで死ぬのです」


    「だって、ひとから食べさせてもらったほうが、お世話されたほうが、愛されてるって感じがするじゃない」


    「愛などないのです。仕方ないから面倒見てやってるだけです。勘違いしないでください」


    「ひどい！　わたしはこんなにかがみが大好きなのに！　愛してるのにーっ！」


    「大声で誤解を招くことを叫ばないでください！」


    　慌あわてながらも、かがみはわたしのお弁当に箸はしを伸ばして、ベーコンを巻いたアスパラを掴つかむとこちらの口元に伸ばしてきた。


    「しょうがないひとですね、……ほら、食うのですよ」


    「何だかんだでわたしを見捨てないかがみが好きだよ──もぎゅ!?　いちどにそんなに口のなかに突っこもうとしないで！　そんなに入んないから！　かがみの下手くそ!!　もっと優しくして♪　あと愛情もこめてーっ♪♪」


    「すげぇ面倒くさいのですよ」


    「かがみにも、食べさせてあげるね」


    　わたしはお箸をぶきっちょに使って、ほうれん草のおひたしをかがみの口元へ。


    「はい、かがみ♪　あ～ん♪」


    「手が疲れたのではなかったのですか？　ふつうに食べるより手間がかかるでしょう、お互いに食べさせるとか──あ、あ～ん」


    　ぶちぶち文句を言いながらも、素直に食べてくれるかがみ。


    「……今回だけですよ。恥ずかしいですから」


    「えへへ。今回だけ、今回が最後だ、と言いつづけながら優しいかがみはわたしの行動を拒こばめず、深みに嵌はまりつづけるのだ～。最終的に口移しで食べさせるよ～？」


    「そんな邪悪な計画を!?　鎖さ々さ美みさんマジ怖いのです……!!」


    　などとキャッキャ☆ウフフしながら、お互い食べさせっこをしていると。


    　周りの、クラスメイトのみんなが小声でこそこそ。


    「おい、見ろよあれ……」「すげぇ、女同士ってリアルでは初めて見た……」「あのふたり、恋人同士ってのは本当らしいな」「あたし休日に手を繋つないで歩いてるふたり見たことあるよ～」「たぶん、男になんて興味ないんだろうな」「そっちの趣味のない女にも興味ないのよ。喋しやべってくれないもんあの娘こたち……」「ちょっと可愛かわいいから声かけたいんだけど」「やめとけ、そっとしとけよ」「そうよ、優しく見守っておきましょう」「負けるな、月つく読よみさん、邪や神がみさん、世間の偏見に負けるな！」「あたしたちは味方だからね……クラスメイト全員、陰ながら応援してるからね……！」


    　ひそひそ話をしているが、うまく聞きとれない。


    　何か注目されてる気がするけど──自意識過剰かな？


    　まぁいいや、かがみも協力してくれるみたいだし、がんばってみんなと仲良くなって──目指せ、ともだち百人！


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　などと、わたしが決意を新たにしていると。


    



    「跪ひざまずきなさい愚民ども！」


    



    　教室の前扉をものすごい勢いで開いて、華麗な女の子が姿を見せた。


    　細身で小柄なのに女性的なふくらみはかなり自己主張している、嘘うそみたいな、まるで二次元から飛びだしてきた美少女みたいな印象。


    　色の脱ぬけた髪の毛を左右で結ゆわえていて、動くごとに天使の羽根みたいにふわふわ。


    　彼女──わたしたちのクラスメイトにして、議事長（学級委員長みたいなものだ）も務める蝦え怒ど川がわ情雨じようさんは、黒板の前、教壇まで進むと「ぱんぱん！」両手を叩たたいて注目を集める。


    「じゃなくて、間違えた──『ご機き嫌げんよう、皆さま！』ね？　挨あい拶さつはこれでいいわね？」


    　たまに日本語が不自由な蝦怒川さんである。


    　浮うき世よ離れしたところもあるし、外国で生まれ育ったりしたのかも。


    「今日はおまえら愚民に、じゃないや、クラスメイトのみんなにこの蝦怒川情雨が耳寄りな情報をもってきてあげたわよ！　褒ほめてもいいのよ、崇あがめてもいいのよーっ！」


    　彼女は議事長であり、この学校の生徒会長でもある。


    　たまに校内で、生徒会の面めん子つを引きつれてあちこち駆けずり回り、よくわからん騒ぎを起こしているところが目撃できる。


    　相手が教師だろうとためらわずに文句をつけ、ごく平凡な桜こノの花はな咲さく夜や学園にいろんな事件や行事をぶちかまし、わたしたちの日常に刺激を与えてくれる。


    　空気読めない言動が多いので嫌きらってるひともいるけど、たいていみんな好意的だ。


    　高慢で、でも輝いていて、誰をも惹ひきつける。


    　ついた渾あだ名なが『女王様』。


    　彼女は高飛車で、強引で、わがままだけど。


    　わたしは知ってる。


    　蝦怒川さんはいつも周りのみんなのことを気にかけていて、じっと観察するみたいに眺めていて、何か悩んでるひとがいると『どうしたの？　わたしの学校でそんな暗い顔をしているやつはゆるさない！』とか言って手助けをしている。


    　きっと優しい娘こなんだ。


    　わたしは、それを信じる。


    　それに、彼女とは二学年に進級する前──たまたま出会って、『お友達になりましょう』なんて言われちゃったもんな。


    　社交辞令だったとしても、つい意識しちゃう。


    　蝦え怒ど川がわさんはものすごい忙しいみたいで、あんまり教室にいないから、これまで仲良くなるきっかけが掴つかめなかったけど。


    　できれば、ほんとにお友達になりたいなあ……。


    「みんな揃そろってるわね？　馬鹿みたいに雁がん首くび揃えてるわねーっ？」


    　何だ何だと注目するクラスメイトを、満足そうに睥へい睨げいしてから。


    　彼女をじっと見つめていた、わたしと目があって。


    「ふ、ふわっ」


    　蝦怒川さんはらしくなく、可愛かわいらしく首をすくめて動揺していたので。


    　いろんな意味をこめて、わたしはちいさく手をふってみせた。


    「どうしました、ささみさん？　女王のひとと見つめあったりして？」


    　かがみが不審そうに見てきたので、「や、べつに……」と目を逸そらしてごまかした。


    　それから、茶ちや化かすみたいに。


    「だいじょうぶだよ、かがみ？　不安にならなくても、わたしの攻略ルートはかがみ一直線だから！　わたしの本妻だから……！」


    「聞いてないうえにどうでもよいのですよ」


    　などと会話するわたしたちを、蝦怒川さんが探るみたいに凝ぎよう視ししている……。


    「どうしたの、情雨じようちゃん？」


    　クラスメイトの誰かに声をかけられて、蝦怒川さんは気を取り直すと話を再開した。


    「わっ、何だったかしら──そうそう、みんなに発表があるのよ！　昼休みだけど全員いる？　いないひとは携帯で呼んで携帯で！　無理にでも引きずりだし、兵を揃えて進軍よ！　正義はあたしたちにあるのよ！」


    　などと言いながら、慌てて友達などを携帯で呼ぶみんなを待ちきれずに。


    「あぁもう、遅れてきたひとたちはいいわ、後で伝えるから。さっそく発表するからね！」


    　蝦怒川さんは白墨チヨークを手にとって、黒板にやや下手くそな字ででかでかと。


    　第一回☆二年左組懇親会『九く頭ず竜りゆう神社で二泊三日のラブラブ♪リゾート』!!


    　とか書いてた。


    「突然だけど！　来週の三連休にバカンスを楽しむことにしたわ！　知人の旅館だし人数がいたほうが楽しいから、みんなも誘ってあげる！」


    　この申し出に、クラスメイトたちは一瞬だけ動揺しながらも──すぐに歓声をあげた。


    　いまは七月、猛暑の夏だもの。


    「まぁ懇親会ね！　この蝦え怒ど川がわ情雨じようと同じクラスになった幸運をおまえら愚民に刻みつけてやるために、わざわざ誘ってやるのよ！　泣いて喜びなさいよね！　べ、べつに誰もきてくれなくてもいんだけど、どうせ暇ひまなんだろうから一緒にきてよね！　命令よ！」


    「行きたぁい」「俺も！」「あたしもーっ！」とクラスメイトたちが我われ先さきに名乗りをあげる。


    　不安そうにしていた蝦怒川さんはにっこりと、天使の羽根を舞わせて拳こぶしをふりあげた。


    「よぉし、いい反応ね！　豚ぶたのくせに生意気よおまえら！　この蝦怒川情雨が率いているからには、我らの軍団を、二年左組を！　この学校でいちばんの仲良しクラスにしちゃうわよ！」


    　ちなみに、うちの学校のクラス分けは『右』『左』『心』である。


    　去年は右組だったけど、クラス替えの結果、今年は左組になった。


    「あたしたちがバカンスを楽しむ場所は、東北にある九く頭ず竜りゆう神社！」


    　蝦怒川さんが綺き麗れいな日本地図を描いて、そこに下手な字で『ここが　桜こノの花はな咲さく夜や学園　なのよ』『ここが　九頭竜神社　なのよ』とか可愛かわいく書いていた。


    　けっこう遠いなぁ、東北かぁ。


    　東北って寒いイメージがあるんだけど、この季節だと逆に涼しいのかな？


    　それに、神社でバカンスって……。


    「神聖な土地だからね、穴場なのよ。うるさい観光客もいないはずよ」


    　唇くちびるに指を当てて、やけに色っぽく蝦怒川さんは言った。


    「しかも旅行は完・全・無・料！　宿泊施設も乗り物もこっちが用意するし、着替えとかだけ持ってきてくれたらＯＫ！　爽さわやかなリゾート地で二泊三日、遊び放題食べ放題！　こんなチャンスはおまえらの幸さち薄うすい人生のなかでこの瞬間だけよ！　絶望するがいいわ！」


    　みんなが声を揃そろえて「絶望したーっ！」と楽しげに叫んだ。


    「参加を募集してるわ！　いちおう泊まりだから、保護者の許可はとってね？　これ、その島のパンフレット──ほうら、風ふう流りゆうせい風流せい。虫けらのように群がるがよいわ！」


    　何やらチラシをばらまいている蝦怒川さんだった。


    　実際、みんな立ちあがって教壇のもとへ向かい、我先にと手を伸ばし「きゃ～♪」「蝦怒川さん最高！」「俺、絶対行く！」などと楽しそうにパンフレットを眺めてがやがや。


    　大騒ぎになるなか、話題の蝦怒川さん本人が──するりと、まるで幽霊みたいに人垣をすりぬけて、席に座ったままのわたしのそばへ。


    　びくんと反応する、わたしの耳元に、そっと唇を寄せて。


    「ねぇ、鎖さ々さ美みさん──あのこと、誰にも言ってないわよね」


    　一音一音が澄み切った、ちからのある声だった。


    「誰かに言ったら、殺すわ」


    　それだけ告げると、また騒動のなかへと戻っていく。


    　かがみがぴくりと反応したが、物言いたげにこちらを見るだけで、何も聞いてこない。


    　わたしも、実はさほど動揺してはいなかった。


    　言こと葉ば面づらは空恐ろしかったけど、殺すなんて囁ささやいた蝦え怒ど川がわさんの表情は何だか困った子供みたいで、ただ他に言葉を知らないだけみたいだった。


    　蝦怒川さんのこと、まだよくわからないけど。


    　理解してみたいし、できれば仲良くなりたいんだ。


    「ねぇ、蝦怒川さん。その旅行、わたしも行ってもいいの？」


    　去りゆく彼女の背中に問いかけると、蝦怒川さんは笑顔で振りかえって。


    「ええ、もちろんよ。遠慮なんてすることないわ……」


    　拗すねたように。


    「むしろ──きてくれないと、殺すわよ」
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     第二話／僕の視点①旧神・九く頭ず竜りゅう


    



    　やぁ、初めましてだね。


    



    　僕の名前は淡あわ島しまさま。


    　自分で『さま』付けなんて何様って感じだけど、まぁいちおう神様だよ。


    　今回のお話のすべては、僕──淡島さまと、月つく読よみ鎖さ々さ美みの出会いから始まる。


    



    
      †　†　†

    


    



    　その日、僕はひとりで桜こノの花はな咲さく夜や学園の校舎──その階段をのぼっていた。


    　蝦え怒ど川がわ情雨じようが二年左組のみんなに『懇親会』の発表を行った、その日の早朝だよ。


    　校舎のなかは、ほとんど人ひと気けがなかった。


    　僕は階段を登り、プールが設置された屋上へと辿たどりついた。


    　きつい日差しのなか、僕は通路を静かに進むと、薄暗い更衣室に忍びこむ。


    　持参した水泳バッグから水着を取りだし、無造作に服を脱いでいく。


    　はだかになって水着に足を通していると──背後から、物音が聞こえた。


    「………!?」


    　驚いて振りかえると、そこにいたのが月読鎖々美だった。


    　ふわふわの巻き毛に、眠たそうな表情。


    　着ているのはもちろん桜ノ花咲夜学園の制服。


    　片手に学生鞄かばんを握りしめ、硬直している。


    　まったく気配がなかった。不自然なぐらいに。


    「あ、あの」


    　こんな場所に誰かくるなんて思わないから、施せ錠じようをしてなかった。


    「ごめんなさい……」


    　鎖さ々さ美みさんは言い訳するみたいに。


    「今日はちょっと、早起きしすぎちゃって──お兄ちゃんもお仕事が溜たまってるからって付きあって早めに登校して、そしたらあなたを見かけたから、何やってるんだろうって……」


    「……見た？」


    　僕が端的に問いかけると、鎖々美さんは目を白黒とさせて。


    「え、でもその──あのう、蝦怒川さん、どうして……？」


    　僕を凝視しながら、ぱくぱくと、死にかけの魚みたいに口を開閉していた。


    　更衣室のなかにある鏡を覗のぞきこむと、僕の全身が映っている。


    　色の脱けた長い髪の毛と、女王様然とした容よう貌ぼう。


    　ただし身体からだはやや普通ではなかった。


    　着替え中だったから肌が晒さらされていて、胸元にはふくらみがあり、下半身は……。


    「え？　え？　おっ、おおっ」


    　鎖さ々さ美みさんは、へなへなと嘘うそみたいに腰を抜かした。


    「おおおっ、オチンチン、蝦怒川さんに──オチンチンが……」


    　まずいな……。


    　僕は咄とつ嗟さに床を力強く蹴けりつけ、鎖々美さんへと襲おそいかかった。


    　彼女は『最高神のちから』を失ったとはいえ、『月つく読よみ神社』で育てられた霊能力者だ。


    　だから難しいけれど、彼女の記憶を『改変』し、いま見たものを忘れさせるのだ。


    「──ぉわっ!?」


    　大失態だ。


    　ぬるぬるした更衣室の床に滑って、思いっきり体勢を崩してしまう。


    　不幸なことに、僕の倒れる方向には鎖々美さんがいて──。


    「ふぁああああ!?」


    　僕は彼女を思いっきり押し倒した。


    　鎖々美さんの、すこし骨っぽいけれど、やわらかな身体。


    　間近にある、その吐息。


    　僕は全裸だし、たいへん写真に撮られたくない状態である。


    「ひいいいっ!?」


    　涙目で、鎖々美さんは暴れた。


    「いやぁぁああ!?　押し倒されたぁぁあ!?　口封じされるぅうう!?　エロゲーの女の子みたいにされるぅうう!?　脱がされてやられて写真撮られて毎晩呼びだされて調教されるぅうう!?」


    「何言ってるの!?　えぇい、おとなしくっ……！」


    「きぃやぁぁああ!?　だって蝦え怒ど川がわさんが男で、男はみんなエロスの権ごん化げ！　ケダモノだものぉお嫌いやぁぁあお兄ちゃん助けてぇえええ!!　おおおお男がぁぁあ！　蝦怒川さんが男ぉおおお!?　おーかーさーれーるーっ!?」


    　こっちの話を聞くつもり皆無だった。


    「ち、ちがうのよ。落ちついて、鎖々美さん」


    　動揺しつつ、僕はがんばって『蝦怒川情雨じよう』の口調を思いだしながら喋しやべった。


    「えっとね、これはね、ちがうのよ」


    　鎖さ々さ美みさんは警戒していて、とても記憶の『改変』は無理だ。


    「あ、あたし、男の子なんじゃなくて、その、何て言ったらいいか──」


    　僕は男らしく断言した。


    



    「あたし──たまにオチンチンが生はえちゃう体質なだけなの!!」


    



    　我われながら、もっとましな言い訳はなかったのだろうか。


    　けれど、鎖々美さんも錯さく乱らんしているのか「…………」ぽかんとしてから「………？」ぱちくりと瞬まばたきをして。


    「えっと、わたし世間知らずで、よくわからないけれど──？　そういう体質も、わたしが知らないだけで、あるの……かな？」


    　ねーよ。


    　と思ったが相手が納得してくれたならちょうどいい。


    　僕は「あ、でも漫画とかでたまにそういうの見たことが……」とか偏かたよった知識でうんうん頷うなずく鎖々美さんに、引きつった笑顔のまま言った。


    「そ、そうなの、そういう体質なのよ。ま、漫画？　とかに登場してるのは、あたしみたいなのをモチーフにしたひとだと思うわ？　たぶん？　え、えっと、ときどき生えちゃうだけで、すぐに元に戻るから──お願い、気にしないで……ね？」


    　すぐに元に、というか完全に女の子の身体からだに戻るのは本当だ。


    「じゃあ、蝦え怒ど川がわさんは……えっと、女の子なんだよね？」


    「う、うん」


    　この肉体の性別は、間違いなく女の子だよ。


    「お願いだからみんなには秘密にして、鎖々美さん。女の子としてこの学校に在籍してるから、これを見られちゃうと──た、退学？　とかになるかも？」


    　いや、ならないだろうと思うけど。


    　我ながらぐだぐだだった。


    　けれど鎖々美さんは素直なのか、むしろ心配そうに、こくりと頷うなずいた。


    「でも。その体質って、病気じゃないよね？　わたしにも生えてきたりはしないよね？」


    　オチンチンは感染しません。


    「だ、だいじょうぶだから──ね？　お願い、ないしょにしてね……？」


    　念押ししてから立ちあがり、ようやく自分の身体をタオルで隠した。


    「わ、わかった。ないしょにするよ」


    　何度も頷くと、鎖々美さんもよろめきながら身を起こした。


    「ごめんね、蝦怒川さん、なんか大騒ぎしちゃって」


    「こっちも押し倒したりしてごめんね──あの、頭とかぶつけてない？」


    「うん。心配してくれてありがとう」


    　にっこり微ほほ笑えんで、そのまま去ってくれそうだったが。


    　不意に振りかえると。


    「そういえば、蝦え怒ど川がわさん──こんなところで何してるの？」


    「えっ!?　あ、その、生徒会のお仕事よ。そうよ、そろそろプール開きだから、その前に点検しなさいって先生に言われたのよ……？」


    　てきとうに言ってみたが、意外とそれっぽい。


    「あ、そうだったんだ。ごめんね、お仕事の邪魔して」


    「いいのよ。それじゃ、また教室でね。ばいば～い♪」


    　彼女の背中を押して、無理やり更衣室から外にだすと──。


    　僕は、ぺしゃりとその場に崩れて、どっきんどっきんしている胸元を手で押さえた。


    「ふぅうう……」


    　冷や汗を拭ぬぐって、心から安あん堵どする。


    「良かった、危ないところだった……ふふ、どうにか誤ご魔ま化かせたみたいだね！」


    「いや、かなりアウトだった気がしますわよ？」


    



    　不意に声がした。


    



    　びっくりして見ると、更衣室に置かれたベンチに、ちいさな女の子が腰かけていた。


    　毛並みのいい尻しつ尾ぽを九つも生やした、ちょっと吊り目がちの、愛らしい女の子だ。


    　なぜか『いちねんあらはばきぐみ　たまものまえ』とかゼッケンのついたスクール水着をまとっていて、足をぶらぶら揺らしている。


    「見てたのかい、玉たま藻もの前まえ」


    　神様は文字どおり神しん出しゆつ鬼き没ぼつなので、唐突に出現しても驚かない。


    　僕は気にせずに水着をまといながら（女物だ、いちおう……）、彼女を一いち瞥べつして。


    「ていうか何でスク水なわけ？」


    「お、『おじょうさま』が着せたんじゃないですか！　嬉き々きとしてこんなゼッケンまで縫ぬいつけて！　ふだんはメイド服なんて着させるし、高貴なこの金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねをどこまで馬鹿にすれば気が済みますの!?」


    「玉藻前はもともと侍女じゃないか──文句なら、女の子の僕に言ってくれよ」


    「あら？　その喋しやべりかた──男の『おじょうさま』ですの？」


    「うん。もう交代するけどね、儀式とかそういうのは情雨じようのほうが得意だし」


    　蝦怒川情雨は、語ご弊へいがあるけれど、二重人格のようなものだ。


    　太陽が昇っているうちは、女の子の身体からだで、身体の支配権は情雨じようがもつ。


    　逆に太陽が沈んでいるうちは、男の子の身体で、僕が表出する。


    　今の時刻──早朝だと、そのちょうど真ん中で、『男の身体がゆっくりと女の身体に変化していく最中』である。ゆえにオチンチンが残っている。


    　もう数分もすれば、僕は内側に完全に引っこみ、オチンチンも消えるだろう。


    （そういうこと、そろそろ出しゃばるのはやめて──あとは、あたしに任せなさい）


    　僕の内側で、情雨の声が反響する。


    　刹せつ那な、僕の意識は曖あい昧まいになり──交代し、情雨が表にでてくる。


    「ふうっ」


    　髪の毛をかきわけ、身体の支配権を得た情雨は頭を抱かかえる。


    「あぁもう、何てこと──ちょっと淡島さま！　このボケ神様、あとすこしで鎖さ々さ美みさんに何もかもがばれるところだったじゃない……！　てゆーか、じゅうぶんに怪しまれたと思うし！　どうすりゃいいのよ、今日どんな顔して教室で会えばいいの……!?」


    　僕を責められても困るよ、不可抗力だ。


    「くっそ、この面倒くさい身体のせいで……！　いまがいちばん大事な時期なのに！　やっぱり常にあんたを抑えこんで、ずっとあたしの人格で行動していたほうが──」


    　休眠は必要だよ。二十四時間起きてるつもり？


    　月つく読よみ鎖々美にも、『肉にく腫しゆ』とかいって、緊急時や睡眠中に身体を守護する同居人がいた。


    　君は鎖々美さんよりもなお特殊で、危険な身体なんだしさ、自分ひとりで抱えこむよりも、僕と協力したほうが効率的だと思うけど？


    「うっさい、わかってるわよ──けど、勘違いしないでよね！　あんたは、あくまであたしの補佐！　この身体の主人は、支配者は、この蝦え怒ど川がわ情雨なんだから！」


    　わかってるよ、『おじょうさま』。


    　僕の可愛かわいい──ご主人様♪


    



    
      †　†　†

    


    



    「こちらですのよ、『おじょうさま』」


    　日差しが肌に痛い屋上のプールサイドを、玉たま藻もの前まえがぴょこぴょこ尻しつ尾ぽを揺らしながら、ちいさな歩幅で一生懸命に先導してくれる。


    　情雨は陽光に目を細めながらも、ついていく。


    　屋上プールはごく平凡なつくりだ。


    　そこそこ広い五十メートルプール。


    　置きっぱなしのビート板ラック。


    　情雨じようは周囲を見回し、仲間のひとりを見かけると声をかけた。


    「ご苦労さま、『翼よく将しようガルーダ』」


    「…………」


    　無言で首しゆ肯こうを返したのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした偉い丈じよう夫ふである。


    　恐ろしいことに落下防止用のフェンスの上に直立不動。


    　服装は迷彩柄のジャケットにズボン、っていうか軍服。


    　瞬まばたきをしないぱっちりとした両目と、引き結ばれた口元は、猛もう禽きん類るいみたいだ。


    「待機している間、何か異常はなかった？」


    「…………」


    　尋たずねてみたが無反応。


    　寂しがり屋の情雨は、唇くちびるを尖とがらせて。


    「相変わらず、無愛想ね」


    　拗すねたようにつぶやいてから、てきぱきと。


    「『翼将ガルーダ』はその場で待機──危機に備えなさい。『天てん秤びんで遊ぶ玉たま藻もの前まえ』は結界を敷しいて、誰もこの場に立ち入らないようにするのよ」


    　さっきの鎖さ々さ美みさんとか、あと『神々』とか、余計な邪魔がはいると面倒だ。


    「了解しましたわ──」


    　玉藻前がおもむろに宙へ五芒星セーマンと網目ドーマンを描き、呪じゆ文もんを唱となえる。


    　妖よう狐こである彼女は陰おん陽みよう道どうとの関わりが深い。


    　日本一有名な陰陽師──安あ倍べの晴せい明めいの母も葛くずの葉はと呼ばれる狐きつねだったり。


    　そちらは任せつつ、情雨はあらかじめ水を張っていたプールへと歩ほを進めた。


    　透明な水面に、そっと爪先から触れる。


    　そのまま表面張力と、ちょっとした霊力を行使し、水のうえを歩いた。


    　イエス・キリストの時代から、霊能力者にとっては当たり前の技術である。


    　腐敗臭。


    　幻まぼろしでごまかしていたけれど、ここに満たされているのはただの水ではない。


    　あらゆる毒虫の毒、毒獣の毒を混ぜこんだ──蠱こ毒どくのプールである。


    「あらゆる毒をもつものを殺しあわせることで、蠱毒は抽出される」


    　情雨はむしろうっとりと、蝕むしばむような悪臭を呼吸した。


    「討伐され、死者の世界──『根の国』へと堕おちた『旧神』には、蠱毒のために犠牲になった毒虫たちの悲鳴が、怨えん嗟さが、その死が、何よりの呼び水となる」


    　情雨は交信を開始した。


    「『口くち寄よせ』するわよ」


    　口寄せとは欧州で大流行した降こう霊れい会かいと同様に、厳密には死し者しや蘇そ生せいの儀式ではない。


    　生者のなかに存在する、死者の魂たましいの残ざん滓し──縁を手た繰ぐり寄せて具現化するもので、生者と死者の結びつきが強いほど成功しやすい。


    　蠱こ毒どくのプールによって舞台は整えられた。


    　あとは招くだけだ。


    「禁きん忌きを犯して黄よ泉みがえった月つく読よみ呪じゆ々じゆのおかげで、『根の国』の規制は厳しくなってるのだけど。ただ交信するぐらいなら、やりようはあるわ──あんまり、好みじゃないけど」


    　情雨じようは周りに満ちる蠱毒をすくいあげ、自らの身体からだになすりつける。


    　乳房に、尻に、下腹部に──もちろん顔面に、彼女の性的な魅力を強調するような、淫いん靡びな化粧が施ほどこされる。


    　水着姿のまま、情雨は官能的に身体をくねらせて、優しく手招きする。


    「お出いでなさい」


    　蝦え怒ど川がわ情雨の身体のなかに存在する、無数の『神々』のひとつ──『舞まい姫ひめウズメ』の能力が発現し、あらゆる結界が、境界が、内側から破裂して突破される。


    　瞬間、蠱毒のプールがぼこぼこと沸ふつ騰とうし、泡立った。


    　暗黒の淵ふちがゆっくりと開いていく。


    　月読呪々が邪や神がみつるぎを『根の国』に叩たたき落としたときに出現した、小型のブラックホールのような代物の、その強化版だ。


    　突然、その暗くら闇やみの奥から無数の腕が伸びてくる。


    　傷だらけの、亡もう者じやの腕だ。


    　情雨の全身よりも巨大なそれらの腕が、彼女を『根の国』に引きずりこもうとする。


    「『おじょうさま』に触るな、雑霊ども!!」


    　玉たま藻もの前まえが吼ほえて、全身から発火。


    　その超高温の狐きつね火びに、現れた腕は一本残らず焼き尽くされたけれど。


    「……ッ!?　『おじょうさま』!?」


    　情雨の右腕に異変がある。


    　闇の奥──『根の国』の経路から、そいつは捕食性の爬は虫ちゆう類るいのように忍び寄っていたのだ。


    　情雨の腕が内側からぼこりぼこりと膨ふくれあがり、異様に変形する。


    　浸しん蝕しよくだ。情雨の身体を乗っ取ろうとしている。


    「大人しくなさい、『九く頭ず竜りゆう』!!　飢うえて我われを失うなんて、神としての誇りすら失ったの!?」


    　迷わず、情雨は自らの腕を手刀で切り落とした。


    　切り落とされた腕は瞬時に石化し、情雨はそれを無事なほうの手でキャッチする。


    「捕獲完了」


    　いま出現し、情雨の身体に侵入してきたのは、『九頭竜』という『神々』のいちぶ。


    　得られたこれを媒介にして、いずれ本体に接触する予定だ。


    



    
      †　†　†

    


    



    「よっし、ひとまず一件落着ね」


    　情雨じようはプールサイドへとあがった。


    　石化した腕を『翼よく将しようガルーダ』へと放り投げ、おおきく欠伸あくび。


    「ご苦労さまですの、『おじょうさま』！」


    　甲か斐い甲が斐いしくタオルをくれる玉たま藻もの前まえの頭を、ふわふわと撫なでながら。


    「例のあの、懇親会のパンフレットはちゃんとつくってくれた？」


    「ええ、パソコンって楽しーですわね？　ちゃぁんと、それっぽくつくりましたわ！　……それよりも、蠱こ毒どくはあたくしが処理してもよろしくて？」


    「あんなキモい煮汁よく飲めるわね……。まぁいいわ、好きにしなさい。今日はもうお仕事はしゅーりょー。ここで遊んでてもいいわよ、遅くなるまでに家に帰んのよ」


    「うんっ」


    　見た目どおりに子供っぽく応こたえて、玉藻前はきゃっほうと飛び跳ねる。


    「けけけ！　ねぇねぇガルーダくんビーチボール膨ふくらませてーっ！」


    　はしゃいでいる玉藻前と、どっかから取りだしたビーチボールを膨らませている『翼将ガルーダ』を眺めて、情雨は溜ため息いきをついた。


    「まったく、神様ってのはどいつもこいつもノー天気な……」


    　君たち人間がうじうじ悩みすぎなんだと思うよ、僕は。


    「そうね、淡あわ島しまさま。──人事を尽くし、天命を待つのみ。天が、つまり神様が味方してくれるのを祈るしかないわね、あくまで人間でしかないあたしには」


    　あらためて、情雨は号令する。


    「すべては、あたしの幸福のために。つまり、あたしの私利私欲のために。悪徳オカルト結社『アラハバキ』の名のもとに、この世界に宣戦布告してやりましょう」


    「お心のままにですわ、『おじょうさま』！」


    　きゃいきゃい遊びながら、スク水の妖よう狐こが笑った。


    



    
      †　†　†

    


    



    （お疲れさまだね、情雨）


    （気安く話しかけないでよ、淡島さま）


    　いつもの会話をしながら。


    　情雨は更衣室で水着を脱ぎ、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服に着替えている。


    　すでに陽ひものぼりきって、情雨じようは完全に女性の身体からだになっていた。


    　鏡の前で長い髪の毛を左右で結ゆわえ直そうとして、はたと気づく。


    （そういえば、左腕を切り落としたんだったわね）


    　出血はさほどないが、やはり隻せき腕わんというのは目立つ。


    　あの化け物──『九く頭ず竜りゆう』のいちぶを呼びだすためには、腕一本の犠牲など安いものだけど。


    「んっ……」


    　情雨は腕の切断面を握りしめ、軽く吐息を漏もらした。


    　同時に──手品でも見るみたいに、新しい腕が生えてくる。


    　異常な再生速度だ。


    　脱皮したてのようにやや赤らんでいた腕は、すぐに正常な肌つやを得る。


    　確かめるように何度か指を動かして、情雨は疲労をおぼえたのか、よろめいた。


    （我ながら気色悪いわ、この身体。あたしって、ほんとに人間なのかしら）


    （僕に聞かれてもね。君が生まれた現場に立ち会ったわけでもないし。少なくとも、肉体的にはかんぜんに人間の女の子だよ、君は。問題なのは、君に宿った『神しん霊れい』──『まつろわぬものアラハバキ』だね）


    『神霊』とはこの世界の万物に宿る『神々』の本体＝心＝魂たましいのようなものである。


    『神霊』の状態でも自分の支配する領域なら好きなふうに『改変』できるが、もっと物理的に行動するためには、実体化するか、何かの物質に取り憑つく必要がある。


    　情雨は『まつろわぬものアラハバキ』と呼ばれる、極めて特殊な『神霊』が宿った、人間の女の子である。


    （『まつろわぬものアラハバキ』は『次世代神』と同様に、他の『神々』を捕食し、取りこむことができる。かくいう僕も、君に食べられた『神々』のひとりだ。けれど複数の『神々』＝自我を吸収することで、君自身の心はかき乱されている）


    （あたしはあたしよ、揺らぎはしないわ。どれだけ神様なんかと一体化してもね）


    　情雨はそう言うけれど、彼女はときどき酷ひどく不安定で、脆もろくなる。


    　蝦え怒ど川がわ情雨の肉体という、ちっぽけな部屋に、たくさんの神様が押しこめられている。


    　彼女は強引に、あるいは無理をしてでも神様たちを屈服させ、言いなりにし、制御しているけれど──僕の自我がこうして消えずに残り、ときどき肉体を乗っ取ってしまうように、その支配は完かん璧ぺきではない。


    　ずっと世界各地で闘争に明け暮れていた情雨には一般的な常識がなく、精神は未熟だし、思春期なせいかその心は動揺しやすい。


    　体内に宿した神々の干渉もあって、この少女の自我は、いつも揺れ動いている。


    　些さ細さいなきっかけで、粉こな々ごなに壊れてしまいそうなほどに。


    （僕はあんまり、君に危険なことはしてほしくないんだけどね。最近、なんか焦あせってない？　『月つく読よみ神社』との抗争に敗れて、先代の首領は死に、『アラハバキ』に所属していた『神霊』もほとんど離散した──今の僕らには世界征服をする意味も、理由も、実力もないのに）


    （そうよ、実力がない。だからこそ、無理を重ねる必要があるのよ。危険ぐらい何よ、知ったこっちゃないわ。あたしはパパの夢を叶かなえる。それだけのために生きてるのよ）


    　すべての『神々』を管理し君臨する『最高神アマテラス』をその肉体に幽ゆう閉へいし、あらゆる『怪異』を認めず、人間に都合のいい世界を維持していた『月読神社』。


    　その『月読神社』と敵対し、霊能力者を選ばれた特別な人間と定義し、『神々』を従えて暴れまわり、自分たちの幸せのみを追求した利己的な組織──悪徳オカルト結社『アラハバキ』。


    　両者の思想は『霊能力者によるこの国の支配』という点においては一致していたが、あくまで神と人々の調和を、平和を願い、無私無欲でこの国のため奉仕していた『月読神社』と異なり、『アラハバキ』は自分の快楽のためなら一般大衆を残らず生いけ贄にえに捧げ、血の池地獄に叩たたきこむのも辞じさない邪悪な集団だった。


    　両者は相あい容いれず、全面戦争の果てに──先代の『アラハバキ』首領であり情雨じようの父親は幼い情雨に『まつろわぬものアラハバキ』を受け継がせながらも、やがて敗れて死んだ。


    　情雨の父親は僕から見てもとても聖せい人じん君くん子しとはいえない、むしろ残ざん虐ぎやくで卑ひ劣れつな悪党だったのだけど、情雨には優しかった。


    　ゆえに情雨は今は亡き自分の父親を敬愛し、その夢を叶かなえるためにのみ生きている。


    『月読神社』の思想を受けいれず、家出をした月読鎖さ々さ美みとは正反対。


    　両親が宿敵だった少女ふたり、思想も生き様も真逆の彼女らが──同じ高校で日常を共有している不思議さに、僕はいつも皮肉な運命を感じる。


    （ふん。『最高神アマテラス』のちからを失った今の鎖々美さんに、興味はないわ。彼女はあたしのライバルになる資格すらないのよ）


    （何だか寂しそうな口ぶりだね、情雨）


    （誰が寂しそうですって!?　てきとうなことばかり言って……!!）


    　他愛たあいない会話をしながら、情雨が更衣室をでて、階段を降りていくと──。


    　その階段のいちばん下の段に、あろうことか、話題の鎖々美さんが腰かけていた。


    　彼女は足音に気づくと「はっ」と顔をあげて、こちらを注視してくる。


    　情雨はぎょっとした。


    （何で……？　追い払ったはずなのに、どうしてここにいるの？）


    （もしかして、屋上での儀式を見られたかな？）


    （玉たま藻もの前まえが結界を敷しいていたのだから、侵入も観測もできないはずだわ。今の鎖々美さんは一般人だし、多少の霊能力があるとはいえ……どうする？　口を封じる？）


    （どうして君はそう殺さつ伐ばつとしてるんだい、見なよ──彼女、怯おびえてるじゃないか）


    　促うながすと、情雨は腰に手を当て、鎖々美さんのそばまで歩いていく。


    　ふたり、誰もいない廊下で向きあった。


    　両親が殺しあったふたり──宿命のライバルになるかもしれないふたり。


    「え、えぇっと、そんな怖い顔しないで。あのね、お仕事の邪じや魔ましちゃいけないかなって思って、ここで蝦え怒ど川がわさんを待ってたの」


    　鎖さ々さ美みさんは人付きあいが苦手なのか、視線をあわせずにもじもじしている。


    「あの、えっと──蝦怒川さん、今もまだ生えてるの？」


    「なぁに、興味でもあるの？　もっかい見たいの？」


    　逆に活動的な情雨じようは、相手の態度に苛いら立だって、鎖々美さんを「どんっ」と突き飛ばし、壁際に追いつめる。


    　そして硬直する彼女に、身を寄せて。


    「……生えてるかどうか、確かめてみる？」


    　耳元で囁ささやくと、鎖々美さんは真っ赤になって「ぶんぶん！」首をふった。


    　その態度を訝いぶかしみながらも、情雨は早口でまくしたてた。


    「何が目的なの？　屋上でのこと、見たの？　あたしのこと、どこまで知ってるの？　あたしのパパやあんたの母親のことは？　だいたい、あたしとあなたは──」


    「えっと、えっと──いちどに言われてもわかんないよ」


    　不安げに問いつめる情雨に、鎖々美さんはポケットに手をつっこんで。


    　素早く取りだした。


    　その動きに「びくっ」として、情雨は何歩か後ずさった。


    　警戒して身構えているけど、鎖々美さんが取りだしたのは平凡な携帯電話だった。


    「あの、もし良ければ、携帯電話の番号とか──交換して欲しかったり。えっと、わたしにいろいろ聞きたいことあるんでしょ？　だったらちょうどいいよ……わ、わたし蝦怒川さんと仲良くなりたいからっ」


    「何を企たくらんでるの？」


    「え？　たくらむ？　どういうこと……？　あの、もし嫌いやだったらいいんだけど、ていうか、わたし──うざいかな？　その、蝦怒川さんと仲良くなりたくて……」


    「………？」


    　情雨はさっぱり意味がわからない、という表情である。


    　なんせ相手は父の仇かたきの、その娘。


    　立場的にも相あい容いれない、端的にいえば敵と味方だ。


    　鎖々美さんは情雨の正体を知らないから、こんな無邪気に──否いな、こちらの立場を知らないなら、こんなに接近してくる意味が不明だ。


    　その行動に何のメリットがある？


    「まぁ、いいけど──携帯の番号ぐらいなら」


    　情雨じようは強こわばった表情のまま、妥協し、自分も携帯電話を取りだした。


    　いまの鎖さ々さ美みさんは一般人だが、いずれ『最高神のちから』を取り戻すかもしれないし、繋つながりをもっておくことは損にならない。


    「えっと」


    　お互いに携帯電話を握りしめたまま、鎖々美さんが困ったように。


    「番号の交換って、どうやるのかな。教室とかでみんながやってるの見てて、憧あこがれてたんだけど。何かこう、携帯電話を触れさせて『ピッ』ってやるのあれ、やってみたい」


    「あ、あたしに聞かないでよ。どうやるかなんて知らないわよ」


    「へぇ。蝦え怒ど川がわさん友達多そうだし、そういうの慣れてそうだと思ったけど──」


    　鎖々美さんが手を伸ばしてくる。


    　情雨はまた警戒し、身をかわしたが、鎖々美さんは逆にぽかんとしている。


    「あの、ごめん。じゃあケータイ見せてくれる？　直接ピッってやるのやりかたわからないから、アドレス打ちこんで空メール送りたいの。アドレス、表示してくれる？」


    「あ、そう……好きにすればいいわよ。こういう機械とか、よくわからないし」


    　携帯電話をぞんざいに手渡して、情雨は苛いら々いらと足踏みをする。


    （何よこの娘こ、何が目的なの……？　わからないわ、淡あわ島しまさま──いったい何が起こってるの？　この行動に何の意味があるの？　携帯電話の番号を利用して呪のろいとかを与える方法でもあるというの……もう霊的戦闘は始まっているのね!?）


    （落ちつきなよ、情雨。見たところ鎖々美さんに悪意は感じないし、ほんとに、ふつうに携帯電話で話したりしたいだけなんじゃないの？）


    （はぁ？　あたしたちは宿敵なのよ、いずれパパたちみたいに殺しあう運命なのよ？）


    　混乱している情雨のそばで、鎖々美さんは「じゃメール送るね。ていうか蝦怒川さん、このケータイ可愛かわいいね？　どこで買ったの？　ねぇねぇ」とややウザめに話しかけてくる。


    「とにかく」


    　情雨は乱暴に携帯電話を取り戻すと、鎖々美さんのおでこに指をつきつけて。


    「携帯電話の番号は教えてやったけど、これ以上、馴なれあうつもりはないから。気安く話しかけないで、何を企たくらんでるか知らないけど……」


    「あ、でも、その体質のこととか──そ、相談に乗るし。何だか悩んでるみたいだったから、心配で、だからここで待ってたんだよ。こ、困ったことがあったら、わた、わたし、オチンチンのことよく知らないけど、調べたりするし……」


    「おおきなお世話よ」


    　突き飛ばすように鎖々美さんから離れて、情雨は廊下をずんずん歩いていく。


    （わけがわからないわ、ねぇ淡あわ島しまさま？　学校も、お友達ってのも、何もかも──さっさと世界を征服して、意味のわからないものぜんぶ叩たたきつぶしてやるんだから！）
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     第二部　ニライカナイ


    


     第三話／たまちゃん大地に立つ


    



    　正直なところ、とても楽しみだったのだ。


    　旅行なんてしたことなかったから。


    　唯ゆい一いつそれっぽいのは実家──月つく読よみ神社を脱ぬけだしたときの、トランクひとつに大事なものをすべて詰めこんで、お兄ちゃんとかたく手を握りあって夜行列車に揺られたあのとき。


    　でも、今回はそんな悲壮感とは縁がない。


    　学校のみんなと、真夏のバカンスなのだ。


    　何着てこうかな。どんなことするんだろ。お友達が増えるかな。


    　かがみもくるのかな。つるぎやお兄ちゃんは……？


    　楽しみすぎて夜も眠れず、わくわくと旅行鞄かばんに水着とか必要なものを詰めこんで──。


    



    「風か邪ぜですね」


    



    　わたしの自室。


    　寝ね間ま着き姿のわたしのおでこに、お兄ちゃんが手で触れて、無む慈じ悲ひな事実を告げてきた。


    　二年左組の懇親会──その当日の、集合時間も間近に迫った早朝である。


    　わたしは熱っぽい身体からだでぐうの音ねもでずに、ベッドのなか、口にくわえた体温計の目盛りがぐんぐん上昇していくのを悪夢のように眺めていた。


    　予兆はあったのだ。


    　わたしは元々、あまり身体が丈夫ではない。


    　子供のころは病気をしてばかりだった。


    　最近はそうでもなかったから気を抜いていたのだけど、あれは世界に甘やかされる『最高神のちから』で、自分を守っていたからだった……。


    「安静にしていなさい、すごい熱ですよ──懇親会も、欠席しないといけません」


    「やだ」


    「今の体調じゃ旅行なんて無理ですよ。クラスのお友達に風邪をうつしてもいけないでしょう、今回ばかりはわがままはいけませんよ」


    「やぁだぁ……」


    　涙目で呻うめいてみた。


    　お兄ちゃんが正しいけれど。


    「行くんだもん。旅行に行って、みんなと楽しく二泊三日なんだもん……」


    　楽しみにしていたのにこの仕打ち……、なんて世界は残酷なんだ。


    　それに、風か邪ぜで弱っているせいか──嫌いやな想像が湧わいてくる。


    　人気者の蝦え怒ど川がわさんが主催するイベントなのだ、みんな今回の懇親会に参加するはず。


    　もしかしたら、欠席はわたしだけになるかもしれない。


    　そうなると──当然、懇親会のあとのみんなの一体感に、ついていけなくなる。


    　同じ思い出を共有できず、いっしょの話題で盛りあがれない。


    　無視されたりはしないだろうけど、どうしても疎そ外がい感かんは味わうはずだ。


    「あぁっ、可か哀わい想そうなささみさん！　お兄ちゃんがそばにいますからね！」


    　お兄ちゃんに抱きしめられ、頬ほおずりされたが、うぜえ。


    「お兄ちゃん、お願い……」


    　わたしはお兄ちゃんの服をちょこんと指でつまんで、必死に訴えた。


    「行きたいのぉ、行かせて──お願い」


    「今の発言は録音しました」


    　なんでだ。


    　まぁ、そもそもお兄ちゃんを説得したからといって、風邪が治るわけでもなし。


    　霊能力でわたしの肉体という『神』を制御し、元の体調に戻そうとしているんだけど、その努力を含めてこの体調だ。


    　お兄ちゃんも心配そうだが、やはり無力である。


    「お兄ちゃんもささみさんを助けてあげたいですけど、そして結婚したいですけど、どうしようもないんですよ。こうしてささみさんのそばにいて、ささみさんから分ぶん泌ぴつされるささみウイルスを接せつ種しゆし、ささみ風邪を罹り患かんして超幸せ～☆とか考えることしかできませんよ」


    　役立たずすぎる。


    「でも、あなたをずっと見てきましたからね──どれだけ酷ひどい体調かはわかります。今日は、たとえあなたに怨うらまれても、断固として外にはだしませんからね」


    「うー……」


    　ときどき頑固なお兄ちゃんは、拗すねるわたしに苦笑して。


    「今回の懇親会には、保護者というか監視というかで、つるぎ先生が同行するみたいですし──欠席するって連絡しますからね」


    　お兄ちゃんはいちど退室して、たぶんつるぎに連絡をとっていたのだろう──やや間をおいてから、お盆に水と薬箱をのせて戻ってきた。


    「はい、今日はもうお薬飲んで寝ちゃいましょう。かなり熱もでてますし、水分も摂取すること。お兄ちゃんが付きっきりで看病してあげますから」


    「そんな当然のことでいばらないで」


    　拗すねて、わたしは寝ころんだまま。


    「飲ませて」


    「はいはい、お口をあけてください」


    「錠剤は苦いからやだ」


    「わかってます、甘いシロップですよ。噎むせないように気をつけてくださいね」


    「うん……んー──ごくんっ」


    　お兄ちゃんは手慣れてるなぁ。


    　感謝しつつ、わたしは無念、と呻うめいた。


    「旅行、行きたかったよ……」


    「それで身体からだを壊したら元も子もありません。みんなにも迷惑をかけちゃいます」


    「くすん」


    「二泊三日なのでしょう？　がんばって早く病気を治せば、あとから合流だってできるかもしれませんから。明日にでも体調がよくなってたら、僕が車で送ってあげますよ」


    「うん」


    　それは、ほんのちょっとの希望だ。


    　だけど、たとえ後から合流できても、出遅れは取り戻せないし。


    　すぐ風か邪ぜが治るって保証もない──経験からいって、一週間はこのままだ。


    「無理はいけませんよ、ささみさん」


    　優しくわたしの頭を撫なでて、お兄ちゃんは枕元に何かを置くと、すっくと立ちあがる。


    「あったかくして眠りなさい。パジャマが汗だくになったら、着替えをもってきますからね。喉のどが渇いたらここに水筒を置いておきますから、飲みなさいね。他にも何かあったらこのボタンを押すか『お兄ちゃん好き好き大好き』と呪じゆ文もんを唱となえてください」


    　そんな元気はない。


    「おやすみなさい、ささみさん」


    「うん、お兄ちゃん」


    　ぱたんと扉が閉まって、部屋は静寂に包まれた。


    　ぬいぐるみに囲まれて、わたしは熱でぼやけながら、天井を見あげる。


    　今ごろ、他のみんなは集合してるころだな。


    　蝦え怒ど川がわさんが今日も変なこと言いながら、みんなを引っぱって、笑い声が溢あふれて──。


    　かがみは、わたしを捜してるかな。


    　もう欠席するって連絡が行ってるかな……。


    　幸せな光景を想像したら泣けてきたので、目を閉じて、眠ることにした。


    　わたしに今できることは、早く風邪を治すことだけだ。


    　そう思いながらも、薬の効果か、徐々に重くなっていく瞼まぶたを自覚していると。


    　不意に物音がした。


    　わたしは「はっ」として、窓のほうへと、苦労しながら視線を向けた。
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    　そこには。


    「わーいわーい」


    　びっくりするほど美しく、天てん真しん爛らん漫まんな麗れい人じんが、そっと腰かけていた。


    　一瞬、天からお迎えがきたのかと思ったけれど。


    　それは邪や神がみ三姉妹の三女──たまだった。


    　窓枠に腰かけて足をぶらぶらさせ、しなやかな手を挙げてご挨あい拶さつ。


    「おっはよ、ママりん♪　はうわゆー？」


    　んだよ、はうわゆーって。


    　あぁ、How are you?か、と熱のせいで思考が鈍いわたし。


    　ちなみにママりん＝わたしである、いちおう。


    　彼女は『最高神のちから』を持つものを自分の創造主、母親だと信じこんでいる。


    　すでにわたしは『最高神のちから』を失っているのだけど、呼称は固定されていた。


    　応えようと思ったのだけど、喉のどが痛くて声がでないし、身体からだも重苦しい。


    「ありゃ、寝てるのかな……？」


    　ちょこんと床に降り立った女神は、大おお股またでこちらに近づいてきた。


    「あのねー、たまねー、つるぎ姉ねえとかがみ姉がいないからお肉と留守番だったの」


    　お肉？


    「寂しいなぁって思ってたら、つるぎ姉からお電話がきたのね。たまひとりだと心配だから、土日はママりんパパりんのところでお世話になりなさいって。えへへ、二日間はたま、ここん家ちの子だお♪　よろしくお願いしまぁす」


    　ぺっこりと頭をさげている。


    　そういう事情らしい。


    　しかしなんで窓から入ってくるんだ──誰かこの子にちゃんと礼儀というか一般常識を教えてあげてほしいけど、まぁ、あの家庭じゃ無理があるか……。


    　わたしが何とかしてあげないと。


    　でもいまはちょっと、無理……。


    「ママりん、どようびだからって寝ね坊ぼ助すけさんはだめだお？　起きなきゃ、めっ、だよ？　えへへ……たまが起こしてあげるね？」


    　うげえ。


    　まさかこいつ、わたしが風か邪ぜひいてるって理解してないのかな……？


    　というか風邪なんてひいたことなさそうだし、よくわかってな──うわお!?


    「起きなさぁい！　朝ですよ～♪」


    　布団ふとんひっぺがされた!?


    「新しい朝がきたよ！　絶望の朝が！　震えて起きろ！」


    　ひぃいっ、寒気がするっ……。


    　でも我慢だ、どうせすぐ飽きるだろうし。


    　そもそも身体からだ動かないし、抵抗できないから、やりすごすしかない。


    「ママりん、ママりん、ママりぃん」


    　身体を揺さぶられたが、わたしは覚悟完了してるので動じない。


    「ねぇ、ママりん～？　たま、ここにいるよ？　起きて、遊んで～？」


    　二の腕とかをかぷかぷ噛かまれたりしたが、我慢、我慢……。


    　うおわ!?


    「ママり～ん！　お～き～て～っ!!」


    　あろうことか、たまはわたしの両足を無造作に握りしめると、逆さ吊づりにしたのだった。


    　信じられない勢いで前後左右に振りまわされる。


    「──えぇい、やめんか！」


    　ようやく声がでた。


    「あ、起きた、ママりん？　えへへ、たまだよ？」


    　うん、たま以外は病人にこんな真ま似ねしないね。


    「あのねー、たまねー、つるぎ姉ねえとかがみ姉がいないからねー」


    　その説明はさっき聞いたから、とりあえず、降ろして……。


    　宙吊りにされたまま、わたしは弱々しく懇こん願がんする。


    「あのね、たま。ごめんね、わたし風邪ひいてるから。お願い、ベッドに戻して……」


    　ていうか、マジで死ぬからやめて。


    「ほわわわわ……？」


    　たまは慌あわててわたしをベッドに戻すと、あたふたとした。


    「ま、ママりん病気なの？　死んじゃうの？　うあああん、死んじゃやだぁあ……」


    　縁起でもないこと言うな！


    「ごめんなさぁい、たま知らなかったの、ママりんが病気だなんて──どうすればいいの？　ひーん！　ママりん、すごいお熱……かあいそ、かあいそ」


    　頭を撫なでてくれるけど、とりあえず放っておいてほしいなぁ。


    　たまの相手は疲れるし……この体調だと命に関わりかねない。


    　あ、でも待てよ。


    「ねぇたま、あなた神様なんでしょ？　この風か邪ぜ、治したりできない？」


    　医学の発展していなかった時代は、祈き祷とう──神頼みこそが治療法だったわけだし。


    　何かこう、すてきな奇跡でぱっと解決とか、できないかな……。


    　無理かな……。


    「ごめんね、ママりん。たま難しいことはわからないの」


    　たまはわたしの手をぎゅっと握って、申し訳なさそう。


    「つるぎ姉ねえなら何かわかるかも知れないけど、そういえば『体調崩すのは気がゆるんでる証拠。あいつ近ごろ調子こいてるし、良い薬だから放っとけ』って電話で言ってたお」


    　つるぎ、ときどき厳しいんだよなぁ……。


    　でも、免疫がないのも体力がないのも、わたしの努力が足りなかったせい。


    　甘えていたせいなんだから、困ったときだけ神頼みというのは良くないってわかってる。


    「……旅行、行きたかったなぁ」


    「りょこう？」


    　独り言に反応したたまに、わたしは懇親会について説明してあげた。


    「ほわわわわ……」


    　たまは両目に星くずを散らして、興きよう味み津しん々しん。


    「いいなぁ、そんな楽しそうなことしてるんだ～。たまも行きたい！　海で泳ぎたいお～♪　どうして、たまを誘ってくれなかったの？　こうこうせいじゃないから？　ひどい！」


    　その発言を聞いて、ぴんときた。


    　わたしは黙もつ考こうしたのち、ひとつの計画を提案してみた。


    「ねぇ、たま……」


    　熱っぽくて頭がうまく働かないけど、せいぜい知恵を絞ろう。


    「わたしたちが、ちからをあわせたら──みんな幸せになれるかもしれないよ？」


    「ふえ？」


    　たまは首を傾かしげる。金糸のような髪の毛がゆるやかに波打った。


    「よくわからないけど、たま、ママりんのためなら何でもやる。たま、ママりんのこと大好きだから、元気になってほしいから」


    　良い子だよね、ほんとに。


    「それじゃあ、よく聞いて──」


    　わたしは、たまにも理解できるよう、丁てい寧ねいに今回の計画を説明した。


    　たまは素直に「ふんふん」頷うなずいて聞いていたが、ときどき首を傾げていた。


    　ちょっと不安だけどまぁ、わたしが可能なかぎり補佐すればどうにか……。


    「わかった？」


    　説明を終えて、曖あい昧まいに頷くたまに、わたしは苦労して身を起こすと顔を近づける。


    「じゃ、準備するから──動かないで、いい？」


    「いいよ～♪」


    　何も疑わないたまの肩に手をかけて、その美び貌ぼうに見とれそうになりながらも。


    　すこし照れてから、覚悟を決めて──。


    　おでこに、チュウ♥


    「ほ、ほわっ、ほわわわわ……」


    　経験豊富なお姉さんみたいな顔をしていてまだ小学生のたまは、みるみる真っ赤になる。


    「ま、ママりん、たまにチュウ──た、たた、たまもママりんが大好きだお～♪♪」


    「ぎゃーっ!?　抱きついてくるな!?」


    　儀式に必要だからしただけで、他意はないんだから、勘違いしないでよね！（ツンデレ調）


    　ほんとはくちびるが望ましいのだけど、そこまでサービスしてやる謂いわれはない。


    　夢中でしがみついてくるたまをはがすと、わたしは偉そうに腕組みして嚮きよう導どうしてやる。


    「いい？　さっきのチュウでわたしはあなたのおでこにある経けい絡らく──わかる？　人間の身体からだには大地と同様に霊れい脈みやく、龍りゆう脈みやくが通っていて、人間の姿に受じゆ肉にくしているあんたもそれは同じ──」


    　おでこには霊門チヤクラが存在している。


    　そこを接触させることで、お互いのおでこに、見えない霊力の糸を繋つないだのだ。


    「その見えない糸で、これから、わたしはあんたを操縦する。まぁ、あんたがガンダムだとしたら、わたしがアムロ＝レイになる感じね？」


    「あむろれい？」


    「気にしないで、いちぶのひとにわかりやすい喩たとえをしただけだから。つまりね──あんたの見たもの、聞いたもの、感じたもののすべてを、わたしはこの部屋から動かずに感知できるようになるわけ。あとは……」


    　うーん、『最高神のちから』があるときは、ちょっとでも霊能力を行使すると周りの『神々』が余計な『手助け』をして予想外の結果をもたらすから、怖くてできなかったけど。


    　いまは、霊能力を自由に使える、それが心地よい。


    　わたしは落ちこぼれだけど、お母さんに鍛きたえられた霊能力者だ──ほんとは私し利り私し欲よくのために用いちゃいけないちからだけど、今回だけは活用させてもらおう。


    「あひん、くすぐったいっ♪」


    　身をよじるたまを、霊力をこめた布でてきとうに払うような仕草をして。


    　祝のり詞とを捧げる。


    「やまとは／国の／まほろば／たたなづく／青垣／山ごもれる／やまとし／うるわし」


    　その直後だった。


    　たまの姿が変化する。


    　身長がさがり、体型に凹おう凸とつがなくなり……って自分で描写していて哀しくなってきたけど。


    　わかりやすく言うと、たまは、わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みの姿に変化していく。


    「おやーっ？　たま、ママりんになった？」


    　その場でくるくる回って、たまは自分の身体からだを確かめる。


    「すごぉい、ママりんって何でもできるんだね！」


    　このぐらい、そのへんの霊能力者なら誰でもやる。


    「ねぇねぇママりん、これと同じことすれば、たまをちっちゃくすることもできる？　ふつうの小学生みたいに？」


    「まだ諦あきらめてなかったの、ちっちゃくなるの──前回それでかがみに怒られてなかった？　できなくもないけど、これは周りを幻覚でごまかしてるだけ。たまの肉体を操作したわけじゃないからね？　だいたい、あんた『神格』高すぎてわたしごときじゃ『改変』は無理だよ」


    『最高神のちから』を持っていたころなら、可能だったかもしれないけど。


    　今のたまは、たまの身体のうえから、わたしの皮をかぶせたようなもの。


    「あ、ほんとだ。まぼろしだぁ、面白ぉい」


    　自分の身体を凝視し、たまは幻術を見破っている。


    「でも、何でこんなことするの？」


    「あんたはね、その姿で──わたしの代理として、懇親会に参加するの」


    　それが、わたしの計画だった。


    「わたしの演技をして、周りを騙だますの。わたしのことよく知ってるひとはあまりいないから、ごまかせるはず。わたしも感覚を同調させれば、その場にいるような気分になれるしね」


    「ママりんになるの？　たまが？」


    「うん。もしわたしの体調が戻ったら、交代するから。それまでの代理ってことで」


    　まぁ、たぶん風か邪ぜを治すのは無理だけど。


    「よくわからないけど……」


    　たまは不安そうにしながらも、真しん摯しに頷うなずいた。


    「たま、がんばる。がんばってママりんやる。そしたら、ママりん嬉うれしいよね？　たま、ママりんのこと大好きだから、笑ってほしいから──がんばるっ」


    　ほんとに良い子。


    　わたしはたまをいちどギュってしてから、前向きに頷いた。


    「よし、そうと決まればさっそく行動しよう。今から急げば集合時間に間にあうかも──そこのボタン押してお兄ちゃん呼んで？　わたしは隠れてるから、よろしくお願いね？」


    「はーい☆」


    　良い返事のたまがボタンを押し、わたしはベッドの下に潜りこんだ。
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    　暗がりで息をひそめていると、お兄ちゃんが天井板を開き、真っ逆さまに落ちてきた。


    「僕を呼びましたか、ささみさん!?　お兄ちゃんが愛のために今、降こう臨りん!!」


    「きゃーっ!?」


    　お兄ちゃんの奇行に慣れていないたまが、度肝を抜かれて可愛かわいらしく悲鳴をあげていた。


    「何か用事ですか!?　僕の愛が必要なんですね!?　どこに塗りこめばいいんですか、僕の愛を!?　さぁキュンキュンする愛の患部を僕に晒さらしてくださいマイシスター!!」


    「きぃやぁああ!?　どうしてパジャマを脱がそうとするのーっ!?　わかんない、しょうがくせいには難しすぎてわかんないよーっ!?」


    　泣きそうになってるけど、がんばれ、たま。


    　応援しつつも、わたしは手早く呪じゆ符ふを取りだして祝のり詞とをぼそぼそ。


    　同時に、一般人には感知できない輝きが弾け、宙空に短めの文字列が形成される。


    【『ささみさん』が交神結界チヤツトルームに入室しました】


    　たまの『神格』は馬鹿高いので、わたしが彼女を操作するのは無理。


    　だから霊的な文字列を表示し、彼女に指示を飛ばすのだ。


    ささみさん【どう、たま、見える？】


    「ほわわわわ……？」


    　お兄ちゃんに良い子良い子されて涙目になっていたたまが、混乱しながら。


    「えっと、ママりん、あのえっと」


    ささみさん【あ、わたしとの会話は文字でお願い。文字を表示するやりかたはわかる？　わたしはあんたの周囲に展開している力場──交神結界チヤツトルームにログインして常駐するから、何か書きこんだりして指示をだせるし、そっちの疑問にも応えられるから】


    「えっと、えっと」


    　たまは目を白黒させながら、不器用に念を送って。


    【tamaが交神結界チヤツトルームに入室しました】


    tama【dekita?】


    ささみさん【なぜかローマ字になってるよ、たま。日本語でおーけー。こっちの文字はちゃんと見える？　文字化けしてたりしたら言って？】


    tama【できたー？】


    ささみさん【名前はローマ字のままだね。固定されちゃったかな。まぁいいけど……】


    tama【あ、むずかしいかん字はつかわないでね。たま、よめないから】


    　小学生だもんね……。


    ささみさん【とりあえず、喋しやべりかた気をつけて。この交神結界チヤツトルームでならいいけど、あんた外見はわたしになってるんだからね。一人称は『たま』じゃなくて『わたし』、お兄ちゃんのことは『パパりん』じゃなくて『お兄ちゃん』って呼んで】


    tama【はーい（*^_^*）】


    　顔文字が不安だけどまぁ、任せるしかない。


    　とりあえず喋しやべりかたをある程度、わたしに似せればごまかせるはず。


    　たまは仕草とかが無邪気すぎるけど、旅行でテンションあがってるとかなんとか……。


    　かがみやつるぎには当然ばれるだろうけど、事情を正直に話せば協力してくれる──はず。


    「わかった、たま、がんばる！」


    ささみさん【声にでてるよ。あと『たま』じゃなくて『わたし』ね】


    「あ、そっか。わたしがんばるお～」


    　その語尾も不安だけど、いちいち気にしても仕方ない。


    「どうしました、ささみさん？」


    　独り言をつぶやいているわたしを、お兄ちゃんが不思議そうに眺ながめる。


    　たまは、きょとんとして。


    tama【ママりん、パパりんが呼んでるよ～？】


    ささみさん【おまえだよ（〉_〈）】


    「あ、そっか……えへへ」


    　ようやく飲みこめてきたのか、たまは恥ずかしそうに。


    「えっと、あのね、お兄ちゃ……」


    　顔を真っ赤にして。


    「だ、だめ！　恥ずかしくって『お兄ちゃん』なんて呼べないお！」


    　なんで『パパりん』がだいじょうぶで『お兄ちゃん』がだめなの？


    　基準がわからん。


    ささみさん【我慢して。兄妹でパパりんとか呼んでたら周りからどん引きされるでしょ、恥ずかしがらずにお兄ちゃんって言いなさい？】


    「ひーん──お、お兄ちゃん？　えっと、何だっけ？　どうすればいいの？」


    　不安すぎる。


    「どうしたんですか、ささみさん。『ひーん』とか言って、さっきからたまさんみたいですよ？　そういえば、何やら物音がしていましたが──誰かきてたんですか？」


    　うげぇ、お兄ちゃんって何でときどき勘がいいんだ？


    「ほわわ？　誰かって、あのねー、たまがねー」


    ささみさん【たまも迂う闊かつすぎるし！　ささみさん！　今のあんたはささみさん!!】


    tama【あ、そうだった。てへへむし♪】


    　頭こつんってして、たまはお兄ちゃんに向き直った。


    「あのねー、えっとねー、何だっけ？　そうそう、あのねお兄ちゃん、たま、じゃないや──わたしね、風か邪ぜが治ったの！」


    　うん、伝えるべき内容は間違ってない。


    「はい？　そういえば、見るからに元気そうですけど」


    「うん♪　わたしは馬鹿だから風邪ひかないの！」


    　たま？　喧けん嘩か売ってる？


    「たしかに熱がありませんし、声も掠かすれてませんし、薬がそんなに効いたんですか？　それとも、何か霊能力的な裏技で？　僕には知識がないのでわかりませんが……？」


    「うんっ、わたしは馬鹿だから薬がよくきくの！」


    　馬鹿関係ないだろそれ!?


    　きいぃ、腹立つけどわたしはベッドのしたから動けないし……覚えてろ、たま。


    「ほら、こんなに元気～♪」


    　両手を挙げてベッドのうえでぴょこぴょこ飛び跳ねるたま。


    　うお、ベッドのしたに震動がきて地味にきつい、地味にやめて！


    「たしかに、不自然なぐらい元気ですね……」


    「うん♪　だからお兄ちゃん、りょこうに行っていい？」


    　よし、ちゃんと言うべきこと覚えてた、偉いよたま。


    　たまは必死に、お兄ちゃんに子供にしかゆるされない純粋な瞳ひとみで訴えた。


    「お願い、お兄ちゃん。ママりん、じゃなくて──わたし、すっごく楽しみにしてたんだよ。わたし、わかるの。だから、願いを叶かなえてあげて……じゃなくて、叶えてください」


    　たま……。


    「わかりました」


    　お兄ちゃんもその素直な想いを受けとめて、優しく頷うなずいてくれた。


    「けれど、無理はしないことです。僕も心配ですので同伴させてもらいますし、これは駄目そうだと思ったらおうちに帰らせますからね」


    「うんっ、ありがとお兄ちゃん」


    　たまは何だかとっても幸せそうだった。


    「えへへ、パパりんは、ママりんにとっても優しいんだ……」


    「はい？　何か言いましたか？」


    　つるぎに連絡をいれておくつもりだろう、携帯電話を取りだしていて、お兄ちゃんは聞いていなかったけれど。


    　たまは気にせずに、お兄ちゃんに抱きついて胸元に頬ほおを寄せて、上目遣いに見あげると。


    「あのねあのね、わたしね──優しいお兄ちゃんが、だぁい好き♪」


    「ぶへあ!?」


    　お兄ちゃんが血を吐いた。


    「どどどどどうしたんですかささみさん!?　急にそんな本心を赤せき裸ら々らに語って僕の魂たましいを撃ち抜くなんて──ははぁん結婚ですね婚こん姻いん届とどけはあとはささみさんが名前を書くだけのものを用意していますから法律だけが僕らの敵ですね!?」


    「けっこん？　うん、ママりん──じゃないや、わたしね、お兄ちゃんとけっこんする♪　だってそれが、わたしのいちばんの幸せだもの、きっと……えへへ」


    「おぉう、いつもならこういう発言をすると決まって僕にボディブロウをねじこむか首を絞めるささみさんがこんな──これは夢？　いいえたとえ夢でもこれが僕のハッピーエンド！　いいえトゥルーエンド！　もう死んでもいい！」


    「しんじゃだめ、それだと、わたしと愛しあえないでしょ？　わたし、もっとお兄ちゃんとラブラブしてほしい、じゃなくて──したいの♪」


    「ひょげらあああ!?」


    　奇声をあげるお兄ちゃんと、ベッドのしたで悶もだえ転がっているわたし。


    ささみさん【こぉぉらぁあぁぁ──たぁぁまぁああ!?　あんた何言ってんのぉおお!?　お兄ちゃんにそんなこと言ったら押し倒されて妊娠させられるよ!?　赤ちゃんできちゃうよ!?】


    tama【赤ちゃんってどうやったらできるの？　ちょっと欲しいなぁ♪】


    ささみさん【欲しがるな!!　洒落しやれにならん!!　もういい、さっさとお兄ちゃんの尻しりを叩たたいて集合時間に間にあうように移動しなさい!!】


    tama【うん！　たま、ウルトラがんばる！】


    「よぉし、お兄ちゃん！　りょこうへレッツゴー♪」


    「当然ですささみさん！　ふたりのハネムーンですね!?　お兄ちゃんに任せなさい!!　たとえ何が立ちはだかろうと今の僕の敵ではありません!!　人と会っては人を斬り、神と会っては神を斬る!!　さぁ参りましょうささみさん、ふたりの愛の物語へ……!!」


    「わーいわーい♪　パパりんったら逞たくましい──たまこういう抱っこ初めて♪」


    　お姫様抱っこされて運ばれていくたまを見送って、わたしはベッドから這はいだすと……。


    「不安だ……」


    　お布団ふとんにくるまって、どっと疲れた溜ため息いきを吐きだした。
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    　集合場所は、早朝の桜こノの花はな咲さく夜や学園である。


    　校門のそばに、やたら豪華な大型バスがとまっている。


    　それを『神の視点』で俯ふ瞰かんしてから──わたしはたまの感覚にピントをあわせ、彼女の見ているものを感知する。


    　お兄ちゃんが猛烈な勢いで漕こぐ自転車。


    　たまはお兄ちゃんの背中に抱きついて、楽しそうに歓声をあげている。


    「どうやら、間にあったようですね──つるぎ先生に頼んですこし出発を遅らせてもらって良かったです。さぁ、しっかり僕にしがみついてるんですよ？」


    「うんっ♪」


    　ぼきい。


    「おげええ!?」


    「ありゃ？　おぉパパりん、へし折れてしまうとは何事じゃ」


    ささみさん【たまーっ!?　あんた幻覚で周りをごまかしてるだけで身体からだはそのまんまなの忘れてるでしょ!?　腕力強いんだから全力で抱きつくな!!】


    tama【どんまい、どんまい!!　次につなげていこう!!】


    ささみさん【意味わかって言ってるそれ!?　繋つなげてどうするの!?　コンボ技で殺すの!?】


    　などと迂う闊かつなハプニングなどもあったが、どうにか置いてきぼりになることもなく、わたしは旅行の出発に立ち会えることになった。


    　お兄ちゃんは自転車を置き場に停めて、わたしの手をひいてバスへと向かう。


    　遅刻したのはわたしだけではないらしく、とくに目立つこともなく、まだバスには乗らずに集まって談笑していたクラスメイトに「おはよう、月つく読よみさん」「今日もあっついね！」「これ、お弁当とお茶だって♪」などと挨あい拶さつされたり、必要なものを手渡されたり。


    　みんな、いいひとだなぁ。


    　わたし、二年左組の一員になれて幸せだよ……。


    　などとベッドのうえでひとり涙ぐんでいるわたしのことは関係なく、たまは「ありがとー♪　えへへ、お兄さん優しいね？」「お、お兄さん……？　同年代の女の子にお兄さんって……なんだこの気持ち、これが恋？　月読さんってこんなに可愛かわいかったっけ……？」「どうしたの、お兄さん？」「ふおお!?」とかやってた。


    「あら……？」


    　みんなの中心になって今回の旅行のしおり（手作りっぽい）をまた「風ふう流りゆうせい風流せい」とばらまいていた蝦え怒ど川がわさんが、髪の毛を揺らし、光の粒を散らして、こちらを見た。


    「あなた──」


    　しかし蝦怒川さんの私服姿は初めて見るけど、おへそ丸出し太ふと股ももむきだしのハリウッド女優とかにしかゆるされない服装をちゃんとキメてて神様、不公平だよ。


    　ともあれ今日もうつくしい蝦怒川さんは、たまを何だか不思議そうに見つめている。


    　も、もしかしてバレてる？　幻術を見破ってる？


    　などと不安に思ったが、お兄ちゃんがたまの背中を押して。


    「ほら、ご挨あい拶さつなさい。蝦怒川さん、今日は楽しい企画に誘ってくれてありがとうって」


    「うんっ、エドガワサン？　ありがとーっ♪」


    　たまは何もわかってない感じに、でも素直に挨あい拶さつした。


    「わたしね、がんばって今日は月つく読よみ鎖さ々さ美みやるから、がんばるからねっ♪」


    　それ言っちゃだめだよ、たま。


    　ズッコケそうになったが、蝦え怒ど川がわさんは「ふぅん」などと興味深そうに吐と息いきをつくと、「くっくっく、むしろ都合がいいかもね」などと魔女のように笑った。


    「なぁに？」


    「ううん、大歓迎よ──全員揃そろったから、バスに乗りましょう！　家畜のようにね！」


    　ぱんぱん、と手を叩たたいてみんなを誘導する蝦怒川さんだった。


    「バスの座席はあたしが決めて、しおりに書きこんだからね！　苦労してつくったんだから、のたうちまわって感謝しなさい！」


    　相変わらず発言が変だけど、みんなのためにがんばってしおりつくったのって偉いよなぁ。


    　みんなも感謝し、賑にぎやかに騒ぎながらバスに乗っていく。


    「えぇっと、どれどれ……僕の席は──」


    　たまの手元のしおりを覗のぞきこんだ、お兄ちゃんだったけれど。


    「あら、月読先生のぶんの座席はないわよ？」


    　蝦怒川さんが当たり前のように言った。


    「え？　でも僕、生徒だけの旅行なんて心配だから同伴するって──つるぎ先生とふたりでって、連絡しておきましたよね？　ささみさんが欠席するようですからそれに付き添おうと思ってましたけど、こうしてきたわけですし……あの」


    「あなたのこと、調べたわ」


    　やや噛かみあっていないようなことを応えて、蝦怒川さんは微ほほ笑えんだ。


    「なるほどね、『蝦夷えみし』でも『土つち蜘ぐ蛛も』でもない、もちろん『荒あら脚絆はばき』でもない。かといって『月読神社』の霊能力者でもない、ちからを奪われた『神隠し』でもない。『外敵』──海外の『神々』でもなければ、いまだ名づけられていない『次世代神』でもない」


    　顔を隠したお兄ちゃんの本質を、見透かすように。


    「思い当たる存在は、ひとつしかない──まさか滅びもせずに、いまだこの世界をさまよっているとはね。悪いけど、あなたのことだけは受けいれられないわ。同じような属性の、淡島さますら持て余してるのに、あなたに手をだしても百害あって一利なしよ」


    　酷こく薄はくに睨にらみつけて、蝦怒川さんは言い放った。


    「何を企んでいるか知らないけれど、あなたの好きにはさせないわよ」


    「？　さっきから蝦怒川さんは何を言ってるんですか？　これが噂うわさの厨ちゆう二に病びよう……！　僕は教師として叱しかるべき？　いいえ、ここは設定に付きあってあげるべきなんでしょうね!?　ふふふ、ばれてしまっては仕方ない……けれど気づいたときにはもう遅い！　僕の計画とかそういうのは最終段階に進行してますよ……？」


    「ぐっ、計画ですって──!?　あたしの掴つかんでない情報だわ、やはり侮あなどれないわね月つく読よみ神かみ臣おみ……！　いいえ『属性なき忘却の神カオス・クレイドル』あるいは『秘められし魔イノセント・デーモン』とでも呼ぼうかしら!?」


    「あ、それが僕の設定ですか？　待ってください、メモしますから……」


    　謎なぞな会話をしているふたり。


    　蝦え怒ど川がわさんはときどき発言がおかしいけど、そのへんはスルーすればいいのに、お兄ちゃんったら律りち儀ぎに付きあうんだから……。


    　呆あきれながら、わたしが眺めていると。


    「とにかく、理解したわ──あんたはやっぱり相あい容いれない存在なのよ。パパも言ってたわ、『理解できないものは手のひらに載せるな』ってね。とことん無視して、拒絶して、あたしの英雄譚たんから除外してあげる──くっくっく！」


    　唾つばを吐くように告げると、蝦怒川さんはさっさとバスに乗りこんでしまった。


    　そしてお兄ちゃんの目の前で扉を閉め、運転手に車を出発させる。


    「え!?　待ってください、僕まだ乗ってませんよ～!?」


    「言ったでしょ、あんたの座席はないの。このバスにも世界にもね。自転車があるんでしょ？　がんばって追いかけてくればぁ？」


    　べーっ、と舌をだして、蝦怒川さんは無む慈じ悲ひに言ってのけた。


    「あぁん、ささみさ～ん！　運命に引き裂さかれた愛!!」


    　何やら騒ぎながら飛び跳ねているお兄ちゃん。


    　酷ひどい扱いはお兄ちゃんらしいけど、お兄ちゃん蝦怒川さんに何かしたんだろうか……？


    　さすがに文句をつけようかと蝦怒川さんを見たら、何だかひどく恐ろしい顔をしていたので、空気読んでわたしは何も言えなかった……。
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    「なんか月読の悲鳴が聞こえた気がすんだけど……」


    　バスの車内である。


    　いちばん後ろの座席にちょこんと腰かけ、膝ひざの上に置いたノートパソコンをいじっていたつるぎが、イヤホンをとって顔をあげた。


    　相変わらずちびっこい、教師とは思えぬ子供っぽさである。


    　外したイヤホンから『あぁん♥あぁぁん♥♥あぁぁああんっ♥♥♥』と未成年に聞かせちゃいけない系の音声が垂れ流しになってるし、エロゲに没頭していたらしい。


    　服装はいつもどおりのジャージに白衣で、せっかくのバカンスなのに色気がない。


    　彼女は「あっ、つるぎ姉ねえだ！」と手をふって近づいていくたまに気づいて、「んお、おまえ何やってんだよたま」と嫌いやそうな顔をする。


    「あれ？　鎖さ々さ美みの幻覚をまとって──あぁ、ふぅん、なるほど」


    　幼く見えて経験豊富な『神々』だ、つるぎはすぐわたしの意図を悟ったのか。


    「いししししっ、楽しそうなことしてんじゃねーかよ。お姉ちゃんもまぜろよ。よしよし、たま──じゃねーや、鎖々美もこっちこいよ？　かがみもここで寝てるし」


    「うんっ♪」


    　つるぎの横にイモムシみたいなものが転がっているが、寝袋をまとったかがみらしい。


    　ジッパーをわずかにおろして顔をだし、かがみは眠そうにしながら「ふにゃあ、たまですか……じゃあいいや」とまた顔を隠した。


    ささみさん【おはよう、つるぎ。この文字、見える？】


    「ん？　おー、交神──簡易な、仮想の神社の形成か。手間かかることしてやがんな」


    　つるぎがたまに自分の横の座席を譲ってあげながら（蝦え怒ど川がわさんが決めた座席の配置を無視してるけど、まぁいい）、かるくウインクして念を飛ばした。


    【『つるぎちゃん』が交神結界チヤツトルームに入室しました】


    つるぎちゃん【これでいーのか、鎖々美？】


    ささみさん【だいじょぶ。ログインしてる人数が多いと文字の表示とか遅くなるっぽいけど】


    つるぎちゃん【ほんじゃ、あたしがこっちから補佐して通信速度あげるわ。あたしネトゲとかのロード時間長いと苛いら々いらするタイプだから】


    ささみさん【そういや『八や岐またの大蛇おろちＳＮＳ』も、つるぎと一緒にやったときはやたら軽かったなぁ……。いいよね、『神格』の高いひとはそういうのできるから】


    つるぎちゃん【ほんとはあんま便利に使っちゃいけねーんだけどな、『改変』とか。ってか、『八岐大蛇ＳＮＳ』はその後どうなってんの？　もうサーバー復旧した？　けっこー楽しかったからまたやりたいんだけど】


    ささみさん【復旧はだいたい終わっていまテスト中っぽいね、機能は八割がた回復したかな？　ついでに大規模なアップロードしてるみたい──ただ親会社が海外資本に買収されちゃって、ちょっと面倒なことになってるんだよ】


    つるぎちゃん【ふぅん、あれ親会社は弱小のちっちゃいところって話だったからなぁ──まぁいいや、それよりも鎖々美。おもしれーこと考えたじゃねーか、てっきり涙で枕まくらを濡ぬらしてるもんだと思ってたよ。……枕以外の場所も濡らしてもいいんだぞ？】


    ささみさん【どうしてあんたはいちいちセクハラすんの？　……でもちょっと意外だな、叱しかられるかと思ったし。たまを巻きこんで、こんな裏技使ってさ】


    つるぎちゃん【いいよ別に。気持ちはわかるし、悪いことしてるわけじゃねーんだ。本人はちゃんと家で療養してんだろ？　何も叱るところねーじゃん、ちがうか？　むしろ、その応用力を褒ほめてやりたいぐらいだよ】


    ささみさん【ありがとう……。でも、迷惑かなって、心配かけるだけかなって】


    つるぎちゃん【心配かけてもいいよ。おまえは、あたしの家族みたいなもんだからさ】


    　そういえば、わたしの実家──『月つく読よみ神社』の祖となった天てん孫そん降こう臨りんのニニギノミコトは、『最高神アマテラス』の直系である。


    　つるぎは、わたしの遠い祖先ともいえる。


    つるぎちゃん【たまだけ置いてくのも可か哀わい想そうかなって思ってたしさ、一石二鳥じゃん。だけど気をつけろよ、おまえの身体からだは無防備になってる。あたしらがそばにいねーからな、その隙すきを狙ねらった『悪神』に襲おそわれるかもしんねーぞ】


    ささみさん【いちおう気をつけてるし、だいじょうぶだよ。それに、『最高神のちから』を持たないわたしが今さら狙われるかな？】


    つるぎちゃん【警戒はしとけって話だよ、今のおまえは巨大なちからを失ったばかりの霊的空白地帯、歩く怪奇スポットみたいなもんなんだよ。どうでもいい低級な『神々』にとっちゃ目立つ存在だ、……『神隠し』でもされたら困るだろ？】


    　霊力の強い人間は、それを『神々』に狙われ、誘ゆう拐かいされることがある。


    　これを『神隠し』と呼び、誘拐された人間は『霊れい力りよく』を、酷ひどいときは人格や記憶、はたまた命まで奪わてしまうのだ。


    ささみさん【だいじょうぶだってー、……わたしは世界でいちばん安全な場所にいるから】


    つるぎちゃん【………？】


    【『かがみん』が交神結界チヤツトルームに入室しました】


    かがみん【間違えて『かがみん』にしてしまいました……『ん』はいりませんね、ふにゃあ】


    　かがみが寝袋から顔をだして、眠たそうに目元を擦こすっていた。


    かがみん【なるほど、鎖さ々さ美みさんも文字だけですが、今回の旅行に参加できるわけですね】


    つるぎちゃん【良かったなぁ、かがみ。おい聞けよ鎖々美、こいつ鎖々美が風か邪ぜひいてこれないって聞いたら拗すねちまってさー、ずっと寝袋に閉じこもって寂しがってたんだぞ～？】


    かがみん【拗ねてなどいないのです！　寂しがってなど！　眠かっただけなのです!!】


    　寝袋から完全にでて、膝ひざのうえで折りたたみ、珍しく紅潮して怒るかがみ。


    　その横に腰かけたたまが、にっこり笑った。


    「おはよう、かがみ姉ねえ」


    「あなたも付きあいがよいですね──でも『かがみ姉』じゃなくて『かがみ』でしょう？」


    「あ、そっか。えへへ、何だか変な感じ……ねぇ、かがみ？」


    「姉を呼び捨てにするとは何事ですか!?」


    「どうすればいいの!?」


    「あ、そうだ、たま──その顔でこの文章を読みあげてくれよ」


    「ほえ？　つるぎ姉ってゲーム好きだよね、えっと……」


    ささみさん【やめてたまそれエロゲだから!?　わたしの顔でエロゲ朗読はやめて!!】


    「『あぁん、らめえぇぇ、お兄ちゃぁあん、らいしゅきぃい♥♥』……これ何て読むの？」


    「『膣内射精』と書いて『なかだし』だよ～お勉強になるな～」


    ささみさん【小学生に変な漢字の読みかたを教えるな!!】


    　などと、わたしも遠くにいながらにして、旅行の雰囲気を楽しんでいると。


    　不意に──つるぎが眉まゆをひそめ、窓の外を見た。


    　バスはすでに動きだしており、蝦え怒ど川がわさんが最前列で何やらカラオケを熱唱していた。


    　すごい盛りあがっているが、それはともかく……。


    　つるぎとかがみが目配せをして、小声で囁ささやきあう。


    「感じたか、かがみ？」


    「はい。──切り替わりましたね」


    　え？


    「どうやらこの大型バスは、いつのまにか『異界』に突入していたようです」


    　かがみの言葉に、わたしは戦せん慄りつする。


    『異界』。


    　それは『最高神アマテラス』の管轄が及ばない、いわば他の『神々』の独立地帯。


    　有名なところでは妖よう怪かいたちの理想郷である遠とお野の。『神々』の会議場である出雲いずも。旧ふるき『神々』が支配する蝦え夷ぞ地ち。御お伽とぎ噺ばなしに語られる竜りゆう宮ぐう城じようや、山中の迷まよヒひ処が。『神隠し』されたものが辿たどりつく妖よう精せい郷きよう。そして神しん仙せんの創造する小規模な異世界──壺こ中ちゆう天てん地ち。


    　そこでは『最高神アマテラス』の威光が通じにくく、独自の文化、法則が支配しており──迂う闊かつに踏みこめばそのまま『異界』に呑のまれ、囚とらわれて帰ってこれなくなる。


    　いわば自国内の、例外的な独立地。


    「偶然バスが『異界』に踏みこんじまったのか、それとも誰かがあたしらを招いたのか──よくわかんねーけど、いちおう警戒だけはしといたほうがよさそうだな」


    　つるぎが不敵に微ほほ笑えみ、腕組みをして言い放った。


    「楽しい旅行になりそうだぜ……いししししっ♪」

  



  
     第四話／竜りゅう宮ぐう城じょうにて


    



    「ふあ……」


    　そのあたりまで眺めたら、もう限界で、わたしは大おお欠伸あくび。


    　眠たい……。


    　誰もいない自宅。


    　ベッドのうえでクッションに背中を埋うずめて、たまの視点で懇親会を見ていたわたし。


    　眠い……さっきお兄ちゃんに飲ませてもらったお薬が効いてきたみたい。


    　体調も万全じゃないんだし、休まなくちゃ……。


    　ちいさな冷蔵庫のなかから、自分で冷えピタをとりだしておでこに貼はりつける。


    　熱のせいで寝ね間ま着きが汗でぐっちょりして、着替えたかったけれど、もう限界だった。


    「寝ちゃおう──もったいないけど」


    　身体からだ中じゆうの細胞が「もう休ませてご主人様♪　でないと訴えるよ？」と叫んでる気がしたので、わたしはまた欠伸をすると、リモコンで電気を消してお布団ふとんに潜りこむ。


    　蝦え怒ど川がわさんがつくったしおりによると、この後はしばらく──退屈というか、見ててもしょうがない行動になるはずだし、今のうちに睡眠をとっておかなくちゃ。


    「おやすみ、お兄ちゃん」


    　いつもの癖くせでつぶやいてから、お兄ちゃんがいないひとりぼっちの家の寂しさを、噛かみしめる。
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    【『ささみさん』が交神結界チヤツトルームから退室しました】


    　揺れる車内でかがみと向きあい、なぜかマグネットタイプの将棋をやらされて『む～？　ルールがわかんないよ～？』と首をひねっていた三女たま（見た目はわたし）が、いきなり王将で自分の桂馬を討ち取ったりしつつ（暴君だ）、小首を傾かしげた。


    「おや～？」


    「どうした、たま」


    　たまの背中に寄りかかってクッションにしつつ、泣きゲーをやって涙ぐんでいたつるぎが「ぐすん」しながら問うた。


    「何か異変でも感知したのか？　おまえは正直あたしらのなかでいちばん『神格』が高い──『怪異』を認識する精度はいちばんだ。何か気づいたことがあるなら……」


    「ん～ん、でもママりんがね～？」


    「あっれ？」


    　どうも先ほど『異界』とやらに突入してからピリピリしていたつるぎが、目を丸くして。


    「おかしいな、圏外かな──『異界』だしなぁ」


    　バスの後部座席で立ちあがり、たまの顔を自分のほうに向けて額ひたいをあわせる。


    「ほわわわわ……？」


    「動くな、霊れい脈みやくを辿たどってる」


    　うぶなたまが真っ赤になるなか、つるぎは「あぁ」と納得する。


    「なぁんだ、寝ただけだよ。寝落ちだよ。まだ昼前だっつうのに──でもまぁ、仕方ないか。体調悪いんだもんな。脳波も安定してるっぽいし、眠らせておいてやろうぜ」


    　ほっと胸を撫なでおろして。


    「何かあったのかと思ったじゃねーか──いざとなりゃ瞬間移動してあいつのそばに顕けん在ざい化かしなきゃだけど、あれ疲れるんだよなー」


    「もう姉ねえさんもおばさんですからね」


    　自分も眠そうに、かがみがうつらうつら。


    「でも、何だかんだで心配性ですよね。ほんと、孫を心配するおばあちゃんみたい」


    「うるせーよ。おまえもすぐに歳としとるよ、笑ってられるのは今のうちだよ。ま、こないだあいつの母親に襲おそわれたとき、あたしら助けに行くのが遅れちまったからな……。それに、今の鎖さ々さ美みはいちばん危険な時期だ」


    「ま、ママりん危ないの？　死んじゃったの……？」


    　きゅっと身を強こわばらせて、勝手にひとを殺すな、たま。


    「今のあいつは『最高神のちから』を失ってるけど、またそれを取り戻す予定だろ？　いわば強きよう靱じんな防壁を取っ払われた、けれどいつか金銀財宝が運びこまれるかもしれない、丸裸の城だ」


    　つるぎが端的に述べた。


    「あたしが『悪神』なら鎖々美を狙ねらって乗っ取って、あるいはこないだの『天てん秤びんで遊ぶ玉たま藻もの前まえ』みたいにあいつの身体からだの奥にひそんで、いつかあいつが主人公に戻るのを待つね。『神々』は貪どん欲よくだし本能に忠実だ、あんな魅力的な餌えさがあるなら群がらずにはいられない」


    「そうですね、学校でもどこでも、近ごろはむしろ異変が増加している傾向にあります」


    　かがみが嘆息した。


    「『最高神のちから』を保持しているうちは、鎖々美さんは多くの『神々』にとって高たか嶺ねの花。けれど、今の彼女は身近なところまで零れい落らくしています。心配ですね、やっぱりわたしだけでも彼女のところに残ったほうがよかったのではないでしょうか……」


    「ま、そのためにたまを派遣したのもあったんだけど。あんまり心配すんなって、あたしら『神々』は創る壊すは専門だけど、護まもる攻めるは人間どもの専売特許」


    　その違いは、わたしには区別しにくいけれど。


    「きっと、あいつの母親がきちんと守護してるさ──どうしても心配ならちょくちょく瞬間移動で見に行って、看病するふりをして良い雰囲気になったら押し倒して『見せられないよ！』でもいいけど」


    「な、な、何を馬鹿なことを」


    「えへへ……♪」


    　姉ふたりに挟まれて、たまが幸せそうに微ほほ笑えんだ。


    「かがみ姉ねえもつるぎ姉も、ママりんのことすっごく大事にしてるんだ……。あったかい気持ちが、たまにも染みこんでくるの。ママりんに、きっと届けるお」


    「いいけど、おまえ──『姉』って呼ぶなって、勘のいいやつだったら怪あやしむぞ？」


    「でもぉ、かがみ姉が呼び捨てにはするなって……」


    「だったら……」


    　つるぎが邪悪な笑みを浮かべて、たまの耳に何やら囁ささやいている。


    　たまは「ふんふん」と頷うなずくと、天使みたいな笑顔を浮かべ、かがみに向き直って。


    「えへへ──お・ね・え・さ・ま♥♥♥」


    「びくん」


    　びくんってして、かがみが未知の快感に抗あらがうように震えた。


    「ななな何ですか、た……じゃなくて、鎖さ々さ美みさん。その呼びかたは」


    「えー？　つるぎお姉様が、『これなら同性の友人に対しての呼び方としても不自然じゃない。むしろご馳ち走そう様さまでした！』って、あの、変だった──お姉様？　わたし、悪い子なのかな、お姉様？　また間違ったのぉ、お姉様ぁあ……♪」


    「や、やめっ、何か、ちから──抜けちゃううう」


    　擦すり寄ってくるたまに、がくがく震えてかがみが好反応。


    　ぎゅっとたまを抱きよせると、かがみは「仕方ないですね！」というふうに。


    「もうっ、面倒ですから妥協してあげるのです。しばらくはその、お、お、お姉様という呼びかたで勘弁してあげるのです。まったく、今だけですからね」


    「えへへ、ありがと──お姉様、だぁい好き♪」


    「ふにゃぁ……」


    　悶もだえているかがみと幸せそうなたまを見て──。


    　こういう旅行の定番、トランプ遊びなんかしてるクラスメイトたちが。


    「お、おい、ついに『お姉様』とか言いはじめたぞあのふたり……！」「百ゆ合りね！　ネコとタテね！　お姉様と子猫ちゃんねーっ！」「さよなら、俺の初恋！」「さらにステップアップして、もう僕たちには手の届かない領域に行ってしまったんだね……」「でも、俺たち偏見なんか抱かないから、応援してるから！」「クラスメイト全員、ふたりの恋が実るのをやや距離を置いて見守るから！」


    　などと騒いでいた。


    　そんなふうに、賑にぎやかにバスは進んでいたのだけれど──。


    　不意に、異変。


    「あなたたちって──ほんとうに、話題の中心ですのね」


    　三姉妹が占領しているバスの後部座席。


    　そのつるぎの横に空いていたスペースに、いつのまにか、ひとりの女性が腰かけている。


    　艶つやっぽさもある、野生動物みたいにスタイリッシュな肢し体たい。


    　身にまとうのは狐きつね色いろをしたスーツだけれど、胸元をおおきくはだけている。


    　やけに尖とがった爪つめにはネイルアート。


    　髪の毛を九つにわけて結ゆわえていて、それが尻しつ尾ぽみたいだ。


    「えっと──」


    　唐とう突とつに出現したとしか思えない美女に、微ほほ笑えましそうにかがみとたまのキャッキャ☆ウフフを写メっていたつるぎが、ぎょっとする。


    　それから頬ほおを掻かいて、小首を傾かしげた。


    「ごめん、誰だっけ？　年齢からいって、教師だと思うけど──覚えてないや」


    「ひどぉい」


    　見た目は艶えん然ぜんとした美女なのに、子供っぽく頬を膨ふくらませて、彼女は。


    「桜こノの花はな咲さく夜や学園、二学年主任──えっと、狐きつね火び妖よう子こ、ですの」


    　なぜか恥ずかしそうに名乗った。


    　まるで誰かに変な渾あだ名なをつけられて、無理にそれを名乗らされてるみたいだった。


    「キツネビヨーコ……変な名前だな」


    「あなたに言われたくなくってよ、邪や神がみ先生」


    　唇くちびるを尖らせる妖子先生に、つるぎは腕組みをした。


    「でも、どっかで見たことあるような──ごめんごめん、あたしひとの名前とか覚えんの苦手でさ、主任ってことはあたしの上司になんのか？」


    「良いんですのよ、気にしませんわ」


    　妖子先生はやっぱり窓の外を見たまま、声をあげて笑った。


    　揺れる髪の毛が、ほんとに尻尾みたいだ。


    「この旅行で、せいぜい仲良くなりましょう──お見知りおきを、ですわ。えぇ、できれば末永くお付きあいをしましょう、邪神先生……けけけけけ」


    　もちろん、熟睡していたわたしは、このへんのやりとりを聞いていないのだ。


    　この直後に交わされた、秘密のチャットの内容もね↓
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    　悪徳オカルト結社『アラハバキ』専門の交神結界チヤツトルームでの会話である。


    キツネちゃん【これで宜よろしいですの、『おじょうさま』？】


    ジョー【ご苦労さま。抜ぬけ殻がらとはいえ『最高神』だった存在の目を欺あざむくだなんて、相変わらずスパイも真っ青の手て管くだね、感心するわ】


    キツネちゃん【化ばけるのは妖よう狐この十お八は番こですもの、この程度はね。けど、あたくしこのひとに酷ひどい目にあわされたから、怖くてそっち見られない……正体見破られたら今度こそ骨まで焼き尽くされて『神霊』の欠片かけらも残りませんわぁガクガクブルブル】


    ジョー【『九きゆう尾びの狐きつねの照り焼き定食』にされたくなかったら、せいぜい上手に化けるのね】


    キツネちゃん【何であたくしばっかりこんな……『アラハバキ』の人材難は深刻ですわぁ、あぁもう、慣れない大人の肉体だから身体からだ中じゆうがむずむずする──尻しつ尾ぽもでちゃいそううう、やぁぁん、尻尾でちゃううううう】


    ジョー【うっさいわね、我が慢まんしなさい】


    キツネちゃん【でもでも、せめて生徒に化けたかったですわ。この肉体の年齢、まだ小学校低学年ぐらいですし、大人のふりをするのはちょっと無茶ですわ】


    ジョー【あんた実際は一万年以上生きてんでしょうが……ま、精神年齢は宿った肉体に左右されるしね。精神は肉体の奴ど隷れい……】


    キツネちゃん【新しく大人の身体の霊的ロボットをつくる予算もありませんしね、『殺せつ生しよう石せきゴーレム』二号機をつくったらあたくしのお給料はすっからかん！】


    ジョー【最初は鎖さ々さ美みさんに化けてもらおうと思ったのだけど。三女たまが鎖々美さんの姿で現れたのだもの、まさか鎖々美さんが二人いる！　って状況にするわけにもいかないでしょ？】


    キツネちゃん【ま、そうですけど】


    ジョー【咄嗟とつさに用意できる立ち位置が『邪や神がみつるぎのよく顔を覚えていない、同僚の教師』しか思いつかなかったのよ。やや強引だったからいつか気づかれるかもしれないけど、それまでにすべて終わらせるわ】


    キツネちゃん【そもそも、あたくし何をすればいいんですの？　相手がこちらの正体を見抜いてないうちに、背後からばっさりやっちゃいますの？】


    ジョー【あんたの実力じゃ返り討ちよ。それより、至近距離から幻術をかけつづけて、この『異界』の真実に邪神つるぎたちが気づかないようにして。すでに『異界』に突入したことは感知されてるっぽいけど、まだあたしたちの陰謀の尻尾すら掴つかんでないはず】


    キツネちゃん【荒事にならないなら、そっちのほうが良いのですけど】


    ジョー【ええ、不用意に危険を冒おかすのはやめなさい。『アラハバキ』の面子めんつはすっかり減ってしまった──あなたまで失ったら、あたしは寂しいわ】


    キツネちゃん【……勿もつ体たいないお言葉ですわ】


    　この寂しがり屋の少女に寄り添って、家族のように暮らせたらと、玉たま藻もの前まえは思うけれど。


    　所詮、自分たちの関係は上司と部下、あるいは支配者と奴ど隷れい。


    　それに、情雨じようがその目的を果たせば、彼女は今よりもっと孤独になってしまう。


    キツネちゃん【あの、おじょうさま】


    ジョー【なぁに、疑問点でもあるの？】


    　素っ気ない言葉に、玉藻前はきゅっと下した唇くちびるを噛かみしめて。


    　ほんとうは、「こんな馬鹿なことはもうやめて、どこか遠くで、ふつうの人間みたいに暮らしましょう」と言うべきだった。


    　だけど、『アラハバキ』に取りこまれ、支配下に置かれた玉藻前にはゆるされない。


    　彼女との些さ細さいな会話、ともに眠ったときの温かみ……。


    　一万年の孤独を抱かかえて生きてきた化ばけ狐ぎつねが──初めて見つけた、安住の場所。


    　仲間であり、友達であり、家族である──『アラハバキ』。


    　けれど、所詮ペットごときが、ご主人様の人生を変えられはしない。


    キツネちゃん【この懇親会、たっぷり楽しみましょうね】


    　きっと情雨がお友達とすごす、最初で最後のこの旅行が──。


    　せめて幸せな思い出となることを、心から願った。
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    　バスはやがて東北のおおきな町に辿たどりつき、そこからはフェリーで数時間。


    　やがて辿りついた島からさらにバスに揺られて、ようやく目的地に到着した。


    　遠かった。


    　都内から東北へ──ほぼ半日の道程であった。


    「見なさい！　そしてひれ伏すのよ！」


    　大自然のなかで、長旅の間ずっと熱唱していたとは思えないほど元気な蝦え怒ど川がわさんが、ふわりとバスから飛びおりて『桜こノの花はな咲さく夜や学園ご一行様である控えおろう控えおろう』と書かれた旗を振りまわしている。


    「ここが、あたしたちが二泊三日をすごす──九く頭ず竜りゆう神社なのよ！」


    　広大な山の只ただ中なかである。


    　季節は夏も盛り。


    　旺おう盛せいな生命力で世界を埋め尽くした樹木が、雑草が、地面を埋め尽くしている。


    　日暮れで、世界は黄たそ昏がれ色いろ。


    　やや標高の高い位置にある神社なので空気は澄み、ほどよく冷めていて、潮風が心地よい。


    　東北地方。青あお森もり県。つがる市の西──陸地からやや離れた海のなか。


    　ちいさな日本列島みたいな、縦に細長い島である。


    　その島の真ん中あたり、日本列島でいえばちょうど東京らへんに、目的地の神社はあった。


    　九く頭ず竜りゆう神社なんて厳いかめしい名前のわりに、けっこう大事にされている神域らしくて、やや離れた位置にある神社の本殿はきれい。


    　見晴らしもよくて、落下防止の手すりから身を乗りだし、生徒たちが見つめる先にはそこそこ発展した町が広がっている。


    　コンビニとかはありそうだ、やや遠いから行き来がたいへんだけど。


    　正面には生徒たちが泊まることになる、古さとボロさを趣おもむきと言いはるタイプの旅館がでんと鎮座しており、素朴な木の香りがする。


    　蝦え怒ど川がわさんがてきぱきとみんなの荷物を収納スペースから引きずりだし「これは＊＊のぶん！　これは＊＊のぶん！」と親の仇かたきでも倒すみたいな勢いで投げつけている。


    　バスに揺られすぎてぐったりしているつるぎと、眠そうなかがみの横で、たまが上下にぴょこんぴょこん跳ねてあっちの茂みをごそごそ、錆さびだらけの空き缶とか拾ってにこにこ、超元気。


    「空気、おいっし～☆☆」


    　深呼吸して、たまが両手を万歳！


    「やっほーっ！」


    　山の向こうに響けとばかりに、山やま彦びこさんにご挨あい拶さつ。


    　実際に山の神様が聞いていたのか「うるせーっ！」と声が返ってくるのがご愛あい敬きよう。


    　なお、わたしはまだ寝てるんで、このあたりは伝聞からの想像なんだけどね。


    　眠そうに目をしょぼしょぼさせて、かがみが折りたたんだ寝袋だけを片手にぼやいた。


    「ふにゃあ。しかしまぁ、思ったよりも移動に時間がかかったのです」


    「こんな遠くにまでこなきゃいいだろうにな──でもまぁ、いいじゃねーか。タダ飯めし食わせてくれるっていうんだし、おまえもあんまり遠出したことなくて新鮮だろ？」


    　つるぎが周囲をきょろきょろしながら、怪け訝げんそうに。


    「『異界』ではあるようだけど、見たところおかしなところはねーな──んー、何だろ。さっきからどうも感覚が鈍いというか、化ばかされてるみてーだな」


    　不審そうなつるぎの横で、かがみは寝ね癖ぐせを「ぐしぐし」直しながら。


    「そういえば、行きのバスのなかでも思いましたけど──あちこち倒壊してる建物とか、焼け焦こげてる樹木とか目立ちませんか？」


    　かがみが指さしたほう、とくに海辺──島の外縁をなぞるように、あちこちで雷かみなりに打たれたように破壊された構造物がちらほら。


    　バスのなかでは、蝦怒川さんが「磁場の関係か落雷が多くて」とか言ってた。


    「ま、気は抜かないほうがいいな」


    　ゲーム機本体とかがはみだしてる荷物を受け取り、がんばって背負うつるぎだった。


    「はい、注目！」


    　ざわめく生徒たちの真ん中で、蝦え怒ど川がわさんが手を打ち鳴らした。


    「お喋しやべりしてないで、荷物を各自の私室に運びなさい！　奴ど隷れいのようにね！　部屋割りはしおりに書いてあるし、鍵は部屋の扉に挿さしてあるわよ！　まずは荷物を置いて、一階にある談話室に集合よ！　てきぱき動かない豚はあたしの軍団に必要ない！」


    「荷物を置いたらどうすんだ、さっそく海か!?　泳ぐのか!?」


    　手を挙げて、いちばん年長のはずなのに、子供っぽくつるぎが騒いだ。


    　蝦怒川さんはにっこり微ほほ笑えんで、「えぇ、当然──」と優しい声音で。


    



    「荷物を置いたら、まずは旅館の掃除をするに決まってるじゃない」


    



    「げえええ！」


    　すごい嫌いやそうなつるぎに、蝦怒川さんは澄まし顔。


    「しおりにも書いたでしょ？　これから晩ご飯までは掃除！　これは覆くつがえりません！　この旅館、ふだんは営業してないから床も壁もどこもかしこも汚れっぱなしなの！　それに、無料で泊めてあげるんだから、この程度のご奉仕はなさい？　あ、温泉も泥だらけだから、ちゃんと綺き麗れいにしないと入れないわよ？」


    　ぐっと拳こぶしを握りしめ、高々と突きあげて。


    「おまえらーっ、温泉に入りたいかーっ！」


    　うおおおお！


    「幸さち薄うすいおまえらの青春に、幸せな思い出を刻みたいかーっ！」


    　うおおおお！


    「ニューヨークに──じゃないや、海に行きたいかーっ！」


    　うおおお！　うおおお！　うおおお！


    「だったらまずは掃除よ！　箒ほうきは我われらの剣！　洗剤は我らの銃！　さぁ武器を持て！　幸せな明日を掴つかみとるのよ！　おまえらをおはようからお休みの間まで他人を殺さつ戮りくできる凶悪なマシーンにつくりかえてやる！　あたしに話しかけるときは言葉の最初と最後にサーをつけろ！　やるか死ぬかだドウー・オア・ダイ！　闘魂ガンホー！　闘魂ガンホー！　闘魂ガンホー！」


    　ガンホー！　ガンホー！　ガンホー！　ガンホー！　ガンホー！


    　唱和する生徒たちを眺ながめて、つるぎが「え……何これ……？」とちょっと引いてた。

  


  [image: ]



  
     第五話／僕の視点②安産と子守りの神・淡あわ島しまさま


    



    　九く頭ず竜りゆう神社の大掃除はつつがなく終了し、やや遅めの晩ご飯。


    　広いお座敷に長机が並べられ、めいめい座布団に腰かけた桜こノの花はな咲さく夜や学園二年左組の生徒たちは、並べられた料理に今にも飛びつきそうだ。


    　長らく誰にも使われていなかったため、やや毛け羽ばだった畳みや破れかけの掛け軸なんかが廃はい墟きよじみているが、「雰囲気があっていいよね」とか何とか。


    　障しよう子じは開け放たれ、大自然と、やや遠くには煌きらめく町の灯あかりが見える。


    　虫の鳴き声が響くなか──。


    「神前に、礼！」


    　上座で堂々と仁王立ちし、神棚に向かって手をあわせて、蝦え怒ど川がわ情雨じようが宣言した。


    「お互いに、礼！」


    　くるりと振りかえって、着席し、豊富な山と海の幸が溢あふれた料理に向き直って。


    　深々とお辞じ儀ぎ。


    「見あって見あって──」


    　片手を緩やかにあげると。


    「はっけよぉい……のこったぁ！」


    　振りおろした！


    「「「「「いただきまぁす!!」」」」」」


    　唱和し、生徒たちが我われ先さきにと小皿に料理を盛りつけ、口に放りこみ噛かみしめていく。


    　長旅とその後の大掃除でみんな疲れ果てており、空腹も限界だったのである。


    　それにしても、なんで食事の合図がお相撲さん風……？


    　僕は蝦怒川情雨の内側で素朴な疑問を抱きつつも、様子見を決めこんでいる。


    　情雨はそんな『僕の視点』に気づいているのかいないのか、他の生徒たちの動向に注目しながら、ときおり声を張りあげている。


    「さぁ勝手に取って勝手に食べて勝手に太って後悔するのよ愚ぐ民みんども！　セルフサービスという名の自由がここにはある！　けれど忘れちゃだめよ、あんたらの自由を保証してやった女神はこの蝦怒川情雨！　崇あがめなさい！　信仰を捧げなさい！　自由の女神Marianneとお呼びなさい！」


    「あ、情雨ちゃんもこっちで食べない？　そこに独りだと寂しいでしょ？」


    　女の子のグループが手招きしてくるので、情雨はやや戸惑いつつも、「え？　あ、うん……」などと言いながらいそいそ移動。


    　抱きつかれたりいっしょに写メったりして、可愛かわいいものだ。


    　世間知らずの情雨じようはたまに危あやうい発言をしているけれど、無意識的に周りを『改変』しているのか、『ちょっと発言が変だな』『厨ちゆう二に病びようっぽいなぁ』とか思われてる程度だろう。


    　ま、最後の蜜月だ──せいぜい、楽しめばいいよ。


    　それよりも。


    　僕は暇ひまなので情雨の体内で、周囲に気を配っておく。


    　視線を感じた。


    　情雨の腰かけた位置の真正面。


    　幻覚で身体からだをコーティングした月つく読よみ鎖さ々さ美み（おそらく中のひとは邪や神がみたま？）と、彼女を挟むようにして僕から見て右側に長女つるぎ、左側に次女かがみがそれぞれ座っている。


    　つるぎは食事に夢中のようだが、かがみはあまり食べ物には口をつけずに──じっと、情雨のことを観察している。


    　その冷ややかな視線が、情雨の内側にいる僕まで射抜いたようで、寒気がした。


    「どした、かがみ？　あんま食べてねーけど、どうせ無タ料ダなんだからガツガツいけよ」


    　つるぎの言葉に、かがみはわずかに首をふって。


    「あのひと、気になるのです」


    　情雨に視線を固定したまま、小声でつぶやいた。


    　つるぎが嬉うれしそうに。


    「お？　浮気か？　気になるって、恋の予感か？　いししししっ──いいぞ、鎖々美が寝てるうちにどんどん浮気しちゃえ！　あたし近ごろＮＴＲ寝取られモノの良さもわかってきたし、ぜんぜん興奮できるよ！」


    「意味のわからないことを……だいたい、わたしは鎖々美さんのお友達に『なってあげてる』だけで、浮気も何も、わたしが誰を見ようが恋人になろうが、鎖々美さんには関係ありませんし──」


    【『ささみさん』が交神結界チヤツトルームに入室しました】


    　三姉妹の視線が、三女たまの正面あたりに浮かんだ文字に移動する。


    ささみさん【ふぁあ──おはよー……わ、けっこう寝ちゃったなぁ】


    つるぎちゃん【おー、起きたか鎖々美！　かがみがさぁ～ひでーんだぜ、こいつさー】


    「あ！　ね、姉ねえさん！　今のはちがっ……だめーっ」


    　思わず声をだしてしまって部屋じゅうの注目を集めながら、かがみが正面に並んだ料理やオレンジジュースの瓶びんを蹴け散ちらしながらつるぎに掴つかみかかる。


    　真ん中にいた三女たまが迷惑そうに「んもーっ、お食事中は暴れちゃだめって、かがみ姉いつもたまに言ってるくせにー……っ」とか小声でぼやいていた。


    　つるぎの口を塞ふさいで（交神結界チヤツトルームは『改変』で文字のやりとりしてるので意味ないわけだが）ふうふう息を荒あららげるかがみ。


    　そんなドタバタを三女たまの感覚で認識しているのか、鎖さ々さ美みさんは楽しそうにぼやいた。


    ささみさん【ずいぶん賑にぎやかだねえ】


    つるぎちゃん【おう。おまえは体調どうだ？　部屋でひとりだと寂しいだろー？】


    ささみさん【体調はあんまり……余計な霊能力を使ってるせいかな、風か邪ぜは治りそうにないよ。それに、わたしゲームとかでも後ろから見てるだけで楽しめるひとだから、面白いよ？】


    つるぎちゃん【あー、いるよな。ゲーセンとかに遊びに行っても金を払わずにずっとひとのプレイを後ろから見てるやつ】


    かがみん【それよりも……】


    　かがみが小皿に料理などを盛りつけて、たま＝見た目は鎖々美さんに手渡した。


    かがみん【はい、どうぞ。鎖々美さんも味覚などはたまと共有しているのでしょう？　召しあがってください──何か食べたいものがあったら取りますので、お気軽に】


    ささみさん【ありがと。えへへ、今日のかがみは優しいなぁ】


    かがみん【わたしはいつでもマジ天使なのですよ】


    tama【あのねー、えっとねー、かがみ姉ねえはおうちでもお皿に料理とってくれたり、蟹かにの殻からをむきむきしてくれたり、口元を拭ぬぐってくれたり、お食事中は優しいお♪】


    かがみん【あんたらお行儀悪すぎですからね、見てられんのですよ】


    　などと和わ気き藹あい々あいとするなか、


    『天てん秤びんで遊ぶ玉たま藻もの前まえ』──現在は狐きつね火び妖よう子ことなった彼女に、つるぎが笑いかけた。


    「どーだ、ヨーコちゃん？　楽しんでますか～？」


    　そしてセクハラ親父みたいに擦すり寄って、彼女の胸元に指を添えたりして。


    「そういやこの旅館、酒はねーの？　何か足りねーと思ったんだ、そうだ酒だ！　酔っぱらって服を着崩したヨーコちゃんの鎖さ骨こつのあたりとか舐なめ舐めしたい！」


    「何ですの急に!?　お、お酒は二十歳になってからですわ！」


    「あたし三十二歳だしさ、生徒どもには飲ませるわけにゃいかねーけど──あたしらは問題ないじゃん？　酒かっくらって腹割って話して親睦を深めてベッドインしよう！　ほんとは月つく読よみがいたら酔ったふりして押し倒そうと思ったんだけど、もういいやヨーコちゃんで！　おっぱい揉もませてー！」


    「何このひと!?　抱きついてこないできゃあああ──そ、それに、あたくし九歳……いえ、生徒の手前、あたくしたち教師が見苦しく酔っぱらうわけにはいかないのです！　大人としての規き範はんを示し、生徒たちを嚮きよう導どうするのですわ。わかりますわね!?」


    「ちぇーっ」


    　妖子先生の胸元に顔を押しつけてヘブン状態なつるぎだったが、ともかくとして、情雨じようがちらりと時計を見てから立ちあがると「ぱんぱん！」と手を叩たたいた。


    



    
      †　†　†

    


    



    「ちゅーもく！」


    　みんなの視線を集めて、情雨じようは天使の羽根を揺らし、声高らかに語りだす。


    　襲おそわれている部下──玉たま藻もの前まえからつるぎの注目を逸そらそうとしたのだろう。


    　玉藻前は幻術が得意だが、いつ化ばけの皮を剥はがされるかわからない。


    「この後のスケジュールを説明しとくわよ！　全員、謹きん聴ちようなさい！」


    　なぜか「どっ」と拍手と歓声が湧わいたので、やりにくそうにしながら、情雨が語る。


    「え、えっと……今日は食事のあとはもう、自由よ！　神社の裏手にある温泉に入るもよし、卓球をするもよし、さっさと寝ちゃうのもいいわ。元気があるひとは肝きも試だめしでもすれば？」


    　まぁ、みんな疲れきってるので、そんな体力はないだろうけど。


    「ただし、まだ近所の地理などわかってないだろうから、この建物の外にでるのは禁止するわ。どうせ町に行ってもコンビニすらこの時間にはもう閉まっちゃうから、脱ぬけだして遊びにいくのはあまりお勧すすめしないわよ？」


    　ざわめきながら顔を見あわせ「どうする？」「もう今日は寝たい……」「嫌いやだ、肝試しをするんだ、怖がる女子に抱きつかれたいんだ……！」などと相談している生徒たちを眺め、情雨は語りつづける。


    「えっと、消灯時間は夜の十一時にするわね。それ以降に電気をつけていた部屋のひとは、容よう赦しやなく建物の外に放りだして一晩放置するわ」


    　ひでえ。


    「明日にそなえて早めに寝ておいたほうがいいけど、お友達と初めてのお泊まりで興奮するのもわかるし。ま、明かりさえつけなければある程度は騒がしくしてもいいから──どうせこの周りには住んでるひともいないし、近所迷惑は考えなくてもいいしね？」


    「蝦え怒ど川がわさんが好きーっ！」


    　誰かが叫んだので、情雨はぎょっとして「はぁ？　何を言ってるのよ、ば、馬鹿じゃないの……」などと小声でもにゃもにゃしてた。


    「じゃなくて、えっと、何だっけ」


    　頬ほおを赤らめて、動転してから、情雨は仕切り直した。


    「明日は午前七時には起きて、七時半にこのお座敷で朝食ね。そのときに点呼をとるわ。その後は自由時間よ──町で遊ぶもよし、海ではしゃぐのもよし、観光名所もいくつかあるからそのへんを歩き回るのもいいわ。もちろん、この建物も出入り自由。ただし、九く頭ず竜りゆう神社は立ち入り禁止ね。縁日の準備をしてるから」


    　などなど。


    「明日は好よい天気みたいだし、おすすめは浜辺で海遊びね。この付近には地元のひとも近づかないから、思いっきり泳げるわよ。面白い地形もあちこちにあるし、素潜りとかも楽しいかもね。ただ、あまり危険なことはしないでね」


    　まぁ、桜こノの花はな咲さく夜や学園の生徒はみんな良い子だし、無茶なことはしないと思うけど。


    「でもま、一日中──海で泳ぐってのもぐったりしちゃうだろうし、午後はさっきも言った縁日に参加するのがいいと思うわ」


    　地元の商店などがつくったのだろう、粗あらい印刷のチラシを情雨じようが取りだした。


    　そこには『九く頭ず竜りゆう神社例大祭』などと書かれている。


    「例大祭といって、神社でいちばん重要な日にあわせて、地元の町で縁日が開かれるの。正式には午後四時から開始らしいけど、出店はけっこう早くからやってるから、浴衣ゆかたに着替えてでかけるのがいいと思うわ」


    　可愛かわいい浴衣はこちらで用意してるから、と情雨が言うと、女の子たちから歓声があがった。


    「あ、そうそう。ただし縁日の最中には近づいちゃ行けない禁止地域がいくつかあるから、そこには踏みこまないこと」


    「花火でもあげるの？」


    　誰かが問うた。


    　花火を打ち上げる場所の付近はけっこう危険なので、ふつうは立ち入り禁止になるのだ。


    「それもあるけど、正式な神社の儀式だからね──一般人も参加するものと、神社のものがこっそり執とり行うものの二種類があって、後者は俗世のものが見てはいけないの。ま、見て面白いものでもなし、神社のひとの邪じや魔ましたら迷惑だからね」


    　縁日とは、神と一般人たちの交流会だ。


    　ふだんは神域──鳥居で区切られた神社のなかにいる『神々』が、地上におりてくる。


    　そして人々のなかにまぎれこみ、ともに楽しむ。


    　お面などで顔を隠し、誰が人だか神だかわからなくして。


    　その一方で、縁日は神のちからを再生させる儀式でもある。


    　神社に奉納されたご神体──神様が宿っている、いわば本体を浄きよめ、神のちからを高める儀式を執とり行うことで、神様としてのちからを充じゆう填てんする。


    　語ご弊へいを恐れずに言えば、充電である。


    「まぁ、ともかく──」


    　情雨が拳こぶしを突きあげて、無意味にみんなを奮ふるい立たせる。


    「けっこう大規模なお祭りだから、楽しみにしなさいよね！　花火ももちろんあがるし、フォークダンスもあるわよ！　片思いの可愛いあの子を誘ってみんなで着飾ってでかければいいじゃない！　青春しちゃえばいいじゃない！　ほら、行きたい？　行きたくなってきたでしょ？　行きたいって言いなさいよ！　行かせてくださいご主人様って言いなさいよ！」


    「「「「行かせてくださいご主人様ぁああ!!」」」」


    　全員が声を揃そろえて叫んだ。


    　二年左組の団結力はすごいのだ。みんな頭おかしいのかと思うぐらいだ。


    「そういやさー」


    　妖よう子こ先生の膝ひざの上に収まって、後ろから抱きしめられるかたちになっているつるぎが（何してるんだこのひと……？）素朴な疑問を投げかけた。


    「縁日のあとはどーすんだ？　帰って風ふ呂ろ入って寝るだけか？」


    「え……？」


    　情雨じようはわずかに戸惑って、眼をぱちくりさせた。


    　まるで、何も考えていなかったみたいな。


    　縁日のあと、この世界が終わってしまうみたいな。


    　眉まゆをひそめるつるぎに、情雨は曖あい昧まいに。


    「そうね、自由……としましょう」


    　誤ご魔ま化かすみたいに、話を変えた。


    「あら、もうお風呂の準備ができたころね……。食べ終わったひとから、着替えを持って入ってきなさい？」


    「お風呂!?　やった、混浴ですかーっ!?」


    「もうっ、そんな質問するのは馬鹿な男子ね……いいかげんにしなさいっ、ってつるぎ先生なの!?　先生がどうして率先してそんなこと聞くの!?　当然、男女別よ!!」


    「なーんだ、つまんねーの」


    　唇くちびるを尖とがらせて、つるぎが口元を紙ナプキンで拭ぬぐうと立ちあがる。


    　かがみとたま＝鎖さ々さ美みさん、おまけに妖子先生まで手を握って、引っぱっていく。


    「よぉし、ほんじゃお言葉に甘えて風呂行こうぜ風呂！　『お背中流しますね♪』から『あの……前も……洗いますから』でエッチシーンに突入だな！　つるぎちゃん知ってる！　お風呂には夢と希望が溢あふれてるんだ！」


    「そんな現実はねぇのですよ。だいたい、ご飯食べた直後ですし──おなか膨ふくれてて、すこし恥ずかしいのです。お風呂はちょっと後にしませんか？」


    　かがみの言葉に、つるぎはむしろ興奮した。


    「だからいいんじゃねーか、みんなでボテ腹＆紅潮した顔で妊娠モノのエロゲのハーレムエンドみたいな状態になろうぜ！」


    　今のつるぎには何を言っても無駄だった。


    　同時に生徒のほとんどが立ちあがって、お風呂場に向かう。


    　みんな汗を流したかったのだ。


    　そんななか、ぽつんと取り残されていた情雨に、誰かが気づいて声をかける。


    「蝦え怒ど川がわさんも一緒に行こうよ♪」


    「え？　いや、あたしはお皿とかの後片付けとかあるから……」


    「そんなの後でいいじゃん、一緒に行こうよ？　情雨じようちゃんとお背中流しっこしたい♪」


    「くそう、女子め……！　こっちは小汚い野郎どもと裸の付きあいをする新種の地獄みたいな状況に叩たたきこまれるのに、あっちは蝦怒川さんの──蝦怒川さんのおおおをを！」


    　などと悲ひ喜き交こも々ごものなか、情雨は目を白黒させている。


    「え？　え？　駄目よ、あたし──その、いやっ」


    　情雨は血の気を失う。


    　何せ、もう夜になろうとしている。


    　陽ひが沈めばそのぶん、情雨の身体からだは男に近づいていくのだ。


    『改変』や幻術でごまかせばいいのだけど、その瞬間、情雨は唐とう突とつに冷や水を浴びせられたように──自分が何者で、何のためにこの旅行を企画したのか思いだした。


    　自分がこれから捕食する小動物に、「遊ぼうよ♪」と擦すり寄られたような。


    　胸が重苦しくなる、自己嫌悪のなか。


    「嫌いやよ、嫌！　どうしてあたしがそんなっ……あたしには、あたしのやるべきことがあるのよ!!　おまえらは勝手に遊んでればいいのよ！　あたしに関わらないで、近寄らないで!!」


    　だから、失敗をおかした。


    　大声で叫び、朗ほがらかに誘ってくれていた女の子を突き飛ばした。


    　彼女はよろめいて壁に頭をぶつけ、びっくりした顔をしている。


    　雰囲気が凍った。


    　しん、と静まりかえった。


    　誰もが情雨を凝視している。


    　空気読めよ、みたいな雰囲気。


    　せっかく楽しかったのに。みんな気分よく旅行を満喫してたのに。


    「あ……」


    　怯おびえるように、身を縮ませる情雨に。


    　救いの手を差しのべたのは。


    「蝦怒川さんって、真ま面じ目めだよね」


    　たまが、何かの文章を朗読するみたいに、片かた言ことで語った。


    　たぶん、鎖さ々さ美みさんが用意した文章を、がんばって読んでいる。


    「お仕事を、お皿の後片付けとかを、やらなくちゃって──思って、でしょ？　だいじょうぶ、そんなのみんなで後で一緒にやれば、すぐに終わるから。だから、ひとりで抱かかえこまないで、みんな蝦怒川さんの味方……だよ？」


    　ちいさな声で。


    「また例のあれが生えちゃってる……の？　わたしがフォローするから、ついてきて──だいじょうぶだから。みんなただ、蝦え怒ど川がわさんともっと仲良くしたいだけなんだよ。ここで遠ざけたら、寂しいだけ……だよ？」


    



    
      †　†　†

    


    



    　どうしよう……。


    　とりあえず一緒にお風ふ呂ろへ向かうことになった情雨じようだが、ひたすら後悔している。


    　鎖さ々さ美みさんがフォローしてくれるとは言ったけれど、現実問題、この時間だと確実に下半身にあれが生えている。


    『改変』して誤ご魔ま化かそうにも、すぐそばにいる邪や神がみ三姉妹に勘づかれる。


    　彼女らに怪あやしまれたら、こちらの陰謀まで看かん破ぱされ、何もかもが破は綻たんしかねない。


    （どうするの？　まさか堂々とフリチンで歩き回るわけにもいかないし、君は注目の的なんだ──十中八九、みんなに取り囲まれる。身体からだの洗いっことかもさせられる。そしたら見られて大騒ぎだ。そんなの、最初から想像できたはずだろ？　何の対策もしてないなんてさ……）


    （るっさいわね、気安く話しかけてこないでよ。そもそも、あたしがこんな身体になったのはあんたのせいじゃない……）


    （じゃあ最初から僕なんか取りこまなければよかったんだ──なんて、水みず掛かけ論だ。そんなこと口論してる場合じゃないだろ、どうにかしなくちゃ）


    （だいたい、何でみんな、あたしに近寄ってくるのよ──な、仲良くしたいみたいに……あたし、そんなつもりなかったのに！　人間ってわけがわからないわ……！）


    （君もいちおう人間でしょ？　ま、せいぜい股こ間かんのものをがんばって隠すんだね──堂々としてないと、逆に怪しいよ？　それとも僕と交代する？　君ばかり恥ずかしい思いをするのも可か哀わい想そうだしね──）


    （う、うるさい！　今回の陰謀は、最初から最後まで、あたしの意思で行うの！　あんたの出番はないから！　いいわよ、見てなさいよ、どんな困難だって乗りこえてみせる！　あたしはパパの子だもの、パパの世界でいちばんの良い子だもの……！）


    　広い脱衣所のなか、身体をタオルで隠したまま、涙目の情雨。


    　そばでは心配そうに、たま＝鎖々美さんがこちらを見ている。


    　しかし、さっきのは意外だったな。


    　わかってるの？


    　君が不用意に心を寄せてるこの蝦怒川情雨って女の子は、存在そのものが、君の対極。


    　ふたりが友達になるなんて、月と地球が激突するぐらいありえないのに。


    「よーし！　いちばん乗りはあたしーっ！　太陽のつるぎちゃーん!!」


    「こら姉ねえさん！　脱いだら脱ぎっぱなし放りっぱなしで──ていうか脱衣所で走らないでください！　幼児ですかあんたは!?」


    　何も隠さずに全裸で浴場へと向かうつるぎと、彼女が放りだした服なんかを回収し、真っ赤になっているかがみ。


    　そんな姉ふたりを見て、幻覚のはずなのにどういう原理なのか、するする服を脱いでいるたまが文字列で騒ぐ。


    tama【わーいわーい、たまたちも早く行こうよ！　うずうずしちゃうの！】


    ささみさん【待って、たま。ちょっと、ここから動かないで】


    tama【えー？　あ、そっか、かがみ姉の着替えを見たいんだね？　えへへ……♪　ママりんったら、すけべー☆】


    ささみさん【ちげぇよ。いや、見たいけど。そうじゃなくて、ちょっと──ごめん、身体からだを間借りしてて我わが侭ままで申し訳ないけど、すこし協力して？】


    tama【ほわわ……？】


    　きょとんとする、たま。


    　精神は幼女のせいか羞しゆう恥ち心しんがなく、はだかを隠さない。


    　ふわふわの髪の毛を揺らして、こちらを注視すると。


    　また、朗読するような口調。


    「えっと、お姉さん──エドガワさん？　今日も、生えてるんだよね？」


    　たまにはよく意味がわかってないのだろうけど、こちらには通じる。


    　頷うなずくと、彼女はいちど浴場へ行き、風ふ呂ろ桶おけを持って戻ってきた。


    「じゃあ、これ？　これでその、あれが大変になったとき？　隠してって──どういうこと？　えっとね、『知識がないからわかんないけど、女の子のはだかを見たらあれが凶器に変化するんでしょ？』だって。エドガワさん？　わかる？」


    「え、あ、うん」


    　いちおう風呂桶を受けとり、情雨じようは意を決して下を脱いだ。


    　こうなったら腹をくくるつもりだろう、鎖さ々さ美みさんも協力してくれるようだし。


    　タオルでまず身体の前面を覆おおって、風呂桶で下半身を隠した。


    　けっこう怪あやしい見た目だけどまぁ、俯うつむいて、こそこそと行動すればどうにか……。


    「わたしのそばにいて、なるべく誰もいないほうへ誘導するから。こっち」


    　肩のあたりに触れながら、鎖々美さんが導いてくれる。


    　その細くて、雪みたいに白い背中。


    　ちなみに、情雨は俯いて恥じらってるので見えないが、けっこう豪華な温泉である。


    　何種類かの露天風呂がけっこう広範囲に散在していて、湯気のおかげで視界も悪い。


    　これならどうにか……。


    　満天の星と月。


    　蟬せみの鳴き声がシャワー。


    「ここなら、お湯が白濁してて、身体からだ隠せるかも……」


    　鎖さ々さ美みさんに導かれ、ひとつの露天風呂へ。


    　夜気に晒さらされてやや冷えていた肌が、お湯に沈みこみ、火ほ照てっていく。


    　あぁ、良いお湯。


    　情雨じようがほっと安あん堵どしたのを、僕も知覚する──良い気分だなぁ。


    「お！　ここにいたか、鎖々美！　あたしらも一緒していい？」


    　と思ったのに、つるぎたちがやってきた。


    　つるぎが豪快にお湯のなかに飛びこんで（＊マナー違反）、飛し沫ぶきをあげ、ちいさなあんよをお湯からだしてぱたぱた。


    「くはぁ、良い湯だなぁ♪　あとは酒なんかが欲しかったけど、いいや女体があるから。周りに桃色が満ち溢あふれてる──桃とう源げん郷きようは本当にあったんだ……！」


    「何をアホなことを」


    　黒髪をしっかり結ゆいあげて身体をタオルで隠し、かがみが姉の横に二の腕まで浸つかる。


    「しかしまぁ、リラックスしますね。眠くなってきちゃうのです」


    「おまえはいつでも眠くなっちゃうんだろうが──っていうか、ほっそいなぁ、かがみ。ちゃんと肉食えよ肉。今日はたまがおらんからな……いるけどいないっつうか、ヨーコちゃんにも逃げられたし、だから巨乳が足りなくてあたし物足りねーっ──って、蝦え怒ど川がわがいたーっ!?」


    　げっ、こっち見た。


    　慌あわてて視線を逸そらしたが遅く、つるぎがざぶざぶとお湯をかきわけて近づいてくる。


    　両手を「わきわきっ」と不気味に動かしていて、男の僕から見ても怖すぎる。


    「いしししっ……前からおまえには目をつけてたんだ！　高校生とは思えないその身体つき──ほぉら、先生に近ちこう寄れ！　サービスせんかい！　ん？　何を恥ずかしがってんだ！　うぶなネンネじゃあるまいし♪」


    　どんだけオッサンなんだ。


    　けれど歩み寄ってくるつるぎの桃色の髪の毛から伝う雫しずくとか、お湯を弾くその艶つややかな肌とか、罪悪感をおぼえるほどにちいさな、けれど性的なアピールをする胸元とか……。


    　すべてが、やばい。


    　情雨はぶくぶくと口のあたりまで湯に沈み、見ないふり。


    　鎖々美さんがこちらを助けようとさりげなく移動し、密着してくるのが、逆にまずい。


    　彼女は知識が中途はんぱなのか、恐る恐る、こちらの股こ間かんに手を伸ばしてきやがる。


    「……ど、どうしたの？　蝦怒川さん、い、痛いの？　な、撫なでたらいいの？」


    「ちょっ、触っちゃだめっ──ごっ、ごめん鎖々美さん！」


    「きゃああ!?」


    　情雨じようは咄嗟とつさに鎖さ々さ美みさんの身体からだを抱きよせて、自分の前面を隠す盾たてとした。


    　その程よく肉のついた柔らかな背中に、情雨の乳ち房ぶさと、あと下半身が押しつけられる。


    　情雨としては、近づいてくるつるぎに身体を見られたくない一心での行動だったのだろうけど──。


    「ひっ、ひいい!?　何か当たってる!?　おしりのあたりに何かの違和感が当たってるおーっ!?」


    　たまが演技も忘れて、幼い口調で喚わめいている。


    　何でこんなことに。


    　湯の飛し沫ぶきが跳ね、かがみが和なごみすぎて寝息をたてるなか──。


    　お姉ねえちゃんも混ぜて～というふうに鎖々美さん＝たまの身体に抱きつき、頬ほおずりをして幸せそうなつるぎと、困りきってぎゅうぎゅう抱きつく情雨に挟まれて、鎖々美さんは目をぐるぐるさせるしかない。


    　肉と肉と肉がぐちゃぐちゃになるなか。


    「ううっ、うううう──」


    　たま＝鎖々美さんは顔を真っ赤にしながらも、懸命に堪こらえていた。


    　どうも、潔けつ癖ぺき性しようというか──あんまり他人の触れあいに慣れてないみたいな彼女が、たまと知覚を共有しているなら、すべてを感じてるだろうに。


    　逃げもせず、踏みとどまって、情雨を守りつづけてくれている。


    　どうして？


    　やがてつるぎが飽きて、寝てるかがみに悪いた戯ずらしに行ったのを──見送ってからも、情雨は彼女に抱きついたまま。


    　不思議そうに、縋すがるように、問いかけた。


    「どうして？」


    　ほんとうに、理解できない。


    　情雨も、僕もだ。


    「どうして、あたしのために、そんなに──がんばってくれるの？」


    　小声だったけれど、届いたようで。


    「笑われるかもしれないけど、わたしね、嬉うれしかったんだ」


    　たまの口を通して、鎖々美さんが答えた。


    「初めて会ったとき、蝦え怒ど川がわさんが……『お友達になりましょう』って言ってくれて。だからだよ、それだけだよ──それだけが理由でがんばるのは、やっぱり変なのかな？」


    　困ったように。


    「秘密を共有して、それを守る。そういう支えあいって、お友達って感じだから──だから、わたし……え、蝦怒川さんと、お友達になりたいから」


    　お友達。便利な言葉。


    　情雨じようだって、初対面のとき──意図があってあんな言葉を口にしたわけじゃない。


    　友達なんて言葉、闘争と破壊の日々をすごしていた情雨には理解できないし。


    　そんな発言をしたことすら、忘れていただろう。


    　あのときとは、状況も変わってきている。


    　骨の髄ずいまで悪徳が染みつき、邪悪な親の教えに従したがい育ってきた情雨には、鎖さ々さ美みさんは自分がいつか殺すべき敵か、利用するための道具としてしか見られない。


    　だから、それはありえない出来事だった。


    　鎖々美さんに背後から抱きついたまま、情雨が──ぽつりと、つぶやいたのだ。


    「お友達になんて、なれっこないわ」


    　不思議なことに、それは寂しそうですらあった。


    「だって、あたしはいつか──あなたを殺すわ。利用して、苦しめて……絶望のどん底に叩たたき落としてから、殺すのよ」


    　その言葉は、予言は、近い将来に──実現することになる。


    　蝦え怒ど川がわ情雨と月つく読よみ鎖々美の未来は、必ず対決と、潰つぶしあいになる。


    　ふたりは共存できない。


    　必ずどちらかが、滅ほろばなくてはいけない。


    　お互いを宿ライ敵バルとして生まれたふたりが、お友達になんてなれるわけがないのに。
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     第六話／縁日にて


    



    　日付は切り替わる。


    　懇親会二日目。


    　起床時間にはまだ早い──たぶん、午前六時ぐらい。


    　風か邪ぜ薬のせいで断続的な眠りについていたわたしは、目が醒さめてしまって、他のみんなが眠りこけているのをぼんやり眺めている。


    　旅館の一階にある、女子部屋である。


    　薄暗くてよくわからないが、昨夜は遅くまで楽しい恋バナやらつるぎのエロトークやらトランプ大会が繰りひろげられ、かなり夜更かししてしまった。


    　そのため、みんなぐっすり熟睡中。


    「おはようございま～す」


    　小声で、ドッキリカメラのひとみたいに呼びかけてみたものの、無反応。


    　いま起きているのはわたしだけみたい。


    　すぐそばの布団ふとんでは、妙にきっちりした姿勢で聖母みたいにお祈りのポーズをして、静かにまぶたを閉じているかがみ。


    　反対にもう浴衣ゆかたがほとんど脱げて、あられもない姿で両手足を投げだし、大口を開けて幸せそうに「すぴーっ」って寝てるつるぎ。


    　たくさんのひとが同じ空間にいる、程よいあったかさ。


    　わたしは深呼吸してから、こっそりと──部屋の外にでてみた。


    　木製の扉を開くと、わりとボロボロな旅館の廊下。


    　なぜだかふつうに眺めてるぶんには気にならないんだけど、ようく注視すると廃はい墟きよそのもので、人ひと気けのない今はちょっと怖い。


    　たくさん掃除が必要なほど荒廃していたし、ふだんはまったく使われてない旅館なんだろうな──旅館っていうよりでかい日本屋敷みたいな感じで、廊下はささくれていて、裸足はだしで歩くとちくちく。


    　風邪が治っていないわたしは「くしゅんっ」とくしゃみながら（動詞）、廊下の果てにあった暖の簾れんを押しのけて、温泉の脱衣所へ。


    　手早く、まとっていた寝ね間ま着きを脱いで──いざ朝あさ風ぶ呂ろへ。


    　わたし、お風呂好きだから、毎朝入浴するのが習慣になっててさ──それに、何だか良い予感がするのだ。


    　第六感が囁ささやいているのだ、気のせいかもしれないけど。


    　起床時間にはまだ早いから、当然、無人だ。


    　広々とした、開放的な露ろ天てん風ぶ呂ろ。


    　朦もう々もうとした湯気のなか──。


    　ふと気づいた。


    「るん♪　るん♪」


    　温泉は無人じゃなかった。


    　何やらご機嫌に鼻唄を囀さえずりながら、あろうことか、蝦え怒ど川がわさんが泳いでいた。


    　いくつか点在する温泉のうちのひとつ、不思議な桃色に満たされたお湯のなか──蝦怒川さんはいちど潜水し、浮かびあがって、仰向けに背泳ぎ。


    　その真っ白な肌と、色素の薄い髪の毛が、きらきらと輝いている。


    　彼女はこちらに気づかず、岩に腰かけて。


    「くっくっく」


    　魔女みたいに笑うと、モデルさんみたいな背中を晒さらして足をぱたぱた。


    「昨夜のお風呂ではそれどころじゃなかったけど、こうして温泉に身を浸ひたし──この島に流れる龍りゆう脈みやくと己おのれを一体化させる。祭壇として、あるいは『九く頭ず竜りゆう』のよりしろとして、あたしは自らの肉体の調律を終えた……。あとは、『九頭竜』復活に必要なエネルギーが溜たまるのを待てばいい。縁日を滞とどこおりなく進行させて──」


    「蝦怒川さんも朝風呂？」


    　ふつうに呼びかけると、蝦怒川さんは「ぎくう」と背筋を強ばらせ、緩慢にこちらを見た。


    　わたしはその間近までとてとて歩くと、にっこり笑いかけた。


    「おはよう、蝦怒川さん」


    　わたしと蝦怒川さんはすでに携帯電話の番号を交換した仲──つまり、ほぼ親友である。


    　朝の挨あい拶さつぐらいしてもいいはず。


    　うん、さりげなく股こ間かんのあたりを見たら今日の蝦怒川さんはあれが生えてないみたいだし、怖い要素はないのだ。


    「さ、鎖さ々さ美みさん……何して──」


    　蝦怒川さんは両手をクロスさせる不思議なポーズをとって、目を白黒させている。


    「もう察知したというの……!?　だけど遅かったわね、すでに儀式は発動を待つばかり──今ここであたしの息の根をとめないかぎり、『九頭竜』の復活は阻止できないわ！　あなたは無力よ！　……え？　何よ？」


    　寝ね惚ぼけたようなことを言っていた彼女は、宙空を睨にらみつけ、怪け訝げんな顔をする。


    「うるさいわね、他に考えられないじゃない──こいつはやっぱりあたしの敵よ、あたしの計画を邪じや魔まするつもりなのよ！　呑のん気きな顔して油断させて、お友達がどうとか言って攪かく乱らんして、結局は宿命のライバルであるあたしの隙すきをついて仕留めるつもりなんだわ……！」


    　お風ふ呂ろのなかに飛びこみ、わたしと距離をおいて、睨にらんでくる蝦え怒ど川がわさん。


    　ときどき彼女の発言はわけがわからない。


    つるぎちゃん【ういっす】


    ささみさん【あ、おはよう、つるぎ】


    　わたしの間近に文字列が表示されたので、こちらも反応する。


    つるぎちゃん【ふあぁ、よく寝た。あたしも若くねーな、疲れが身体からだに残ってるよ。まったく……ってゆーか、おまえ何してんの？　全裸で何してんの？　あたしが寝てるうちにエッチシーンに突入してんじゃねーよ、ＣＧコンプリートできねーだろ!?】


    　こっちも寝ね惚ぼけてるみたい。


    つるぎちゃん【つーか、なんでおまえ──たまはどうし……って、あぁ、そっか】


    tama【……たまのこと呼んだぁ？】


    つるぎちゃん【ん。だいじょうぶ、自己解決したから。まだ起床時間じゃねーから寝てろよ、寝る子は育つんだぞ】


    tama【たま、これ以上おっきくなりたくないのだけど。ねむねむなのは事実だお──じゃ、もうちょっと、ねてるから。ごはんになったら起こしてね（^^）/】


    　わたしは気を取り直して、つるぎに自分の気持ちとか語ってみる。


    ささみさん【えっとね、わたし──こないだから蝦え怒ど川がわさんとお友達になるために、がんばってるんだ。でも……ほら見て、何か警戒されちゃって巧うまくいってないの】


    つるぎちゃん【あー、かがみにつづく友達第二号にするつもりか、蝦怒川を。でも蝦怒川を攻略すんのは大変じゃね？　おまえとは正反対で明るくて前向きで人気者でおっぱいがでかいし、おまえみたいな根ね暗くらには興味ねーんじゃねーの？】


    ささみさん【言いたい放題だね……。でもでも、蝦怒川さん初めて会ったときに『お友達になりましょう』って言ってくれたし、携帯電話の番号を交換したし、秘密を共有した仲なんだよ。もうだいぶ友達っぽいと思うんだ】


    つるぎちゃん【それにしちゃ険けん悪あくな雰囲気じゃねーの、鎖さ々さ美みの片思いなんじゃね？】


    　そんなことないもん、と思いながらも──実際、蝦怒川さんは何やら殺気っぽいものを放射しながらこっちを睨んでるので、わたしは手招きしてみる。


    「えっと、蝦怒川さん──せっかくだし、背中の流しっことかしない？」


    つるぎちゃん【上級者だなおまえ!?　いきなりその要求かよ!?】


    ささみさん【仲良くなるにはスキンシップがいちばん！　お兄ちゃんもそう言ってた！】


    つるぎちゃん【そういや、おまえら兄妹でいっしょに風呂入ってるっぽいんだよな……】


    ささみさん【え？　ふつうでしょ？】


    ジョー【ど、どうすればいいの？　これは何の罠わな？　鎖々美さん＝邪や神がみたまだから、迂う闊かつに接触したら捕食される危険があるわ……！】


    子守り【ううん、昨晩も君は邪や神がみたまと物理的に接触してるけど、捕食はされなかったでしょ？　接触したものすべてを取りこんでしまうなら道を歩くこともできない──恐らく邪神たまが意識的に『捕食しよう』と思わなければそれは行われない。今、邪神たまは眠っているはずだから、安全なはずだよ？】


    ジョー【じゃあ尚なお更さら、どうしてあたしと背中の流しっこしようなんて言いだすのよ!?　魂こん胆たんが不明だわ、何かの企くわだてが隠されているはずよ……!?】


    子守り【でも邪神たまの能力限界は、僕らにとって朗報だよね？　邪神たまは意識的にしか『捕食』を行えない。彼女が眠るか、意識が曖あい昧まいな状態なうちに儀式を執とり行ってしまえば──】


    つるぎちゃん【つうか、おまえら何？　何か混線してない？　どなたですかー？】


    子守り【うげっ、書きこむ『場』を間違えた！】


    ジョー【慌あわてて書きこむから──ログを消去して離脱するわよ！】


    【『子守り』が交神結界チヤツトルームから退室しました】


    【『ジョー』が交神結界チヤツトルームから退室しました】


    「えっと……？」


    　今の現象が理解できず、わたしが当惑していると──。


    「せ、背中の流しっこだったわね……」


    　慌てて何かを誤ご魔ま化かすように蝦え怒ど川がわさんがお湯からでてきて、わたしのそばに仁王立ち。


    　惜しみなくその麗うるわしい肢し体たいを晒さらし、こちらを指さしてくる。


    　同じ女の子のはずなのに、どうしてこう、わあ、胸って揺れるもんなんだ。


    「いいわ、あたしの宿敵。何を企たくらんでるか知らないけど、直接対決してやろうじゃない。ただし、あたしも触れた相手を捕食する能力をもっている。条件は対等よ、食うか食われるかの……えっと、背中の流しっこをしてやろうじゃない……！」


    「や、そんな覚悟完了しなくていいと思うんだけど」


    　わたしたちは洗い場まで移動すると、蝦怒川さんを湯ゆ椅い子すに座らせ、背後にまわって。


    「じゃ、洗うからね」


    　ボディーソープをにゅるにゅるだして、泡立てると、蝦怒川さんの背中に触れる。


    　彼女は「先攻を奪われた……!?」などと意味のわからぬことを言っていたけれど、わたしは感心しながら、その絹きぬのような肌と、光り輝く髪の毛を撫なでる。


    「うわぁあ、蝦怒川さん──すっごい綺き麗れいだよね、アイドルもびっくりだよ」


    「はぁ？　見てくれなんてどうだっていいじゃない？　問題なのは強大さ、どれだけのちからを振るえるかよ──綺麗とか醜みにくいとかの価値観は後からついてくるわ！」


    「でも、わたし。髪とか癖くせっ毛だし、身体からだもこんなんだしさ。か、可愛かわいくないし。それに、強くもないよ。蝦怒川さんが羨うらやましい……」


    「ふん、謙けん遜そんするわね。そんなに恵まれてるくせに。いいえ、いちどはこの国で最も強大な存在になったくせに、誰もが求めるそのちからをあっさりと捨ててさ──嫌いや味みなのよ、あなた。自分で捨てたくせに『足りない』って言ってるのよ？」


    「よくわからないけど、そうだよね。愚ぐ痴ちを言うなら、がんばってからだよね。蝦え怒ど川がわさんだって最初から綺麗だったんじゃない、努力したんだよね、きっと……」


    「そうよ、あなたたちに勝利するためにね。血も滲にじむような地獄を生き抜いてきたのよ。あたしは生まれた瞬間に敗者だった。勝者だったあなたたちを乗りこえるためには、ふつうの二倍、いいえそれ以上のがんばりが必要だったのよ」


    「さすが蝦怒川さん、すごいよ、尊敬する……」


    つるぎちゃん【びみょうに会話が噛かみあってないような──つうか、ほんとに蝦怒川は発言おかしいよな……。厨ちゆう二に病びようっていうより、うーん、眠くて頭が働かん……】


    かがみん【ふにゃあ。……何事ですか、姉ねえさんたち】


    　かがみが会話に参加し、そばにいるのだろう姉の思念を辿たどったのか、『神の視点』でこちらを見たのか、状況を把握したらしく。


    　蝦怒川さんをこれでもかと泡だらけにして、楽しくなってきたわたしを見たのだろう、しばし地獄のように沈黙すると。


    かがみん【朝から賑にぎやかなことですね】


    ささみさん【あ、おはよう、かがみ。あのね、お友達ができるかもしれない。ほら、蝦怒川さん──同じクラスのひととこんなに喋しやべれたの初めて。わたし、嬉うれしい。かがみがお友達としていろいろしてくれて、わたしもコミュニケーション能力があがってるのかも！】


    かがみん【それは良かったですね。あなたにとって、初めてのお友達ですね】


    ささみさん【え？　やだなぁ、初めてはかがみだよ】


    かがみん【わたしは踏み台、練習台でしょう。などと言って、幸せそうなあなたに水を差すのもどうかと思いますね──お邪じや魔ま虫むしは退散しましょう】


    【『かがみん』が交神結界チヤツトルームから退室しました】


    ささみさん【……かがみ？】


    つるぎちゃん【あーもー、素直じゃねーんだからこいつは……おーい、かがみ～？　布団ふとんかぶってふて腐れてんじゃねーよ、どうせ鎖さ々さ美みは何も考えてねーんだからよ、こいつの言動にいちいち傷ついてたりしたら損だぞ？】


    　何だか酷ひどい言われようだけど。


    　顔が見えないから、かがみが何を思ってあんな文章を書いたのかわからない。


    　急に不安になって、わたしは項うな垂だれ、はだかの胸に手を添えた。


    　鼓動が痛い。


    「どうしたの？」


    　蝦え怒ど川がわさんが泡を洗い流し、髪の毛を火ほ照てった素肌に貼はりつけて。


    「よくわからないけど、あなた、卑ひ屈くつなところあるけど──胸張ってさ、嘘うそでも前向きに振る舞ったら？　見てて苛いら々いらするわ、周りもきっと不安でしょうね。あなたはあたしの宿敵なんだから、そんな弱々しい顔しないでほしいわ」


    　どうして、蝦怒川さんが、わたしを宿敵と呼ぶのかわからないけど。


    　何だか素直に心配してくれた気がして、わたしは胸が潰つぶれそうな気持ちを抱かかえたまま。


    「ありがと、蝦怒川さんって優しいね」


    「だだだ誰が!?　優しいって!?　ああ、あたしは世紀の大悪党で──」


    　真っ赤になっちゃう蝦怒川さんは、可か憐れんで、ふつうの女の子みたいで、わたしは何だかとても愛いとおしかった。
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    　何だかんだで、旅行って楽しーよね。


    　ふだん学校とかで、わずかな時間しか会わないひとたちと、同じ時間を共有する。


    　特別なことなんて、しなくたっていい。


    　寝ね癖ぐせだらけのつるぎの髪の毛を梳くしけずってあげるときの感触とか、麦わら帽子をかぶったまま眠りこけてるかがみの、熱を孕はらんだ肌の熱さとか。道ばたに落ちてるきれいな石ころとかの、何気なくて素晴らしいものをいちばんに発見するたまの、尊とうとさとか。


    　みんなで食事をしながらの他愛たあいない会話とか、洗面所で並んで歯磨きをしているときの心地よい距離感とか、なぜか早朝に行われたラジオ体操での、愚ぐ痴ちだとか。


    『月つく読よみ神社』にいたころは、想像もしなかった。


    　わたしが、こんなふうに日常をすごせるなんて。


    　もちろん、厳密にはわたしは幻覚でごまかして、周りを欺あざむいているだけだけど。


    　それでも、空気感はともにできた。


    「けほっ、けほっ……」


    　わたしは咳せきこんで、面白い本に夢中になっていたのに、急な来客のせいでふと我に返ったような、ある種の寂しさをおぼえた。


    『たまの視点』を通して、邪や神がみ三姉妹の様子を見る。


    　みんな朝からずっと海遊びをしていて（詳しくは絵葉書を参照ね）、元気いっぱいに泳いだりビーチボールをぶつけたりクラゲを投げつけたりしていた（主にたまが）。


    　お昼になり、海の家で焼きそばをもりもり。


    　後半戦ではきれいな浅瀬に素潜りし、ヒトデだの小魚だのを観察＆捕獲──あと蝦怒川さんが用意してくれたボートに乗って海面を滑走したり、釣り竿ざおを振りまわしたり（一匹も釣れなかったけど）息継ぎを忘れてかなり深海まで潜ったたまの視点と同調して、かなり変わった魚の群れに囲まれたりしていた。


    　たくさん笑って、騒いで、声を嗄からしてお喋しやべりをした。


    　あんまりにも楽しすぎて、何だか寂しくなるぐらいだった。


    　疲れたみんながぞろぞろと、濡ぬれ髪を風に晒さらしながら歩いている。


    　九く頭ず竜りゆう神社の周囲は寂さびれていて、ほとんど人ひと気けがない。


    　落雷が黒焦こげにした樹木が異様だけど、もはや見慣れて、誰も注目しない。


    　高い建物がないので空が広い。


    　山はあるけれど、景観を邪じや魔ましない。


    　夏なので色濃い自然が充満していて、こちらまで元気になりそうだ。


    　潮騒の音と、海鳥の鳴き声が耳じ朶だを震わせている。


    　舗装もされていない砂じや利り道みち。


    　泳ぎ疲れたのか眠いのか、ふらふらのかがみの手を握って支えながら、歩くたま。


    　彼女らの心地よい幸福感を共有しながら、わたしは集中をふっと解いた。


    「くあ……」


    　欠伸あくびをして、わたしは『たまの視点』から離脱し、自分の身体からだに戻る。


    　同時に、重みを感じる。


    　わたし自身の肉体は風か邪ぜと疲労でぐったりしていて、指先を動かすのもつらい。


    　空腹感はなかったけれど、お腹が凹へこんでいた。


    　みんながご飯を食べているとき感覚を共有していたので、わたしまで食事をとったような気分になっていたけど、そういえば何も口にしていなかった。


    　お兄ちゃんは懇親会へ行ってしまったから、誰も料理を運んできてはくれない。


    　わたしはうんざりしながらも、わたしの体温がこもった布団ふとんからでて、ずるずると身体を引きずるようにして部屋の外へ。


    　当然、家のなかはしんとしている。


    　自分の足音、階段の軋きしむ音……「くしゅんっ」とくしゃみをしながら、台所へ。


    　料理をする元気もないし、固形物は吐いちゃいそうだったので、冷蔵庫で見つけた高級ゼリー（ラ・フランス）を食すことにする。高級なわたしに相応ふさわしい。


    　食卓にお皿をだして、ゼリーをあける。


    　椅子に腰かけ、あまりにも静かすぎるので、不安になる。


    『月つく読よみ神社』にいたころは、過保護にされて、注目されて、独りではいられなかった。


    　あそこから脱出したあとは、いつもお兄ちゃんがそばにいてくれた。


    　ほんとうの意味で孤独になったのは、これが初めてかもしれなかった。


    　お兄ちゃんがいなかったら、わたしはずっとこの静寂のなかにいたのだ。


    　独りぼっちで、右も左もわからないまま。


    「お兄ちゃんに、会いたいな」


    　たまを通して知覚できるけど、それでは遠かった。


    　お兄ちゃん。


    　寂しいよ。


    　わたしとお喋しやべりして、頭を撫なでて、抱きしめて……。


    　だけど、それは叶かなわぬ願い。


    『最高神』でなくなったわたしの願いは、無力な我わが侭ままだ。


    　そういえば、お兄ちゃん──今ごろどこで何をしてるんだろ？


    　わたしはふと疑問に思って（考えてみれば、バスに置き去りにされたのをそのままにしていたのは、あんまりだった）、お兄ちゃんの所在を探る。


    　窓の外を見て、そこに渦巻く赤黒い靄を透過し、さらに向こう──たまの知覚をとおして、お兄ちゃんの姿を探った。
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    「ぇへへ～♪」


    　たまはご満悦だった。


    　日ひ向なたぼっこをしているような幸福感。


    「ひっざのうえ♪　パっパりんの♪　ひっざのうえ～♪」


    　わたしが食事をとっているうちに、邪や神がみ三姉妹は宿に戻ってきたみたい。


    　部屋割りは男女別。


    　今日は丸一日、自由行動なので、どこで何をしてもよいのだけど。


    　体調が悪くて部屋で休んでいる子や、扇風機を前に涼んでいる子もいるようだ。


    　ついでに、どこから出現したのか──お兄ちゃんが当たり前のように居座っていた。


    　たまを膝ひざのうえにのせて、後ろから抱きかかえるようにしている。


    　たまは上機嫌にお兄ちゃんの手を抱きよせて、足をぱたぱた。


    「ぇへへ～♪　パパりん♪　ぎゅ～♪」


    【『ささみさん』が交神結界チヤツトルームに入室しました】


    ささみさん【こら、たま。『パパりん』じゃなくて『お兄ちゃん』だってば】


    tama【あ、ママりん。どこ行ってたの？　しばらく反応なかったよね？】


    ささみさん【ご飯食べてたの。それより、なんでお兄ちゃんがここにいるの？】


    tama【えっとねー、あのねー、この宿には昨日には辿たどりついてたみたいなんだけど、それからずっと他の部屋で寝てたみたい。疲れてたんだね♪　さっき起きて、ちょうど帰ってきたたまたちと合流したとこ】


    ささみさん【お兄ちゃん、どうやってここまで辿たどりついたんだろうね？】


    tama【さぁ～？　パパりんはすごいひとだから、どうにかしたんだと思うお！】


    ささみさん【何でたまはお兄ちゃんの評価がそんなに高いの？　そのひとは駄目なひとだよ？　それよりも、いちゃいちゃしないで？　わたしはそんなふうにお兄ちゃんに甘えたり抱っこされたりしないんだから、ちゃんとわたしのふりをしてよ！】


    tama【え～……ママりん、いつもこんな感じじゃないかな……？】


    　たまは「イヤイヤ」をするように首をふって、お兄ちゃんに寄り添ったまま。


    　むう、腹が立つけど、子供のやることにいちいち苛いら々いらしててもしょうがないか。


    　ともあれ三姉妹は海遊びから帰ってきて、かるくお風ふ呂ろでもして汚れを落としたのか、湯上がりほかほか浴衣ゆかた姿である。


    　室内は冷房がきいていて、火ほ照てった肌に嬉うれしい。


    tama【たま、もうちょっと海で遊んでたかったけどな。海、初めてだったし。パパりんもきたことだし、休憩したらまた行かない？】


    つるぎちゃん【やめとけ、やめとけ。もう充分遊んだろ？　あたしゃ疲れちまったよ】


    　扇風機の前に陣取って、「ァア～」と宇宙人の声をだしていた、つるぎ（長い髪が風圧で後ろに流れている）の発言。


    　海は『最高神アマテラス』の管理する場所ではないので、彼女にとってはあまり居心地がよくなかったのだろう。


    tama【ママりんはどう？　お風か邪ぜ、なおった？】


    ささみさん【そんなすぐには治らないよ。……心配してくれてありがと、たま】


    つるぎちゃん【てゆーか、おまえ何か妙なことしてんだろ？　病人なんだから、大人しくしてろよ──無理して死んでも知らねーぞ？】


    ささみさん【だいじょうぶだよ～。それより、そっちが気になるよ。つるぎ、さっきから緊張してるみたいだけど、何かおかしなことでも起きてるの？】


    つるぎちゃん【あーん？　中央神話の権力が及ばない、『異界』──いわば敵地っていうか、危険地帯にいるんだ、警戒すんのも当然だろ？】


    ささみさん【何か危険の兆候があるの？】


    つるぎちゃん【わかんね。『異界』っつうのはどこも千差万別でさ、中央神話に慣れすぎたあたしの尺度じゃ測れない。どうも何かおかしい気がするんだけど、それが何か把は握あくできない。化ばかされてるみてーだ。海のことなら弟に聞ければ早いんだけど、あいつとは喧けん嘩か中ちゆうだし】


    ささみさん【そういや、詳しく聞いてなかったけど──『根の国』で弟の、英雄神スサノオと会ってきたんでしょ？　どうだったの？　『殴なぐってくる』とか勇いさましいこと言ってたけど、ちゃんと話はつけてきたの？】


    つるぎちゃん【ぅえ？　あー……うん、あはは、あたしにかかりゃ弟なんぞ赤あか子ごの手をひねるようなもんっつうか、ちがうぞ!?　いじめられてないぞ!?】


    ささみさん【いじめられたの!?】


    つるぎちゃん【あいつはいじめっこなんだよ～、ちくしょ～。自分のやったこと忘れたみたいに『何か面白いことになってるみたいじゃねーか。姉あね貴きだけじゃ心配だから、俺様が手を貸してやんよ。ばーか、俺様と姉貴の仲だろ？』とか馴なれ馴れしかったから、一発殴なぐってダッシュで逃げた。いじめっこなうえにウザいんだよあいつ～、あいつ嫌きらいだよ～】


    ささみさん【姉弟なんだから仲良くしなよ……】


    「あぁもう、うるせーっ！」


    　つるぎは叫ぶと、扇風機の前で立ちあがって、手を腰に当てた。


    「それより、もう休憩は充分だろ──祭り行こうぜ、祭り！」


    　あ、逃げた。


    「午後から縁日があるんだろ？　ちょうどいいから月つく読よみもいっしょに行こーぜ？　たこ焼きとか綿わた飴あめとかたくさん買ってお兄ちゃーん☆」


    　お子様っぽい見た目のつるぎが、お兄ちゃんの腕に抱きついてキャワイイ仕草。


    　たまが「つるぎ姉ねえ……『お兄ちゃん』だなんて、そんなエッチな呼びかた……！」とか興奮しているが、どうしてたまは『お兄ちゃん』という単語にそんな過剰反応すんの？


    　そのまま、つるぎはお兄ちゃんの後ろから抱きつき、親に玩おも具ちやをねだるように。


    「いいだろ？　あたし今回の旅行には金持ってきてなかったから困ってたんだけど、月読がいるならいいや、おまえあたしの財さい布ふな！」


    「それは構いませんが、つるぎ先生。あんまり密着しないでください、浴衣なうえ下着つけてないから危険な部位がもろに当たってますよ？」


    「当ててんだよ～？　あんっ、月読の髪の毛が当たってくすぐったい☆」


    　いつもどおりに変態だった。


    「でも僕、事前に説明を受けていないからよく知らないのですが──縁日があるのですか？　そういえばここにくるまでに通った町のなかとか、飾りつけがされてましたね」


    「例大祭っつってたな。ふつう例大祭っつうのは秋か春なんだけど、それは神社に祀まつられている神様の由来や経緯が不明な場合で、その神社を開く理由になった古事などがある場合はそっちが優先されんだよ」


    　さすがに、つるぎは詳しい。


    「ま、神社の行事そのものは神職の人間がやるだろうし、あたしらは屋台のもん食って遊んで楽しめばいいさ。『食べる』も『遊ぶ』も立派な『祭る』だよ」


    　この国では万物に『神々』が宿るので、食べ物を摂取する行為も、そこに宿った『神々』をなかに取りこむという意味で一種の神事だ。


    　とくに縁日で振る舞われる特別な食物には、それぞれ意味があり、それを口にすることは儀式となりうる。


    　また『遊び』も原点はすべて神事である。


    　相撲や仮装、大道芸、歌に踊り。花火だって。


    　すべては古来、神に捧げられる尊とうとい行為だった。


    　人々と『神々』の交流、交歓──その場こそが、縁日、祭りだ。


    　楽しむことが、神事なのだ。


    「まだ本格的に始まっちゃいないだろうけど、蝦え怒ど川がわの話だと屋台は早くから開いてんだろ？　昼飯ついでにあちこち見てまわろーぜ？」


    　蝦怒川さんの名前に、わたしは反応する。


    ささみさん【そういえば、蝦怒川さんはどこにいるのかな？　できたら、いっしょにまわったりしたいな～……なんて】


    つるぎちゃん【いや知らんけど。目立つやつだし、狭い島なんだからどっかで会えるんじゃね？　携帯の番号とか知らねーの？】


    ささみさん【あ、そっか】


    　そういえば先日、携帯電話の番号とかは交換してるんだった。


    　電話は恥ずかしいので、メールで合流できないか尋たずねてみたり。


    　その横で、つるぎが手提げにお財さい布ふなどをいれながら。


    「ついでに、学校の連中にお土産とか買っとかねーとな。社会人として、いちおう。このあたりの名産ってなんだろ？　つうか土産みやげ物もの屋やとかあんのかな～、この島？」


    「まぁ、ずっと宿にいてもしょうがないですしね。歩き回るのはよいと思いますよ」


    「ひゃうぅん!?　まともなことを言いながらパパり……お兄ちゃんがなぜかわたしの身体からだのあちこちを撫なで撫でする!?　ひゃうっ、ゃうっ──触っちゃ、やぁぁあん!?　なな、何するのお兄ちゃん!?　とてもエッチ!!」


    「？　いつもどおりの愛情表現じゃないですか、何を恥ずかしがってるんですか？」


    「はうう～？　はうう～！」


    　さわさわ。


    「わ、わたし、お兄ちゃんのことだいすきだけど──やや、やっぱりそういうエッチなことはよくないのだお！　んもーっ、やーだーっ！」


    　真っ赤になって立ちあがり、お兄ちゃんから距離をとるたまだった。


    　意外と照れ屋さんなたまは、早くも布団ふとんを敷いてさっきからずっと眠っていたかがみのもとへと駆け寄ると、揺さぶって起こそうとする。


    「か、かがみ姉ねえ？　起きて～？　お祭り行くんだお～？」


    　そんなたま（＝わたしに見えている）を逃したお兄ちゃんは、残念そうに「チッ」と舌打ちすると、つるぎに問いかけた。


    「服装は浴衣ゆかたのままでいいんでしょうかね？」


    「構わねーだろ、べつに。祭りっつうのは非日常を味わうためのもんなんだし、神話に通じる和服を身にまとうのは理りに適かなってる。祭りなんつうのは人々と『神々』のコスプレ会場みたいなもんなんだから、日常のことなんか忘れて、己おのれの役柄を演じればいいんだよ」


    　語りながら、自分の髪の毛を指先でいじって。


    「でも、髪おろしたままだとガキっぽいかな──おい月つく読よみ、髪結ゆわえてくんね？」


    「僕がですか？　でも上う手まくできるかわかりませんし、自分でやったほうが……」


    「あーん？」


    「仕方ないですね」


    　怖い顔で睨にらまれて、押しに弱いお兄ちゃんはつるぎの後ろにまわると、小首を傾かしげてから手早くその長い髪を左右で結わえた。


    「どうですか、つるぎ先生？　おぉ、可愛かわいらしいですよ！」


    　ツインテールである。


    　びっくりするほど似合っていた。


    「うおわ!?　何てことしやがる!?　なおガキっぽくなったじゃねーか、戻せ!!」


    「つるぎ姉ねえ、つるぎ姉」


    　お兄ちゃんの胸元を「ぽかぽか」叩たたいてるつるぎを、たまが困り顔で呼んだ。


    「かがみ姉のこと、起こしてくれない？」


    「あ？　そんぐらいひとりでできねーの？　蹴けっ飛ばしゃいいだろ？」


    「あのね、昨日ね、ママりん起こそうとしてすごく迷惑かけちゃったから──たま、自信をそーしつしてるの。お手本見せてくれない？」


    「よくわかんねーけど、まぁいいや。あと『つるぎ姉』じゃなく『お姉様』な？」


    　言いながら、つるぎはお布団ふとんに近づくと、おもむろに潜りこんだ。


    　お行儀よく眠っていたかがみの髪の毛がさらさらと流れて、「ん……」と彼女は呻うめいた。


    　布団のなかで、もぞもぞ、と不穏な動きが。


    「えっへっへ、か～が～み～？　早く起きないと悪いた戯ずらしちゃうぞ～？　ほうれ、おまえの起動ボタンはここか？　本部応答願います！　Ｓ・Ｏ・Ｓ！　Ｓ・Ｏ・Ｓ！」


    「ンひぃーっ!?」


    　かがみが変な声をあげて、慌あわてて飛び起きた。


    　そして華か麗れいに身体からだをひねり、「やだやだやだっ、布団のなかに何かいるのですよーっ!?」と叫ぶと布団のなかで足を動かす。


    　ぼきい!?　と異音がして、布団のなかは静かになった。


    「はーっ……はーっ……いったい何が？　おや、姉さん、こんなところでアレな感じになってどうしたのですか？　誰にやられたのですか？」


    　変な具合に隆起したまま動かなくなった布団ふとんのなかを覗のぞきこみ、小首を傾かしげるかがみ。


    　そんな彼女にたまが状況の説明をすると、彼女は「ふにゃあ」と欠伸あくび。


    「縁日ですか、とても面倒なのですけど。まぁ、わたしも『神々』の端はしくれ──嫌きらいな行事ではないのですよ？」


    　寝乱れた髪の毛を「ぐしぐし」しながら、彼女はぼやいた。


    「ただし、祭りではすべての『神々』が活性化し、ひとつの強大な『場』をつくる──何か陰いん謀ぼうを企くわだてているものがいるとしたら、そのタイミングを逃のがすわけがありません。ゆめゆめ、警戒しておきましょう」
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    　蝦え怒ど川がわさんは普段着だった。


    　というか、水着のうえにＹシャツを羽は織おっただけで、足下はビーチサンダル。片手に浮き輪をぶらさげていて、けっこう海遊びを満喫していた模様。


    　彼女は旅館の正面、ちいさな切り株に腰かけて苛いら々いらしている。


    「蝦怒川さん！」


    　手を挙げて呼びかけると、彼女は相変わらず険けん悪あくに「きっ」と睨にらんできた。


    「あたしを携帯電話で呼びだして何の用よ？　儀式は最終段階にまで進んでいる──成なる程ほどね、ここであたしの練りあげた方程式に亀き裂れつをいれれば全体が瓦が解かいする。ふふん、ここまであたしに手をださなかったのはすべてを台無しにするタイミングを計っていたからだったのね。さすがあたしの宿敵、霊的戦闘というものを心得てるじゃない……！」


    「あのー、何言ってるかわからないけど。蝦怒川さん、厨ちゆう二に病びよう？」


    「ちゅうに……？」


    「宿敵とか言われてもね。そのうち前世とか能力とか組織とか言いはじめるの？　高校生にもなってそれは恥ずかしいよ？」


    「は、恥ずかしい……？　てゆーか、あ、あたしたちの組織についてまですでに看かん破ぱしているというの──!?」


    「あ、やっぱ組織あるんだ」


    「何も知らないような顔をして……どこまでこちらの思惑を──計画の進行を早めなくちゃ……けれどあなたが何をしようと無駄よ、世界は秩序ではなく常に混こん沌とんへと向かう！　あたしはそれをほんの少し後押しするだけ！　あたしの勝利は運命によって定められているのよ、たとえあなたがどれだけ抗あらがおうとね！」


    「それより蝦怒川さんさ、一緒に縁日行かない？」


    「縁日には最初から行くつもりだったけど──ふぅん、最終決戦の場所としてはおあつらえ向きかもね。いいわ、乗ってあげる。潔いさぎよいのは嫌きらいじゃないわよ」


    「わ、わたしも蝦え怒ど川がわさんが好きだよ～」


    　などと楽しく会話していると。


    子守り【ちょっと、情雨じよう。どうも見たところあんまり会話が噛かみあってないようなんだけど】


    ジョー【るっさいわね、気安く喋しやべりかけるなって言ってるでしょ？　だいたい、ふつうに脳内で話しかければいいのに、わざわざ文字チャットで発言する意味はあるの？】


    子守り【頭のなかで声がするのもうるさいかと思ってね、それに他のひとの意見も聞けるし。玉たま藻もの前まえはどう思う？　ほんとに鎖さ々さ美みさんは僕らの正体に気づいて、こちらと決戦をするつもりなのかな？】


    キツネちゃん【だとしたら問答無用でこちらに攻撃を仕掛けてくると思うのですけど。彼女の発言だけ見てみると、どうもほんとに『おじょうさま』と一緒に縁日に行きたいだけのような……あと、関係ないですけどこの会話、あたくしが幻術で秘ひ匿とくしてますけど邪や神がみ三姉妹とかが意識して見たら読めちゃうかもしれないので、順次ログを消去しますからね】


    　そんな会話が繰りひろげられているのを、そのときのわたしは知らずに。


    「こっちは準備できたぞ～」


    　わたしの背後から、ちゃんとした浴衣ゆかたに着替えみんながぞろぞろでてきた。


    かがみん【ほんとに一緒に行くのですか？】


    tama【にんずう多いほうが楽しいお？】


    つるぎちゃん【わかってやれよ、たま。かがみの複雑な気持ちを──それはそう、喩たとえるなら大長編エロゲの無駄に多い選択肢と分岐ぐらい複雑だ。ぜんぶ辿たどるの面倒くせーんだよ】


    tama【たまにはむづかしい話である】


    　などと文字チャットで会話しながら、つるぎが眉まゆをひそめる。


    つるぎちゃん【うん？　どうも回線が重いと思ったら、何だおまえら？】


    キツネちゃん【うげ？　さっそく気づかれましたわよーっ!?】


    子守り【待って、ログを消去して退室する前に──ちょっとご挨あい拶さつをしたいんだけど】


    つるぎちゃん【ん？　おまえ、朝に温泉のなかで混線してきたやつだな。何もんだ？】


    子守り【そういうふうに尋たずねられるのは心外なのだけど、まぁいいか──僕は君との交流はなかったし、僕も君もずいぶんと変へん貌ぼうしてしまった。そうだな、僕は月つく読よみ鎖々美に対する、月読神かみ臣おみみたいなもの。ある人物を見守り、支える、しがない神様さ】


    つるぎちゃん【確かに月読と同じ匂においがすんな、おまえ】


    子守り【そう、僕と彼は似ている。というか、ほぼ同じだ。ここまで言えば僕の正体もわかるかな？　それとも君は、そんなに近くにいて──月読神臣の正体に気づいていないとでもいうのかい？　あるいは、気づきたくなくて、目を逸そらしているのかな？】


    つるぎちゃん【…………】


    　そんな会話をしている横で、蝦え怒ど川がわさんは困り顔。


    「何が目的なの？　どこまで、あたしたちについて理解してるの？」


    「まだよく知らないから、仲良くなるために、いっしょに縁日に行こうって」


    　などと、わたしと噛かみあわない会話をしている。


    ジョー【もうっ、どういうことなのよ──ちょっと淡あわ島しまさま!?　無駄話してないでどういうことなのか説明しなさいよ!?　今回のあたしたちの計画は失敗がゆるされない、ずっと準備してきた壮大な陰謀なのよ!!　どんな些さ細さいな失敗があってもいけないのよ!?】


    子守り【だからって焦あせりすぎだよ。何度も言うように、鎖さ々さ美みさんからは悪意を感じない。純粋に、君と親しくなろうとしてるんだよ】


    ジョー【成なる程ほどね。わかったわ】


    　蝦怒川さんは立派な胸を強調するように腕組みすると、こちらを見下ろしてくる。


    「あなた、あたしと仲良くなりたいのね？」


    「え？　あ、うん！」


    　ようやく通じたのか、と思ってわたしが微ほほ笑えむと。


    「ようやくわかったわ──ごめんね、察しが悪くて。でも、勘弁してちょうだい。ひとの上に立つものとして、あたしに判断ミスはゆるされない。疑うたぐりぶかく、あらゆる危険を排除する必要があたしにはあったの。仲間のため、目的のため、そして自分自身のためにね」


    「う、うん。それじゃ、えっと蝦怒川さん──わたしと友だ……」


    



    「あなた、あたしの下げ僕ぼくになりたいのね？」


    



    子守り【えええええええええ!?】キツネちゃん【ええええええええええ!?】つるぎちゃん【いきなりすごい方向に振ったな！】かがみん【…………】tama【ｗｗｗｗｗ】


    　みんなびっくりしている。わたしも。


    「えっと、あの」


    「ようやく理解したわ、そうね──あなたの態度を見ていれば明白だったわよね」


    　蝦怒川さんはうんうん頷うなずいて、恍こう惚こつと空を見あげた。


    「あたしは難しく考えすぎていたんだわ。友達っていう言葉の意味はわからないけど。そうね、これまであたしが関わってきたものはすべて敵か下僕か、それだけだったわ。パパは例外だけどね。あたし、あなたのことを宿敵と考えていたから混乱したけど、そうね──あなた最初からあたしの下僕になりたくて、そうして媚こびをうっていたのでしょ？」


    「えっと？　えっと……？」


    キツネちゃん【けけけ！　『おじょうさま』ったら、自分の知っている範囲内の人間関係に鎖さ々さ美みさんを当てはめたのね！　本気で『友達』という概念が理解できないなんて──戦場で生まれ育った子供って可か哀わい想そう！】


    子守り【おまけに箱入りで大事に育てられたからね、情雨じようは。他人を『敵』か『下げ僕ぼく』としか思えないから、鎖々美さんの仲良くなろうとする態度は『こちらに気にいられて、部下として取り立ててもらおう』みたいに見えたのかもね】


    ジョー【何よ、ちがうっていうの？　合理的解釈じゃない、文句でもあるの？】


    子守り【残念だけど、鎖々美さんは君の下僕になるつもりはなくて。もっとこう、対等に、親しく──より深い関係になろうとしてるっていうか】


    ジョー【つ、つまり、鎖々美さんは──あたしのことを愛しているというの!?】


    　瞬時に真っ赤になって、蝦え怒ど川がわさんはわたしを見据えてくる。


    　もじもじと。


    「すべては明白になったわ。そっか──思えばあなたがあたしに接近してきたのは、あたしの身体からだが男性化していたときだものね。あたしの男の子の部分に性的興奮をおぼえたあなたは、あたしに恋をしてしまったのね……？」


    「え？　え？」


    「あたしに惚ほれたあなたはあたしと結婚したくて、べたべたと接近し、気にいられようとして……。ふふん、これまでのあなたの行動すべてに合点がいったわ。ちょっと、困るっていうか──女の子同士とかマジキモいけど、他人に好かれるってのは悪い気分じゃないわね。ここはさらにあたしの魅力の虜とりこにして、骨の髄ずいまで下僕にして……くっくっく！」


    子守り【うわ!?　ちょっと情雨、言ってることがおかしいよ──情雨ちゃーん!?】


    キツネちゃん【落ちついて『おじょうさま』！　さらにピントがずれましたわよー!?】


    ジョー【うるさい外野ども！　引っこんでなさい！】


    　髪の毛をかきあげ、蝦怒川さんはこちらを見てくる。


    「だって、あなた──あたしのこと、好きなんでしょ？」


    　蝦怒川さんに顔を近づけて問われたので、わたしは頷うなずいた。


    「う、うん。わたし、蝦怒川さんのこと好き。だからお友だ──」


    「ほらね！」


    　蝦怒川さんはすっきりしたような表情で頷き、おもむろにわたしの頬ほおをぶん殴なぐった。


    　げふう!?


    　反応できず地べたに這はいつくばったわたしの上に、彼女は当たり前のように腰かけるのだ。


    　人間椅い子すである。


    「勝利、勝利、大勝利よーっ！　見なさい、全世界の愚かものども！　あたしは宿敵を戦わずして己おのれの魅力だけでくだし、こうしてひれ伏ふせさせたのよ！　なんだ、警戒していたあたしが馬鹿みたい！　あたしのことが好きなら最初からそう言えばいいのよ！　恋人とかはキモくて無理だけど、奴ど隷れいにだったらしてあげてもいいかもね！」


    「あの、じゃなくて──わたし、お友だ……」


    「計画を修正しなくちゃ。月つく読よみ鎖さ々さ美みという戦力を得たあたしたちは、計画を一足飛びで次の段階へ進行させられる……！　このチャンスを生かしてさらに高みへ飛翔するのよ！　あたしにはそれができる、あたし素晴らしい……！」


    「蝦え怒ど川がわさん？」


    「はぁ？　蝦怒川さんじゃないでしょ、対等なつもりなの!?　あたしのことが好きなんでしょ？　だったら、ちがう呼びかたがあるでしょ!?　女王様、ご主人様、何でもいいけれど──」


    「え？　じゃ、じゃあ、情雨じようちゃん、って呼んでも──」


    　噛かみあわないまま戯たわむれている宿敵ふたりを、ぼんやりと眺めて。


    かがみん【馬鹿馬鹿しい】


    　かがみが無表情のまま、すたすたと歩き始めた。


    　その寂しい、黒髪が揺れる背中。


    ささみさん【あ、あれ？　かがみ、どこ行くの？　一緒に縁日まわろうよ？】


    かがみん【わたしがそばにいると、あなたはわたしに頼ってしまうでしょう。せっかく、自分のちからだけで──仲良くなりたいひとを見つけたのですから、最後まで自分のちからでお友達になってみせなさい。わたしに甘えられても困ります】


    　言葉は素っ気なく、いつもどおりに、論理的で冷静だったけれど。


    かがみん【どうかお幸せに、鎖々美さん】
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    　縁日は盛況だった。


    　朝から遊んだ海辺とは正反対の──そこそこ発展した、島では最大規模の町である。


    　さすがに首都圏からきたわたしにはさほど立派な町並みには見えないのだけど、あちこちで談笑し食べ歩きをする人々の圧倒的な量、量、量に息を呑のむ。


    　道沿いにすでにいくつもの出店が開かれていて、これまでどこに隠れていたのかと思うほどたくさんの通行人に料理や甘酒を振る舞っている。


    　中央の通りでは定期的に演目を披露しながら練り歩く御み輿こしや役者たち、和製楽器をかき鳴らす子供たちが目立った。


    　地方のちいさなお祭りだと馬鹿にしていたけれど、びっくりするほど派手で豪華だった。


    　わたしの実家、『月読神社』でも例大祭は行われていたけれど、一般人が踏みこむことはゆるされない場所だったから──巫み女こさんたちと、しめやかに秘ひ儀ぎを執とり行うだけだった。


    　それに比べれば、こちらのほうがずっと『祭り』という名前に相応ふさわしい。


    「ちょっと、どうしたのよ！」


    　人混みのなか。


    　周囲を見回し、ときどき突き飛ばされたりしてふらつくわたしを、怪け訝げんそうに蝦え怒ど川がわさんが追いかけてくる。


    「だって、かがみが──」


    　わたしは胸の苦しさをおぼえながら、あの小柄な、お人形みたいな彼女の姿を捜した。


    　哀かなしそうに、どこかへ去っていった彼女。


    　わたしの、いちばんのお友達。


    　このまま彼女の姿を見失ってしまったら、二度と会えないような気がした。


    　つるぎとお兄にいちゃんははぐれたのか、あるいは自みずから姿を消したのか──そばにいない。


    　何だかつるぎは様子がおかしかったし、かがみも動揺していたみたいで、さっき文字チャットに混線してきたひとたちについては、放置されたまま。


    　すべてが混こん沌とんとするなか、わたしは血の気を失ったまま歩く。


    「かがみ！」


    　遠くにかがみの後ろ姿を見つけて、わたしはそちらへ向かおうとする。


    　同時に蝦怒川さんがこちらの浴衣ゆかたの袖そでを、迷子の子供みたいに掴つかんで。


    「何よもう、さっきから……。説明しなさい、あなた、あたしの下げ僕ぼくになるんでしょ？」


    　どこか不安そうに。


    「あなたを、あたしの組織に招くわ。あたしの部下になって、そのちからを、あたしのために用いるのよ。想像もしてなかったけど、それはとても素晴らしいことだわ。長年の宿敵だったあたしたちが手を結び、協力することで、この世界はより良く──」


    「ほんとに、ごめん。蝦怒川さん」


    　彼女を振り払い、わたしは顔をくしゃくしゃにして。


    「世界とかよくわからないよ、でも、かがみが心配なんだよ。だから、わたし行かなくちゃ──ごめん蝦怒川さん、また連絡するから、あとで合流しよう！」


    　言い捨てて、わたしは走る。


    　わたしなりの全速力で。


    　今のわたしなら、わざわざわたしの幻覚をまとったたまを走らせないでも、思念だけ飛ばしてかがみと会話することはできた。


    　だけど、それじゃだめだ──かがみが遠いよ。


    ささみさん【ごめん、たま。もうちょっと、急いで】


    tama【うん。かがみ姉ねえのこと、よろしくお願いします】


    　たまの驚異的な身体能力を発揮し、人混みをジグザグにすり抜けて、かがみの元へ。


    　取り残された蝦怒川さんは、ぽつんと突っ立って。


    「何なのよ、もう」


    　拗すねたように、地面を踏みつけながら。


    「当代の『月つく読よみの巫み女こ』を確保したと思ったのに。無駄な戦闘をせずに『月読神社』をくだし、パパの仇かたきを討うてたって……。長年の因いん縁ねんに終止符をって──何なのよ、あの娘こ。あ、あたしの奴隷になったんじゃないの？　どうして思いどおりに動かないのよ？　これだから人間って嫌きらい、意味がわからなくて嫌い、他人と関わるなんてこと無意味よ、わけがわからない……」


    　その姿は、恋人にふられたみたいだった。


    キツネちゃん【縁日の進行は、あたくしが万全に行っておりますわ】


    　気き遣づかわしげな、通信が入る。


    キツネちゃん【『翼よく将しようガルーダ』も、配置についたみたいですわね。すべては滞とどこおりなく進行中──計画は次の段階に進めますわ。もはや、誰にも止められません。お覚悟を、『おじょうさま』。今から中止になんてできません、あとは最善を尽くすのみですのよ？】


    ジョー【わかってる】


    　蝦え怒ど川がわさんは周囲を見回し、どこか物寂しい喧けん噪そうのなか、独りぼっちで。


    「ふん。何よ、ちょっとは楽しみだったのに。いっしょに縁日をまわるって──あたし、初めてだったから。下げ僕ぼくになった鎖さ々さ美みさんに食べ物を買わせて、金魚すくいをして、あちこちで写真を撮って……。すこし、面白そうだなんて思っちゃったのに」


    　吐き捨てると、項うな垂だれて。


    「これが最後になるのだから、これから世界は変へん貌ぼうしてしまうのだから。思い出に、同年代の子供と遊んで、騒いで──なんてね、期待していたわけではないけれど。高貴な、このあたしには、そんなのは似合わないのだけど」


    　我わが身を抱きよせて、自じ嘲ちようするように。


    「いいわ、これがあたしの生きる道……。パパが望んでくれた、あたしの運命。受けいれて、高笑いしながら、突き進むまでよ。独りぼっちでも」


    キツネちゃん【最後まで、あたくしがお付きあいしますわよ──『おじょうさま』】


    子守り【僕のことも忘れないでくれよ。『翼よく将しようガルーダ』もね。君の身体からだのなかにも──目的を同じくする仲間がたくさんいる。君は独りじゃないんだ】


    　心配そうなそれらの言葉も、無視するように、蝦怒川さんは人混みのなかに紛まぎれて消えた。
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    　かがみは早足で歩いているだけだった。


    　だから、たまの全力疾走だったら、すぐに追いつく。


    　かがみも逃げているわけじゃなく、ただ目の前を見つめたまま夢中で進んでいるだけのようで、正面に回りこむと夢から醒さめたみたいに「はっ」と顔をあげた。


    ささみさん【……かがみ？】


    　何だか心配になって、わたし自身の言葉を文字で表示すると、彼女は顔をあげた。


    　そして意外なことに、両目に涙をいっぱい浮かべて──項うな垂だれたのだ。


    　むかしの童女のように切り揃そろえられた前髪が、彼女の表情を隠す。


    　かがみは耳まで真っ赤になって、うう、うう、と唸うなっていた。


    「見ないでください」


    　絞りだすような、ちいさな声だ。


    「わたし、おかしいのです。あなたの前では、格好つけていたいのに。このままでは、何か嫌いやなことを、言ってしまいそうで。喜ぶべきなのに、応援するべきなのに──それが約束だったのに、わたし、蝦え怒ど川がわさんと仲良くなろうとするあなたを見ていると……」


    　浴衣ゆかたをぎゅっと握りしめて、彼女はまるで謝ってるみたいに、頭を垂れている。


    「自分でも、よくわからないのです。どこか、機能が、壊れているのです。メンテナンスが、必要なのです。だから、あなたのそばにいてはいけないのです。わたしはロボットだから、故障したら、人間のそばにいてはいけないのです」


    　わたしはいろんなことを言いたかった。


    　あなたはロボットなんかじゃない。


    　格好なんてつけなくてもいい。


    　応援すらしなくてもいい。


    　だけど、そばにいて。


    　でも言葉がでなかったから、わたしは、彼女を抱きしめた。


    　触れている身体からだは、たまのものだけど──温かみが届けばよかった。


    　かがみはされるがまま、ついに涙が零こぼれて、呻うめいた。


    「わ、わたし。蝦怒川さんのこと、疑っている。変なひと、怪あやしい、何か企たくらんでいる──そう思ってしまう。だけど、それは冷静な観測の結果ではなくて、わたしの醜みにくい心が生んだ錯覚かもしれなくて、でもいつかわたしは自分を制御できずに──あなたの友達になるかもしれない、彼女に酷ひどいことをしてしまうかもしれない」


    　震ふるえて、かがみもちいさく、こちらの浴衣を握りしめた。


    　抱きあっているとはとても言えない、鳥の雛ひなが互いに寄り添うような抱ほう擁ようだった。


    「だから、離れないと。わたしみたいな、人間とはちがうものは。あなたに──大事なひとに、友達ができるのに。望みを叶かなえ、幸せになろうとしているのに。それを応援できない、このような故障した反応を見せるわたしは、そばにいてはいけないのです」


    　いつも無口な彼女が、たくさんの痛ましい本音を吐きだした。


    　わたしは、産うぶ湯ゆにつかる心地よさで、それを受ける。


    「どうして、どうして追いかけてきたのですか。せっかく巧うまくいきそうだったのに、わたしは放っておいてもらえたらよかったのに。今は、わたしよりも蝦え怒ど川がわさんでしょう。優先順位を考えなさい、あなたは馬鹿です。愚おろかです。酷ひどいひとです」


    「ごめんね、かがみ」


    　うまく喋しやべれない、だけど伝えたい気持ちはあった。


    　どうしたらいいかわからなくて、原始的な気持ちのまま、彼女の頬ほおにくちびるを這はわせて──その涙を吸った。


    　泣かないでほしかった。


    「かがみは人間だよ、誰よりも人間の女の子だよ。だから傷ついたんだ、わたしが傷つけちゃったんだよ。だから、謝るのはわたしなんだよ。泣かないで、かがみ。ごめんなさい。信じて、たとえわたしがどれだけ変わっても、誰と関わっても、世界がどうなっても──わたし、かがみが大好きだよ。かがみがそばにいないと、死ぬよりつらいよ」


    「だって、鎖さ々さ美みさん──新しく友達を、それは、やはりわたしに足りないところが。人間と比べて、足りないところがあるからで……。わたし、そう思ったら、何だか居たたまれなくなって。消えてしまいたくて、わたし、おかしいのです。壊れてしまったのですよ」


    「ううん。変な言いかただけど、そうやっておかしくなってくれて、わたし嬉うれしいよ。わたしの行動に、かがみが傷ついてくれて、すごく幸せだよ」


    「酷いひとです、あなたは」


    　かがみは囁ささやくと、ぎゅうっと、抱きついてきた。


    「傷つけて、でもすぐにそれ以上に愛してくれる。そんなあなたを、酷いあなたを、嫌いになれるわけがない。遠ざかることが、できるわけがないじゃないですか」


    　こんなに熱くて、尊とうといあなただから。


    　わたしは好き。


    　もっと好きになる。


    　傷つけあっても、いつかそれを互いに赦ゆるせると、信じられるあなただから。


    　遠くで花火があがって。


    　それを見物していたのだろう──通りすがりのクラスメイトたちが。


    「おぉ、邪や神がみさんと月つく読よみさん、あんなところで抱きあって……」「しっ、今いいところなんだから黙って！」「抱きあうどころか、さっきはほっぺにチュウまでしていたのよ！」「おめでとう！　おめでとう！」「末永く幸せに！」「二年左組のみんなはずっと、ふたりのことを遠巻きに応援してるからね！」


    　そんなふうに──。


    　気が抜けるような、甘あま々あまのハッピーエンドで終わっていれば良かったのだけど。
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    　陽ひが沈みかけて祭りは佳か境きように入り、人混みもさらに激しくなっていた。


    　祭り囃ばや子しが鳴り響き、売り子の威勢のいい掛け声と、人々の声がひとつの旋律となる。


    　かがみと仲直りしたわたしは、花火が盛大にあがるなか、縁日を巡っていた。


    　蝦え怒ど川がわさんには何度かメールや電話をしたのだけど、無反応。


    　自分から呼びだしておいて置き去りにしたりとか、かなり失礼な態度をとってしまったし、気位の高い彼女を怒らせてしまったのかもしれない……。


    　それを思うと憂ゆう鬱うつだけど、やっぱり祭りも楽しーよね。


    「わーいわーい☆」


    　まったくテンションの落ちていないたまが、くるりとターンして姉を呼ばわる。


    「かがみ姉ねえかがみ姉！　じゃなくて、お姉様！　こっちこっち！　大道芸してるひとがいるお！　うわぁ、口から火を吐いてる！　火傷やけどしないのかな、たま──わたし心配！」


    「超元気ですね、あんた──わたしはもうぐったりなのですよ」


    「たっのしーね☆」


    「人いきれがするのですよ……すこし休憩したいのです」


    　などと言いながらも、わりと機嫌がよさそうで。


    「ほら、射的をやってますよ。お金はだしてあげますから、やってみなさい？」


    「ほんとー？　わぁ、あのねー、えっとねー、あの超合金ロボ欲しい！」


    「子供って変なもの欲しがりますよね……どれどれ」


    　ごく平凡な射的屋さん。


    　一メートルほどの距離を置いて棚が配置され、そこにぬいぐるみだの、ゲームソフトだの、子供の欲しがりそうなものが並んでいる。


    　コルクをぶっ放す玩おも具ちやの銃を貸しだされ、姉妹が並ぶ。


    「ちょーごーきん♪　ちょーごーきん♪」


    　危あやうい手つきで玩具の銃を構え、たまが笑った。


    tama【ねぇねぇ、かがみ姉も超合金だったりする？　ろぼっとなんでしょ？】


    かがみん【さぁ、どうでしょうね。『アラハバキ』のつくっている『神霊』を宿らせる霊的ロボットの製法は、部外秘ですので。詳細は不明です。仕様書を見るとミスリルとかオリハルコンとか書いてあるのですが嘘うそくさいのです】


    『ロボット』という単語を、屈託もなく口にしながら。


    　いつもの表情に戻ったかがみの横で、たまが狙ねらいをつけて──。


    「えぇいっ☆」


    　解き放たれたコルクが、店員のおじさんにスコーン☆


    「うわあ!?　どうしてあなたは何をしてもトラブルに発展させるのですか!?」


    「ちょっとずれた……次こそ直撃させるお！」


    　今度はおじさんのおでこのど真ん中にスコーン☆


    「ごめんなさい、おじさん！　この子に悪気はないのです！」


    「とどめだーっ！」


    　最後の一撃はおじさんの顎あごに直撃し、脳を揺らされたおじさんは後方にぶっ倒れた。


    　おじさんを倒してどうする。


    「あなたって子はもう……！」


    　慌あわててたまの手をひいて逃げてから、かがみがふと、周囲を見回した。


    　たまが「かがみ姉ねえ？」と小声で姉を呼んだが、返事はない。


    　かがみは引きつった表情で、群衆のなかを睨にらみつけている。


    かがみん【たま、ここで待ってなさい。すぐに戻ってきますので】


    tama【なぁに、かがみ姉？　おトイレ？】


    かがみん【そのようなものです。いいですか、ここから動いてはいけませんよ。鎖さ々さ美みさん、たまのことよろしくお願いします】


    ささみさん【何、どうしたの？】


    かがみん【いえ、杞き憂ゆうだとは思うのですが……すこし失礼するのです】


    　かがみが素早く人混みのなかに消えた。


    　小柄な彼女はすぐに埋もれて見えなくなる。


    　たまは取り残され、「ここで待ってなさい」という指示に忠実に、ぽかんと突っ立った。


    　その内心が、わたしにも伝わってくる。


    　たまが見ているのは、神と人が交わるご縁の一日──特別な非日常、祭りの風景。


    　誰もが笑顔で、語らいながら、聖なる喜びのなかにいる。


    　独ひとり言みたいに、たまは誰にも聞こえない声で。


    「たま、どんな国をつくればいいのか、どんな神様になればいいのか──まだ、よくわからないけど。きっと、こんなふうな、笑顔でいっぱいの……」


    　そこまで独りごちて、不意に彼女は気づいた。


    　周りから、ざわめきが失われている。


    　痛いほどに静かだ。


    　喧けん噪そうが立ち消えて、静寂が満ちる。


    　直後だった。


    　立ちすくんだたまは、それを見た。


    　周りを思い思いに歩いていたはずの人々が、一斉にこちらを見た。


    　全員、お面をかぶっている。


    　人だか神だか区別がつかない。


    　そして同時に彼らは──。


    　溶けて崩れた。


    「ひっ」


    　息を呑のむたまは、すぐに理解した。


    　溶けたのではない、分解したのだ。


    　通行人たちは着ていた衣服やお面のみを残して、散らばった。


    　それは人間ではなかった──そのかたちをした、奇妙な液体だった。


    　たまが状況を把握できず、戸惑うなか──その液体はこちらに向かってくる。


    　素早すぎて、反応できない。


    　たまの全身をぬるぬると液体が這はい回る……。


    「きゃ、きゃあああ!?　何!?　何なのこれーっ!?」


    　必死で暴れるたまの姿が、液体に埋もれて見えなくなる。


    ささみさん【たま!?　たまーっ!?】


    　わたしは必死で呼びかけたけれど、あまりにも無力だった。


    　同時に視界にノイズが走り、わたしの意識は曖あい昧まいになって──やがて途切れた。
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     第七話／僕の視点③合成神仏・蝦え怒ど川がわ情雨じょう


    



    　僕は『神の視点』で全体を俯ふ瞰かんする。


    　三人称小説のように、様々な人物の行動を、いちだん高いところから観察する。


    　これはそれなりの霊能力の持ち主なら、誰でも可能なことだけど。


    　現在この『異界』──九く頭ず竜りゆう神社が存在する島とその周囲は『外』と切り離された。


    　よって、僕も『異界』の内部のことしか把は握あくできない。


    『異界』はひとつの国のなかに発生した他国ともいえる。


    　その内部の『神々』の種類と濃度にもよるが、そこでは中央神話の『最高神』──アマテラスですらお客さままろうどである。


    　そのちからは制限され、『異界』の世界観に毒される。


    　お風ふ呂ろのなかに、水を張った風呂桶おけを浮かべた状態を想像してくれるといい。


    　僕らはそのちいさな風呂桶のなかにいる。


    　水はだんだんと周囲のお湯に熱せられ、同質化されていくけれど、僕らは風呂桶に氷を投入し、独自の環境を保っている。


    　邪や神がみ三姉妹たちは、そこに入りこんでしまった、お湯の一滴だ。


    　すぐに冷えて、取りこまれ、逃のがれられない。


    　まぁもっとも、その一滴があまりにも高温すぎて、風呂桶のなかの水を瞬時に蒸発させないともかぎらないのだけど。


    「………？」


    　どうやら、つるぎも『異界』が『外』と完全に切り離されたのを察知したらしい。


    　瞠どう目もくし、舌打ちしてから、周囲をきょろきょろと見回した。


    「完全に切り離されたか──あたしたちは『異界』のなかで孤立しちまったな」


    「どうしました、つるぎ先生？」


    　そわそわと落ちつきがない月つく読よみ神かみ臣おみが、ちびっこ先生を見下ろして小首を傾かしげる。


    　ふたりは他のみんなと別行動をとり──というか、つるぎが神臣を無理やり引きずって、この島にある神社のひとつにやってきていた。


    　いちおう『神々』の端くれとして、この島の神社に詣もうでているらしい。


    　いわば、つるぎたちはホームパーティに紛まぎれこんだ通行人のようなものだ、宴＝縁日に参加するなら主催者に挨あい拶さつするのは当然である。


    　若者どもにはそんなの退屈だろうし、何やらつるぎの苦手な青臭いものがたりが展開中みたいなので、大人ふたりで別行動していたのだ。


    　崖がけっぷちの、岩の亀き裂れつのなかに存在する神社。


    　周囲は波が荒れてきている海で、足場が酷ひどく悪い。


    　けれど、つるぎが目当てとしていた神様の気配は、ここにもなかった。


    　つるぎが振りかえると、鳥居が黒くろ焦こげの木炭になって転がっている。


    　ここにも落雷があったのだろう。


    「あちこち巡ってみたけど、落雷は巨木や奇岩などの霊的スポットや、神社の鳥居や鎮守の森──それから塞さいの神に道祖神、お地蔵様なんかをひとつ残らず破壊してる」


    　独ひとりごちて、考察する。


    「それらを破壊されたからって神様が即死するわけじゃねーけど、それぞれの霊的スポットに準なぞらえてかたちを規定されていた『神々』が、純粋なエネルギーとなって噴出されちまうことになる。神域と世間の、あの世とこの世の、神の世界と人間の世界の境界が曖あい昧まいになって……」


    　キャンバスのうえに、それぞれ赤青黄色とわけられていた絵の具が、混ぜあわされる。


    　そんなイメージである。


    　集められた膨大な『量』の混沌色が何をもたらすのか、つるぎにも予想できない。


    「さっき混信してきた妙な連中のことも気になるし、こりゃ、本格的にまずそうな気配だな──おい月つく読よみ、みんなと合流して……って、何してんだおまえ？」


    　見ると、神かみ臣おみはつるぎの腰のあたりを抱いて、軽々と持ちあげていた。


    　高い高い、みたいな。


    「場合によっちゃあ殴なぐるぞ。何のつもりだコラ」


    「満みち潮しおになってきたみたいで、このあたり足場が悪くなってますから。歩きにくいでしょうし、僕が抱っこしてあげます。みんなのところに戻るんでしょう？」


    　語りながら、お姫様抱っこ。


    　つるぎは憮ぶ然ぜんとして。


    「おまえなぁ、抱っことか──ガキじゃねーんだからよ。まぁ、たしかにふつうに歩いたらせっかくの浴衣ゆかたがずぶ濡ぬれになるし、助かるけどさ」


    　海面が上昇し、きたときは普通に歩けた順路が水浸しになっている。


    　神臣は長い足を動かして、飛び石を足場にし、ひょいひょい移動している。


    「こんな情けない姿は生徒に見せられねーな……」


    　とほほ、と溜ため息いきをついてから、つるぎは落ちないように神臣の服をぎゅっと握って。


    「ほんとは、二人きりになって──問いつめようと思ってたんだけどな。おまえの正体について。もしあたしの推測が正しければ、言ってやりたいこと、たくさんあったけど」


    　ちいさな声で。


    「まぁ、いいか。おまえがそうして、すべて忘れたみたいに──あるいは、必死で隠そうとしているなら。あたしも、気づかないふりをして、呑のん気きな日常を……」


    　語りながら、体温のせいか、ちいさな揺れのせいか──眠くなっちゃったのか。


    「だけど今は、もうちょっとだけ……こんなふうに、ね、お兄ちゃん」
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    　そんな教師ふたりのはるかな高空──。


    　展開されている『異界』の頂上部、成層圏に、異様な存在が浮かんでいた。


    　全長二十メートルほどの、巨大な鳥ロツク鳥である。


    　迷彩柄の羽毛に、感情のない双そう眸ぼう。


    　それは悪徳オカルト結社『アラハバキ』に所属する武闘派の筆頭、『翼よく将しようガルーダ』の変化した姿、あるいは真の姿である。


    『翼将ガルーダ』は地方神話の『最高神』クラスとすら対等に戦える強大な『神々』だが、あまりにも強すぎる破は魔まのちからをもつため、今回の作戦の主流からは外されていた。


    　彼が本気で行動したら、構築されたこの『異界』が吹っ飛ぶ危険性があるのである。


    　そのため、今回の彼は他のみんなの援護と、鳥居などを落雷で破壊し『神々』を『異界』のなかに拡散させる役目を請けおっていた。


    　思考能力のほとんどない『翼将ガルーダ』にとって、与えられた任務を達成することのみが目的であり、余計な感情や思惑は存在しない。


    　今も、全体をまさに鳥ちよう瞰かんしながらも、己おのれの主の指令を淡々と聞いていた。


    ジョー【作戦は開始されたわ。現時点をもって悪徳オカルト結社『アラハバキ』による世界征服計画は発動する。あたしが邪や神がみたまを、玉たま藻もの前まえが邪神かがみを、ガルーダが邪神つるぎを、それぞれ押さえるのよ】


    子守り【彼らには縁日をとおして大量のエネルギーを供給してもらったけど、こちらの作戦を邪じや魔まされても困るしね。もはや用済みだし、始末しても構わないよ。あとは情雨じようがつつがなく『旧神』──『九く頭ず竜りゆう』の復活を完遂するだけ】


    『神々』は、その世代によって三種類にわけられる。


    　すでに引退し、あるいは討伐されたり忘れられたりして、人間の世界と関わることをやめてしまった存在──『旧神』。


    　ごく当たり前に活動している、現役の存在──『神々』。


    　今の時代を否定し、次の時代を担う存在──『次世代神』。


    　この三種類の『神々』は、同じ時代に共存しうる。


    　いわば、定年退職したお祖じ父いちゃんと、会社で働いてるお父さんと、高校生の息子が同じ家で暮らしているようなものである。


    　そして今回の『アラハバキ』の作戦は──すでに隠居している『旧神』を、お祖じ父いちゃんを、無理やり家から引きずりだして、会社とかで労働させるような行為なのだ。


    　その全盛時の能力を上手に引きだしてやれれば、『旧神』は現役の『神々』に決してひけをとらない。


    　むしろ現代には存在しない特殊な、強力な技能を発揮してくれる場合も多いのだ。


    　だが所詮は現役ではない『神々』である、働かせるにはドーピングが必要だ。


    　それこそが今回催された縁日であり、これから情雨じようが執とり行う秘ひ儀ぎと呼ばれる行為だ。


    　ちなみに『旧神』の多くは現代につづく神話、中央神話のなかで化け物と呼ばれ討伐された存在であり──今回、『アラハバキ』が狙ねらっている『九く頭ず竜りゆう』もそうだ。


    　龍とは総じて悪であり、正義によって退治される化け物の首しゆ魁かいである。


    　否定され、歴史の闇やみに葬ほうむられた『旧神』の無念を、これから僕たちが晴らしてやる。


    キツネちゃん【『始末する』なんて簡単に言いますけどね、邪や神がみ三姉妹は仮にも『最高神』から派生した強大な『神々』ですわよ、ほんとうに勝てますの？】


    ジョー【万全よ。あなたにも、とびっきりの秘密兵器を与えてあげたじゃない。『異界』は閉じたから、『外』の『神々』の余計な邪じや魔まも入らないはずだしね──ま、あとで鎖さ々さ美みさんとすこし会話したいから、通信用の穴を一時的にあけてもらうけど】


    キツネちゃん【月つく読よみ鎖々美と？　あぁ、彼女は天あめの沼ぬ矛ぼこ町の自宅にいるんですわよね──だけど、彼女と何を話すことがありますの？】


    ジョー【ふふ、鎖々美さんはすでにあたしに降伏し下げ僕ぼくになることを誓ちかったわけだからね、仲間と呼んでもいいはずよ。だから、あたしたちのために利用してやるのよ。彼女にはあたしたちの道具になる価値がある……】


    子守り【うわ、まだびみょうな勘違いを引きずったままだった……。無理して鎖々美さんを計画に組みこむのは、僕はちょっと反対だけどね。まぁ、情雨じようがせっかくできたお友達と一緒に何かしたいというのは、気持ちは理解できるけど】


    ジョー【だからお友達なんて言葉の意味はわからないわよ！】


    キツネちゃん【……無駄話をしている場合ではありませんのよ。ここから先は一分一秒が正念場ですわ。こちらは標的邪神かがみを誘いだしてます──邪神たまがそばにいるので、引き離してみたのですけど】


    ジョー【助かるわ。良い子ね、玉たま藻もの前まえ。こっちも邪神たまが孤立したから、襲撃してるとこ。『翼よく将しようガルーダ』も攻撃を開始なさい──手加減はしなくていいわ、邪神つるぎは衰おとろえたとはいえ元・太陽神……遠慮しながら戦って倒せる相手じゃないもの】


    子守り【邪神つるぎのそばには、月読神かみ臣おみもいるみたいだけど？】


    ジョー【あら、気になるの？　そうねぇ、淡あわ島しまさま──あなたはそうでしょうけど、あたしには関係ないわ。世界に否定されて、それでもみじめったらしく居座っている死にぞこない……目め障ざわりだわ、いっしょに捻ひねり潰つぶしてやりなさい】


    子守り【死にぞこないというなら、僕も同じなのだけど】


    ジョー【……あなたはいいのよ、役に立ってるもの】


    がるうだ【攻撃を開始する】


    ジョー・子守り・キツネちゃん【【【ガルーダが喋しやべった!?】】】


    　驚く仲間たちに首を傾かしげつつ、『翼よく将しようガルーダ』がその全身から破は魔まの落雷を迸ほとばしらせる。


    　それは神かみ臣おみの腕のなかで、すっかり油断していたつるぎが「はっ」と顔をあげたその刹せつ那な──無む慈じ悲ひに彼女の全身に迸り、『神々』としての彼女の存在を爆撃する。


    　岩場とその亀き裂れつにある神社ごと、派手に吹き飛ぶつるぎたち。


    　容よう赦しやせず、ガルーダは続けざまに次々と落雷を解きはなった。


    がるうだ【攻撃命中。目標沈黙。作戦通り九く頭ず竜りゆう神社へ移動を開始する】


    キツネちゃん【幸さい先さきいいですわね、あたくしも負けませんわよ！】


    子守り【みんな、怪け我がにだけは気をつけて。君たちは『アラハバキ』最後のメンバーなんだ、これ以上数が減ったら僕が寂しいよ？】


    ジョー【じゃんじゃん行くわよ、悪徳オカルト結社『アラハバキ』──総攻撃!!】


    　楽しそうな情雨じようの宣言が、そのまま、平穏につづいていたこの世界への宣戦布告だった。
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    　次女かがみも異変を察知していた。


    　呑のん気きに祭りを楽しんでいたはずの人々が、まるで尻しり子こ玉だま＝生命を抜かれたように、その場にへなへなと倒れていく。


    　毒ガスでも散布されたのかと思うような光景だ。


    　スピーカーから垂たれ流しにされるちゃらんぽらんなＢＧＭがうつろに響くなか、失神した人々の間をかがみは走っていく。


    　周りのひとたちや、残してきたたまのことは気になるが──それ以上に。


    「やはり……！」


    　並んだ原色だらけの屋台の群れ。


    　揺れる提ちよう灯ちん。


    　鉄板のうえで放置された食べ物が焦こげる香ばしい匂においがするなか、夢のようにふわふわと走る少女がいる。


    　九つの尻しつ尾ぽを生やした、小学校低学年ぐらいの女の子だ。


    　彼女だけは他のもののように気を失うこともなく、優雅に移動をつづけている。


    　いかにも怪あやしい。


    　かがみは先ほど、群衆のなかにこちらを恐ろしい目つきで凝ぎよう視しする彼女を見つけ、気になって追いかけてきたのだ。


    　この世の終わりみたいな光景のなか。


    　ぶるっと全身を震ふるわせ、かがみが前方を睨にらみつけると。


    「………！」


    　少女がいつの間にか振りかえって、こちらを見据えていた。


    　人々が倒れ伏した、広場である。


    　盆踊りとかをやるつもりだったのか、和わ太だい鼓こが置かれた櫓やぐらが組まれ、奥には舞台もある。


    　少女はいくつも置かれた灯とう火かのそばで、炎に照りかえされ、ぞっとする微笑を浮かべている。


    「お久しぶりなのです」


    　かがみは数メートルをおいて対たい峙じし、片手を銃口のように相手に向ける。


    「何を企たくらんでいるかは知りませんが──」


    「けけけけ！」


    　少女のそばの灯火がふっと消えて、代わりに青白い狐きつね火びが浮かぶ。


    「ご無ぶ沙さ汰たしておりますわね──こうして顔をあわせるのは何年ぶりかしら、『炎えん帝ていカグツチ』。ずいぶんと雰囲気が変わったものだから、最初はわかりませんでしたわ」


    「玉たま藻もの前まえ」


    　かがみはその名を呼び、ぎりりっ、と歯は軋ぎしりをした。


    　かがみは『外敵』に呪のろわれた『最高神アマテラス』が、その忌いまわしい部分を切り離したいちぶから生みだされた霊的ロボットである。


    　それを為なしたのは──悪徳オカルト結社『アラハバキ』。


    　意思のない人形として、戦争の道具として、彼らが自分をつくったのだ。


    「姉さんが遭遇したという話は聞いていたのですが、まさか生きていたとはね。相変わらず、しぶといのですね──妖よう怪かいふぜいが」


    「国を傾けるには妖怪ふぜいで充分。それに、この国じゃあお稲荷さんウカノミタマが狐きつねの権威をあげてくれましたからね、あたくしはそのお零こぼれを頂ちよう戴だいして『神格』を高めてますのよ」


    　尻しつ尾ぽを揺らし、玉藻前は「くすくす」と笑った。


    「とはいえ、組織において『翼よく将しようガルーダ』と並び称された、神殺しの『炎帝カグツチ』を宿すあなたと正面から喧けん嘩かするのは正直ちょっと勘弁ですが──これも『おじょうさま』の命令。すべては悪徳オカルト結社『アラハバキ』のために、ですわ」


    「『アラハバキ』……まだ存在していたのですね。たしかに、このようにたくさんの人々を巻きこんで危険な『怪異』を引き起こすのは、あなたたちの十お八は番こでしたけど」


    　かがみは組織のなかで恐れられていた存在だが、所しよ詮せんは末端である。


    『アラハバキ』の全容も、目的も知らない。


    　その首領が誰であるかも──。


    「何を企たくらんでいるか知りませんが、これ以上の狼ろう藉ぜきはゆるしませんよ。いいえ、あなたたちの存在すべてを、現代の神話は認めません」


    「偉そうに。『最高神』の系譜だからって、この国の代表者気取りですの？」


    　玉たま藻もの前まえがおもむろに、自分のそばに滞空している狐きつね火びを投げつけてきた。


    　かがみは咄嗟とつさに身をひいてかわしたが、狐火は宙を飛翔するうちに酸素を採りいれ膨ふくれあがり、劫ごう火かと化した。


    　かがみの背後にあった屋台が爆破炎上する。


    「あら残念」


    　お手玉をするみたいに、狐火をもてあそびながら、玉藻前は語る。


    「あなたの『鏡』は厄やつ介かいですからね。今回の作戦が見事に達成されるまでは、あなたの動きを封じておくようにとの、『おじょうさま』の命令ですわ。あたくし、喧けん嘩かはそんなに得意でもないのだけど」


    　その言葉に反して、膨大な殺意を渦巻かせて。


    「あたくしは傾けい国こくの美女、国を滅ぼすプロフェッショナル──金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねの誇りをもって、この世界征服を成功に導きましょう」


    「下等な動物霊ごときが偉そうなのですよ！」


    　かがみの手のひらが展開し、奥から出現した霊的マシンガンが火を噴ふいた。


    　流れ弾が倒れた人々に当たらぬよう気をつけなくてはいけないので、狙ねらいが甘くなる。


    　軽やかに跳躍し、玉藻前は手て鞠まりのように跳ねて回避。


    「ちょこまかと！」


    「獣けものですもの」


    　くるくる回転し、信じがたい速度で玉藻前が接近してくる。


    　そのちいさな指先に、ナイフのように尖とがらせた爪つめ。


    　それで引っ掻かいてくる。


    「ぐっ……!?」


    　慌あわてて回避したが、浴衣ゆかたをすこし切り裂さかれた。


    　実戦から遠ざかり、甘美な日常に耽たん溺できするうちに、かがみは戦場の空気を忘れかけていた。


    　自みずから己おのれに課している制限や封印もある。


    　真横におおきく跳びすさって距離をおきながら、必死で玉藻前を倒す算段をつける。


    　以前は何も考えなくても、身体からだがひとりでに動き、相手を滅ぼせたのに。


    　弱くなってしまった。


    　それが人間らしくなるということなのだろうけど、今だけは厄やつ介かいな問題だった。


    「『鏡』の発動を嫌いやがってるってことは、それを実行してやれば──いえ、すべての『改変』をリセットする『鏡』を使ったら、この『異界』がどうなるか……」


    　この『異界』がどのような性質をもつのか、かがみには把握しきれていないのだ。


    「余よ所そ見みをしている場合ですの!?」


    　渦巻く炎が噴ふん出しゆつし、こちらを狙ねらってくる。


    　回避したかがみのそばで櫓やぐらが燃えあがり、ちょっとしたキャンプファイアのようになる。


    　陽ひはまもなく完全に暮れようとしている。


    　薄暗い世界で、狐きつね火びのみが目立っている。


    「けけけ、ちからが漲みなぎってきますわ」


    　ちいさな身体からだでぴょんぴょん跳ね回り、玉たま藻もの前まえが攻撃を繰りかえしてくる。


    「国乱るるとき、九きゆう尾びの狐きつねは最も昂たかぶる。無論、地力の差はありますし──あなたが本気になったら、あたくしなど蹴け散ちらされてしまいますが。地の利、状況、駆け引き、あらゆるこすっからい手段を用いてでも、せいぜい時間稼ぎさせていただきますわ♪」


    　彼女がくるりと回転し、直後、その両腕に見覚えのない刀剣が出現する。


    　よく似た、諸もろ刃はの剣だ。


    　小柄な玉藻前の背丈よりも、あきらかに刀身は長い。


    　装飾がちりばめられていて豪華で、そのぶん重そうだ。


    　玉藻前はややふらつきながら、二刀を両手を広げるように構える。


    「右手に、いわさくの剣。左手に、ねさくの剣」


    　その単語に、かがみの胸の奥でざわめくものがある。


    　あの二振りの刀剣──間違いなく神格化された武器、神剣あるいは魔剣には、覚えがある。


    　かがみ自身の記憶になくても、この身体に宿された『神霊』には。


    「あなたのために用意しましたのよ？　神話において、母殺しの罪で処刑された『炎えん帝ていカグツチ』を切り裂さいた刀剣──それが神格化されたのが、これですわ。多少、あたくしには身に余る武器ですが、使いこなしてみせましょう」


    　素早くその場で剣を振りまわし、神妙に構えて。


    「印度インドの変則剣法、中華の戦略剣法、日本の祭儀剣法──どれがお好み？　三国一の美少女が、あなたの望むままに、なますに斬ってやりますわ……!!」


    



    
      †　†　†

    


    



    　夜が近づくにつれて、僕の自我は表出してくる。


    　だがそれは『蝦え怒ど川がわ情雨じよう』が弱体化するということを意味しない。


    　彼女はむしろ中央神話になじまなかった『神々』や、諸外国から逃のがれてきたものたちを多く習合していて、太陽の支配が及ばない夜にこそ活性化する。


    　夜に情雨じようが自我を手放してしまうのは、身体からだに宿した多くの『神霊』が活性化しすぎて、それを抑えこむのに精一杯になるからだ。


    「さっきから、頭のなかでぶつぶつ喧やかましいわよ」


    　情雨がしかめっ面つらをして、軟なん膏こうをおでこに塗った。


    　彼女は今夜、無理して『起きて』いるようだ。


    　呪じゆ具ぐで僕の意識を抑えつけ、『蝦え怒ど川がわ情雨』のまま儀式を執とり行うつもりらしい。


    「何か言いたいことでもあるの？」


    　僕に自分の意思なんてないさ、可愛かわいい情雨。


    　僕は君が羨うらやましいよ。


    　狂おしいほどに何かを求めて、活発に行動する。


    　僕にはそんな気持ちはないし、ゆるされなかったから。


    　僕は生まれてすぐにその存在を否定された。


    　そんな僕を拾って、こうして同居させてくれる、君にはこれでも感謝してるんだ。


    「何よ、気持ち悪いわね」


    　そんな彼女は御み輿こしのうえに腰かけている。


    　隣には、幻覚を解かれてその姿を晒さらした邪や神がみたまが、昏こん睡すいしている。


    　御輿を担ぐのは液体が寄り集まったひとがたで、お面をつけて無言で歩いている。


    　山のなかである。


    　鬱うつ蒼そうとした木々。


    　星の光も届かない漆しつ黒こくのなか、お面の集団が灯ともした松たい明まつだけが明るい。


    　鈴すず。銅どう拍びよう子し。鞨かつ鼓こ。鼓こ弓きゆう。尺しやく八はち──和楽器の音ね色いろがほのかに流れている。


    　裏の縁日──あるいは秘ひ儀ぎである。


    「結界を敷いて『異界』を構築し、そのなかに強大な『神々』である邪神三姉妹などを招く。鎖さ々さ美みさんを懇親会に招待すれば当然、彼女の保護者気取りの三姉妹も動くだろうと予想してね。まぁ、鎖々美さん本人がこの場にこなかったり、予想外のことはあったけど」


    　その代わりに、もしかしたら留守番させられるかもしれなかった邪神たまがきた。


    　三姉妹のなかで最も『神格』が高いのは彼女だから、こちらとしては願ったり叶かなったり。


    「さらに『異界』のなかで縁日を催もよおし、三姉妹や人々のちからを吸いあげる。この島の神社や霊的スポットのほとんどは『翼よく将しようガルーダ』が起こした落雷で破壊されてるから、縁日で発生したエネルギーは行き場をなくし、『異界』のなかに閉じこめられ、飽和する」


    　そのエネルギーのすべてを、この島に唯一残った神域──九く頭ず竜りゆう神社に集約させ、『根の国』にいる『九頭竜』を招く儀式を行う。


    　島にはもともと『九頭竜』の伝承があった──先日、情雨が学校の屋上で召しよう喚かんした九頭竜のいちぶもある。


    　舞台は整えられ、縁もある。


    　手順を踏めば、すでにこの世から失われた『旧神』とはいえ、顕けん現げんさせることは可能だ。


    「ねぇ淡あわ島しまさま、あなた安産の神様でもあるんでしょ」


    　独り言のように、情雨じようが語りかけてきた。


    「だったら祈ってよ、あたしが生みだす新しい国が、とても素晴らしいものでありますようにってさ。……ほら、到着したわよ」


    　御み輿こしは九く頭ず竜りゆう神社と呼ばれる、山の天てつ辺ぺんにある豪華な神社に辿たどりついた。


    　瞬時に空から落雷が迸ほとばしり、鳥居が破壊される。


    　鎮ちん守じゆの森にも炎が宿り、燃え盛る。


    　神域と浮き世の境界が曖あい昧まいになる。


    　膨大なエネルギーが渦巻き、神社のなかに吸いこまれていく。


    　御輿はゆっくりと進み、やがて本殿に辿りつく。


    　情雨が顎あごをしゃくると、お面のものが素早く移動し、朽くち果てた押し戸を蹴け破った。


    　ご神体が現れる。


    　それは僕には、石に見えた。


    　不気味に尖とがった石だ。


    　神こう々ごうしさはない──ただ、不気味である。


    「この神社のご神体は龍りゆう骨こつね。おおきな海獣や動物の骨や、掘りだされた恐竜の化石を総称してそう呼ぶのよ」


    　ぶつぶつ言いながら、情雨は罰ばち当あたりなことに、ご神体の龍骨を自分のもとに運ばせた。


    　それに情雨が手を触れると同時に、一ひと振ふりの剣と化した。


    「ドラゴンスレイヤー……あるいは聖ジョージの剣──ってとこね、骨のままでもいいのだけど、持ち運びにくいものね？」


    　好きにすればいいと思うよ。


    　そのご神体には、『異界』に溢あふれたすべてのちからが集約される。


    　そのまま解放しただけで、世界を荒廃させ、人々を皆殺しにできるぐらいに。


    「まだそんなこと言ってるの？」


    　うっとりと聖ジョージの剣に頬ほおずりして、情雨は宣言した。


    「国を滅ぼすわけじゃない。だって、あたしが君臨し、支配する国だもの。侵略って、相手を全滅させたら失敗なの。民も土地もすべて吸いあげ、無血開城──それが最も麗うるわしく、この国らしい征服じゃない？」


    　歌うように。


    「国は滅びないわ。新しく生まれかわるの。いいえ、つくりかえるの──あたしがね。歪ゆがんだこの国の歴史を、神話以前の混こん沌とんに戻し、是ぜ正せいしてあげる」


    　語る声に気づいたのか、たまが薄目を開き、目覚めた。


    　ぼうっとして、「あら、おはよう」などと言っている情雨じように目をぱちくりさせている。


    　たまはその身に宿すちからと権利に比して、精神が未成熟だ。


    　だから姉たちが保護しているのだけど、つるぎもかがみも足止めされている。


    『異界』は完全に『外』と切り離されたから、月つく読よみ鎖さ々さ美みとの接続も断たれているはずだ。


    「あの、えっと、エドガワさん……？」


    「おはよう、たまちゃん」


    「ほわわ──あ、あれ、ママりんがいないお？　たまも、元の姿に戻って……」


    　混乱して、たまは泣きそうになっている。


    　これが人格神の弱点だ。


    　見た目はどれほど大人になっても、内面の成熟はともなわない。


    　喜き怒ど哀あい楽らくがあるために、ときに失敗し、疲ひ弊へいし、あるいは壊れる。


    　だからこそ、この国の『神々』は弱い。


    　もっと強烈で、絶大無比な、コミュニケーションなど必要のない唯一の神格が必要だ。


    　少なくとも、情雨はそれに成ろうとしている。


    「えっと、つるぎ姉ねえと、かがみ姉は？　ママりん、パパりんも──えっと」


    「みんな、ちょっとした用事で外してるのよ。あたしは、あなたのお守りを任されたの」


    「これ、何してるの？」


    　鳥居の焦こげた神社のなか。


    　嘘うそ八はつ百ぴやくを並べたてる情雨の周囲では、お面のものたちが静かに和楽器を奏かなで、舞っている。


    「裏の縁日よ」


    　情雨はにっこり笑った。


    「縁日という非日常空間では、人々と『神々』の、そして神域と浮き世の区別が曖あい昧まいになる。あたしは、それを加速させたの。すべてのエネルギーは膨張し、活性化する。『異界』を閉じた結果、そうして溢あふれたちからは逃げ場を失い、ひたすら飽和していく」


    「………？」


    　戸惑うたまに、情雨は顔を寄せて。


    「裏の縁日は、そうして発生したエネルギーを、神に充じゆう填てんする秘ひ儀ぎよ。神職のものたちがひっそりと実施する、ひみつの儀式。その内容は、祀まつられた神様の逸話や、故事を再現すること。過去の出来事を繰りかえすことで、人々は『神々』にあなたを覚えていますよって、伝える。同時に、自分たちがどうしてこの神々を奉じているのか思いだす」


    　周囲の演奏が加熱していく。


    　繊細な音色の和楽器だが、やりかたによっては酷ひどく耳みみ障ざわりな異音を発する。


    　引っ掻かくような、虫の鳴き声のような。


    　狂乱していくお面のものたち。


    　踊り、身体からだから雫しずくを飛ばし、互いに激突して崩くずれあって、またも再構築されて終わらない祭りを──。


    「あなたにも、協力してもらうわ」


    　言いながら、情雨じようは彼女に聖ジョージの剣を手渡した。


    　おっかなびっくり武骨な刀剣を握りしめ、たまは困惑する。


    　彼女は情雨が嗅かがせた薬品によって意識が曖あい昧まいにされており、ぼんやりしていて、こちらを『捕食』することもできない。


    「た、たま、よくわからないよ。あの、たま、つるぎ姉ねえたちのところ帰る……」


    「あなたの役割は中央神話、あたしの役割は地方神話。あなたは邪じや悪あくな龍を討伐するためにやってきた勇者、だから龍退治の剣を持っているのよ」


    「あの、たま、わからないの」


    　涙目になったたまを無視し、情雨は語る。


    「この神社の秘ひ儀ぎは『九く頭ず竜りゆう』退治の再演よ。旧ふるき神が、新しい価値観をもつ中央の英雄に敗れ、涙ながらに消え失せる。その再現──新しさだけでいえばこの国でいちばんのあなたには、相応ふさわしい役割でしょう、『次世代神』邪や神がみたま」


    　情雨が指を鳴らし、お面のものにひとつの呪じゆ具ぐを持ってこさせる。


    　それは瓶びん詰づめになった、石化した少女の腕。


    　以前、桜こノの花はな咲さく夜や学園のプールで情雨が自みずから切り離した腕に閉じこめた、『九頭竜』のいちぶだ──情雨はあっさり瓶を割ると、腕を己の胸に押し当てた。


    　吸いこまれるように、石化した腕は消える。


    　情雨の身体が隆起を始める。


    　ぼこっ。ぼこぼこっ。


    　異音が響き、彼女の肩が、腹が、太ふと股ももが、内部で何かが這はっているかのように凹おう凸とつをつくる。


    　たまが悲鳴をあげたが、狭い御み輿こしのうえでは逃げ場がなく、わずかに後じさっただけだ。


    「あたしは旧い神、創造神の夫婦イザナギとイザナミの国産みの時点で否定された、もっとも旧ふるい価値観──忘れ去られた『旧神』、『まつろわぬものアラハバキ』。秘儀において、『九頭竜』の役割を果たすのに相応しいでしょ？」


    　情雨は全身に苦痛を感じている。


    　食い荒らされているのだ。


    『九頭竜』の属性は侵略。


    　情雨が身体に習合した『神々』が次々と殺さつ戮りくされ、切り刻まれている。


    　情雨は苦く鳴めいを零こぼしながらどうにか『九頭竜』を抑えこみ、受けいれる。


    　情雨の役割は『九頭竜』。


    　目の前には──『次世代神』邪や神がみたま。


    「さぁ、中央神話の申し子よ」


    　秘ひ儀ぎが始まる。


    「その剣で、あたしを否定しなさい」


    「え？」


    　たまが握りしめた聖ジョージの剣を、じっと見つめる。


    「どういうこと？」


    「あたしを刺し殺しなさいって言ってるのよ」


    　情雨じようがゆっくりとたまに近づく。


    　聖ジョージの剣の刃やいばに身体からだを寄せて、その切れ味鋭い刀身で肌を傷つける。


    　鮮血が舞い散った。


    　艶なまめかしいふたりの少女の姿が折り重なって倒れる。


    　たまが下で、情雨が上だ。


    　倒れた聖ジョージの剣に身体を押しつけながら、情雨がまるで性行為でもするかのように、しきりにたまの服のしたに指を這はわせ、その首筋にくちびるを当てる。


    　否いな、それは──。


    「できないの？」


    「だ、だって。よくわからないよ。た、たま、エドガワさんのことよく知らないもの。刺すって、殺すって、そんなの良くないよ……」


    「そう。あなたが優しく、愚おろかで助かったわ。ここで『わかった！』ってあたしを殺していれば、めでたしめでたしで終わったのにね」


    　情雨はうっすらと微ほほ笑えんで──。


    



    　たまの首筋を噛かみちぎった。


    



    「………!?」


    　血液が噴ふん出しゆつし、たまが瞠どう目もくする。


    　その指先からちからが抜けて、聖ジョージの剣が乾いた音をたてて御み輿こしのうえに転がった。


    　祭りは最高潮となる。


    　炎の照りかえしのなか、返り血を浴びた情雨はまさに化け物のようだった。


    「これから歴史を『改変』するわ。幸い、あたしの仲間にその能力者がいるからね。秘儀は過去の再演。つまり、ここで演じられたものは、過去に行われたこととなる。そのように世界を誤解させる。たとえば『九く頭ず竜りゆう』が大和やまと朝ちよう廷ていに勝利するシナリオを採用すれば、それを基点として過去が、歴史が『改変』される」


    「うっ、ううっ？」


    　じたばた暴れるたまの両手を押さえつけ、情雨じようは血で真っ赤に染まった──まるで紅べにをひいたみたいな唇くちびるで、今度はたまの二の腕に噛かみついた。


    　食いちぎる。


    「やぁぁあああ!?」


    「痛い、痛いの？　神様なのに痛いの？」


    　聖ジョージの剣を奪い、まるで十字架の聖者みたいに。


    　たまの手のひらに刃やいばを貫通させ、その場に縫ぬいとめる。


    「哀れ、勇者は『九く頭ず竜りゆう』討伐に失敗して捕食されました。大和やまと朝ちよう廷ていは『九頭竜』の侵略を受けて、滅び──霧む消しようしました。そんなシナリオを採用し、それをこの国の歴史とするわ」


    「何で……？」


    　大人びた顔で泣きじゃくりながら、たまが問うた。


    「何で、こんな酷ひどいことするの？　たま、何も悪いことしてないよ？」


    「滅ぼされた『九頭竜』も、きっと同じことを思っていたでしょうね──正義や悪じゃないの、異なる価値観が存在するかぎり、争いは起こる。だから、あたしがそれを終わらせるの。すべての『神々』を習合し、この国の唯一神となってね」


    「何を言ってるか、わからんないよう」


    　たまは、ぐずぐずと涙を零こぼしながら。


    「エドガワさん、何でこんなことするの？　ママりんのお友達だから、きっと良いひとだって思ってたのに。学校のひとたちも、みんなエドガワさんが好きだった、信じてたのに……」


    「『アラハバキ』に友達なんていらないわ。唯一神には、家族も、友達も、部下も、何もかも、いらないのよ。たった独りで完成し、たった独りで全知全能なのよ」


    　意地のように言いはって、情雨はたまの胸に指先をめりこませ──引き抜いた。


    　たまは絶叫し、痙けい攣れんし、悶もだえ苦しむ。


    　情雨はたまの身体からだから奪った肉の塊かたまりを、天に捧げ、垂たれてくる鮮血を我わが身で浴びた。


    　動かなくなったたまに、馬乗りになったまま。


    　空を見あげ、情雨は吼ほえる。


    「秘ひ儀ぎは成ったわ。歴史は『改変』され、『九頭竜』は中央神話に勝利し、まつろわぬ民の千年帝国を築きあげる。その歴史の果てにある今なら、『九頭竜』は本来の、その真の姿を取り戻せる。一時的なものでしょうけど、今はそれで充分。その間にすべてを終わらせる」


    　それは、あらゆる意味での宣戦布告だった。


    「誣しいせよ、八や百お万よろずの歴史。弑しいせよ、八百万の神話。不調と失敗だらけの、劣ったこの国を、『神々』を──世界列強にも対抗できる強大な存在につくりかえてあげる！」


    　邪じや教きようの儀式みたいに、抉えぐりだした心臓を捧げ、喰くらって。


    　情雨じようは血の雫しずくを、涙みたいに零こぼしながら。


    「すべてはあたしの幸福のために、つまり、あたしの私し利り私し欲よくのために。中央神話よ、日本神話よ、多神教神話よ──『アラハバキ』に道を譲りなさい！」
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     第三部　クズリュウ


    


     第八話／飢え渇くエネルギー


    



    　わたしが気づいたとき、すべては終わっていた。


    



    　周囲では何もかもが破壊されていた。


    　核戦争の後みたいな、無惨な、世紀末荒野。


    　地平線の向こうまで灰はい褐かつ色しよくをした焼けただれた大地が広がっていて、全身火傷やけどの肌みたい。


    　あるいは、死の世界──月面だろうか。


    　あちこちに建物や乗用車の残骸がボロ切れのように転がっていて、空気は遠くまで見渡すのが困難なほどに真っ青だ。


    　自分の正気を疑うような光景だったが、強く念じてみても、夢でも幻覚でもない。


    　呆ぼう然ぜんとしていると、わたしの意識に、声が刷すりこまれる。


    「……ママりん？」


    　通信が回復したらしい。


    　たまは何かの儀式に利用されていたようで、先ほどまでアクセスできなかったのだ。


    　何があったのだろうか、たまの全身を苦痛と哀しみが満たしている。


    　そして、風か邪ぜなんかとは比べものにならない倦けん怠たい感かん。


    　不安になって、わたしが彼女を心配する言葉を告げようとした瞬間。


    　たまは泣きじゃくりながら、ぽつりと。


    



    「世界──滅んじゃったよ」


    



    　にわかには信じられない言葉だった。


    　けれど、右を見れば荒野、左を見れば荒野──。


    　生きて動いているものの姿はない、地獄のような景色なのだ。


    　おまけに、たまは全身、血まみれである。


    　なぜかその怪け我がを負ったときの記憶は封印されていて、わたしのアクセスを受けつけなかったけれど──首や腕うでを噛かみきられ、心臓を抉えぐられた、生々しい感覚が残っている。


    　傷は治ったようだけど、血液の跡は拭ぬぐわれないまま、おまけに怪我の治療にちからを使い果たしたのか──それとも他に理由でもあるのか、たまは鼓動すら弱々しい。


    　元気だけが取り柄えのような女の子なのに。


    ささみさん【何があったの、たま──ぼろぼろじゃない】


    「あのね、たまね、食べられちゃったの……」


    　ぐずぐずと目元を拭ぬぐって、たまは喘あえいだ。


    「たまを囓かじって、ちからを奪った、悪いひとがいるの。そのひとが、世界を滅ぼしちゃったの。すごく怖い神様を呼びだして、ぜんぶ壊しちゃった……」


    ささみさん【そのひと？　誰がこんな──落ちついて、たま。わたしがいるから、ここにいるから。独りじゃないから、ね？　『そのひと』って誰？　誰に酷ひどいことされたの？　わ、わたしが、とっちめてやるんだから】


    　たますら手酷くやられた相手に、何ができるかはわからないけど。


    　わたしは怒っていた。他にどうしようもなかった。


    　二年生になったら、いろんな可能性が一気に広がって。


    　お友達ができて、毎日なんてことない日常がつづいて。


    　そのはずだったのに、何だこれ……。


    　楽しい旅行のはずだったのに。


    「ママりん……」


    　たまが怯おびえたように、びくってして。


    「あのひとのことは、ママりんには教えない。だって、きっと哀しむもの……。あのひとはね、たまと同じように、他の神様を食べるみたいなの」


    ささみさん【『次世代神』ってこと？　たま以外にもいたの？】


    「んーん、たまとはちがうの。たまは前の時代の神様から、世界を受け継ぐ『次世代神』。あのひとは、無理やり奪うみたいだった……。あの、ごめんなさい、たま──よくわからないの。何もわからないの、たま……」


    ささみさん【いいんだよ、たま。ゆっくり学んで、成長していけば。最初から全知全能だなんて、嘘うそくさいもの。あなたはそれでいいんだよ、いつか大人になったときに、悩んで苦しんだぶん、立派な神様になれるよ】


    「『いつか』じゃ遅いの」


    　たまの声にはちからがなかった。


    「だって世界は滅んだし、もう、誰も生きてないよ。ママりんと、どうしてお喋しやべりできてるのか、わからないくらい。ねぇ、ほんとにママりん？　まぼろしじゃない？　ママりんはほんとに生きてるの？　こんな、独りぼっちは、寂しいよ……」


    ささみさん【諦あきらめないで。まだ他にも生きてるひとはいるはず──つるぎや、かがみだって】


    　必死に伝えたが、たまは長い髪を揺らして、首をふった。


    「ううん」


    　ぞくりとした。


    　たまが『神様の視点』で、世界を睥へい睨げいする。


    　見えたのは、無む慈じ悲ひな現実だった。


    　落雷を浴びてへし折れた鳥居のそばで、黒くろ焦こげになって倒れ、ぴくりとも動かないつるぎ。


    　そして胸と太ふと股ももにそれぞれ古びた刀剣を突き刺され、地面に転がっているかがみ。


    　どちらにも、命はないように思えた。


    　だって、つるぎは『火傷やけど』を通りこして、炭たん化かしているようにしか見えなかったし。


    　かがみは瞬まばたきもしない、うつろな目で、両手足を投げだして動かない。


    　わたしを助けてくれた、強大な彼女らの、無惨な姿に──絶句するしかない。


    　同時に、わたしは認識した。


    　たくさんの屍し体たいが転がっていた。


    　死し屍し累るい々るい──である。


    　呑のん気きに祭りを楽しんでいたのだろう、浴衣ゆかた姿の男女が、折り重なるようにして倒れている。


    　下半身が吹き飛んでいたり、腸や胃袋を零こぼしていたり、顔面の半分が消し飛んで眼球と脳が飛びだしていたり、もがき苦しんで死んだようなひとばかりだった。


    　踏みにじられていた。


    　世界には死が充満していた。


    　幸か不幸か、お兄ちゃんの姿はどこにもなくて──わたしはまだ、ぎりぎり自意識を保っていられたけれど。


    　すべてを把握していてもなお、理性を失いそうになるほど、残ざん酷こくな光景だった。


    「今はまだ、滅んだのは『異界』？　閉じられた、ちいさな世界系のなかだけみたいだけど──結界が取り払われたら、破壊力は世界を巡って、ぜんぶ壊しちゃうよ。だからまだ、ママりんと通信できるし、終わったわけじゃないけど、もうじき、だよ……」


    ささみさん【そんな声をださないで、たまらしくないよ。まだ終わってないなら、止めなくちゃ──どうにかできないの？】


    「無理だよう、たま、ぜんぶ食べられちゃったもの」


    　たしかに、たまの身体からだには余力がまったくない。


    　屍体みたいで、生きて動いているのが不思議なぐらいなのだ。


    　たまからちからを奪った何者かは、たまを殺しきることはできなかった──あるいは絶望感を味わわせるために、生かしておいたみたいだけど。


    　大逆転をゆるすほど馬鹿じゃない、たまからすべてを奪っていた。


    　神様としてのちからも、矜きよう持じも、立ちあがる気力すら。


    「みんなみんな、死んじゃうよ。ママりんも、そのお母さんも、希のぞ美みちゃんも、さっちんも、学校の先生もお友達も──たまのせいで、何もできなかったせいで、弱いせいで、死んじゃうんだ。ごめんね、みんな。守れなかった、何もできなかったよ」


    ささみさん【諦あきらめないで、たま。お願い。まだ何かできることが……】


    　声をかけることしかできない、たまに偉そうな口を叩たたけない、無力なわたしに。


    　不意に、話しかけてくるものがいた。


    



    「そのとおりですわ、あなたがたには──まだ利用価値がありますのよ」


    



    　地響きのような声。


    　可愛かわいらしい少女の声を、何十倍も重ねたような、巨大な低音。


    　思わず振り向くと、そこに異様な物体が出現していた。
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    　全長数メートルはあるだろうか、おおきな、岩でつくられたひとがただった。


    　ごつごつと凹でこ凸ぼこがあり、手足が胴体に比して巨大すぎる。


    　頭部らしき位置には真っ赤な宝石が埋められ、捕食性の昆虫の単眼みたいだった。


    　見覚えがある。


    ささみさん【あなたは……】


    　霊能力があるものなら、この文字チャットを読める。


    　こちらの発言を理解したのか、その岩人形ゴーレムは肩をすくめる仕草をした。


    「おっと、迂う闊かつに接近はしませんわよ。その女の子が神様を喰くらう『次世代神』だというのは理解していますもの、呑のん気きに近づいたら食べられて、ちからを取り戻されて大逆転だなんて、少年漫画展開は笑えませんものね？」


    　てきとうなことを語りつつも、一定の距離を置いて、そいつは語る。


    「お久しぶり、と言ってよいのかしら？　あたくしは悪徳オカルト結社『アラハバキ』の幹部──『天てん秤びんで遊ぶ玉たま藻もの前まえ』。この子はあなたたちに破壊されたものを回収し、改造してつくりあげた『殺せつ生しよう石せきゴーレム二号機』ですわ。防御能力に特化したこの霊的ロボットには、残りかすの邪や神がみたまでは傷ひとつつけることもできませんわよ？」


    「『アラハバキ』……」


    　先日の、歴史の『改変』でも聞いた名前だ。


    　ちょっとオカルトに詳しいものなら、たぶん誰でも知っている、悪の組織である。


    　だけど、わたしが物心つくころには、壊滅していたはず。


    　玉藻前だって、わたしたちが退治したはずだった。


    　ひそかに生き延びて、再起の機会を窺うかがっていたのだろう。


    　同時に悟る──周りに広がる破滅的な景色は、こいつらがつくりあげたのだろうと。


    「ちょっとお話をしませんこと、月つく読よみ鎖さ々さ美み？」


    　さて、正念場だ。


    　状況は非常にまずい。


    　けれど、わたしは彼らに対してひとつだけ優位性アドバンテージを有している。


    　その切り札を、見抜かれてはいないか。


    ささみさん【またお母さんを殺して、わたしを『アラハバキ』の仲間に引き入れる──とか言いだすの？】


    「いいえ」


    　玉たま藻もの前まえは余裕げに。


    「その条件での交渉は決裂しましたもの。状況が変わったとはいえ、同じ取り引きを繰りかえすほど愚おろかではなくってよ」


    　こちらを見下ろしたまま。


    「あたくしたちは、『旧神』──『九く頭ず竜りゆう』を復活させましたわ」
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    「龍りゆうとは、エネルギーとして実体化した『神々』であると言われていますわ」


    　実体化とは、世界に『神霊』状態で漂っている『神々』が、この世界に物理的な作用を与える際にとる形態である。


    　邪や神がみ三姉妹や、それこそ目の前にいる玉藻前は、実体化した『神々』である。


    　龍は、エネルギーとして実体化する。


    　エネルギーは消滅しない。


    　循環し、あるいは放散して飛び散ることはあっても、エネルギー保存の法則によって物理的手段ではまったく破壊できなくなる。


    　ゆえに、龍は不死身の化ばけ物なのだ。


    「意思をもつエネルギー──自我をもつ、自然災害。それが龍ですわ。その膨大なちからは人々が暮らす物理的世界観も、『神霊』たちが漂う神話的世界観も、同時に歪ゆがめ、あるいは破壊するほどのパワーを持っていますの」


    　世界を動かしているエネルギーが循環している、見えざる経けい路らくを、龍りゆう脈みやくという。


    　人間の生活は石油資源や、電気がなければ成りたたない。


    『神々』にとって、龍脈を流れるエネルギー＝霊気がそれなのだ。


    　その龍脈を自由自在に制御できるなら、資源を独占した国のように、核兵器を保有したかのように、『神々』の世界観において圧倒的な優位を得ることができる。


    「『九頭竜』は貶おとしめられ、化け物として討伐され──憎悪に凝り固まっていますわ。あたくしたちはその怒り狂うエネルギーを利用して、兵器に転用して、世界に宣戦布告しますの」


    　玉たま藻もの前まえは荒廃した世界のなかで、うっとりと語った。


    「すでに起動実験は成功しましたわ。世界中に龍りゆう脈みやくはある──同様の儀ぎ式しきを執とり行えば、あたくしたちは全世界の龍脈を、いいえ、この惑星の自然現象のすべてを統括できる。この世界の、惑星の、いいえ宇宙の『最高神』となれる。世界を征服できるのですわ」


    　やっぱり目的は世界征服か……。


    ささみさん【……たしかに核兵器を、最終兵器をもてば諸外国より優位に立てるよ？　だけど、永遠に警戒される、愛されることはない──諸外国も同じ武器をもてば、世界を滅ぼす全面戦争へのカウントダウンが始まる。この惑星の寿命を縮めるだけだよ】


    「それも一時的なものですわ」


    　玉藻前は確信的に語った。


    「我が主は『旧神』も『神々』も『次世代神』も区別せず喰くらえますわ。同時にどんな国のどんな『神々』でも取りこむことができる。相手を威い嚇かくし、あるいは龍という兵器で破壊し、弱らせて──捕食する。それを全世界で行えば、我が主は惑星に存在するすべての『神々』を習合した、ほんとうの意味での唯一神、絶対神になれる」


    　恍こう惚こつと、夢見るように。


    「矛む盾じゆんを孕はらみながらもこの惑星の法則としてすでに機能している基督キリスト教の唯一神、戦闘能力だけなら最強との誉ほまれも高い北欧の神々、世界中で愛される魅力的なギリシャの神々、圧倒的宇宙観をもつ印度インドの神々、すべて取りこみ我がものとして、我が主が新世界の覇者となる」


    　呵か々か大たい笑しようして、傾けい国こくの美女は笑った。


    「全世界規模の、『神々』の世界大戦が始まるんですわ。引き金をひくのも、勝利するのも──当然、我が主！　全世界に龍の伝説はある……龍脈はあるのですから、それらを同時に占拠し、武器に転用すれば、どの『神々』も逆らえませんわ」


    ささみさん【無理だよ。世界にどれだけ龍の伝説があると思うの？　そのすべてを同時に支配できる？　できなきゃ、この国の惨状を見た諸外国の『神々』は警戒して、龍脈を死守する──あなたたちがつけいる隙すきはなくなるよ】


    「いいえ、可能ですわ」


    　玉藻前は綽しやく々しやくとしていた。


    「たしかに、『これから』呑のん気きに世界中の龍脈を捜し回っていたら、とても間にあいませんわ。現在のあたくしたちは、人手不足ですしね。けれど全盛期の『アラハバキ』が、全員でちからをあわせて、何十年もかければどう？」


    ささみさん【まさか……】


    「ええ、忘れましたの？　あたくしは歴史の『改変』が可能な『神々』！　時系列を超越していますわ──『九く頭ず竜りゆう』の膨大なエネルギーを取りこめば、歴史＝時空間へ強引な介入をすることも可能！　今回、呼びだした『九く頭ず竜りゆう』は、そのためのものですわ！」


    ささみさん【過去に戻って、お母さんを殺すの……？】


    　前回、玉たま藻もの前まえはそうしようとした。


    　彼ら──『アラハバキ』を壊かい滅めつさせたのはお母さんなのだから、その前にお母さんを始末できれば、『アラハバキ』は現代でも全盛期のちからを保ったまま活動できる。


    「いいえ、彼女と交戦するのは徒労ですわ。こちらも少なくない被害を受けますし、どうせ彼女は放っておけばすぐ死ぬでしょう？　過去に戻り、呪じゆ々じゆが死ぬまで『アラハバキ』のものたちを避難させますの。それこそ龍りゆう脈みやくを捜すついでに、諸外国にでもね」


    『月つく読よみ神社』との全面対決を避ければ、『アラハバキ』は戦力を温存したまま活動できる。


    　それこそ何十年もかけて、所属する『神々』に全世界の龍脈の情報を集めさせ、同時に活性化させ兵器として転用し──宣戦布告！


    　それが『アラハバキ』の、世界征服のための作戦なのだろう。


    　もしかしたら、ほんとうに諸外国の『神々』を相手どって勝利できるかもしれない。


    　龍とはそれだけ強大な存在だ。


    　周囲を見る──終末のような荒野。


    　これと同様の風景が、全世界に広がる。
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    「これは譲歩ですのよ、月読鎖さ々さ美み」


    　玉藻前は余裕げに語った。


    「侵略は、相手を全滅させたら失敗ですの。『神々』のちからは我わが主あるじが吸収し、統合できますが──生き残る人々もいるでしょう。人間どもなど無視してもよいのですが、貴重な資源ですしね、うまく活用するために人間と『神々』の橋渡しをする存在が必要ですの」


    　こちらを、指さして。


    「巫み女ことは、古来、そういうものでしょう？　『神々』と人々の窓口──誇りに思いなさい、『神々』とも仲良く暮らしているあなたを、我が主は高く評価していますの。新世界の支配者の、巫女に、あなたを選んだんですのよ。いわば、人類の支配者に、あなたを指名したってことですの」


    『アラハバキ』の首領が誰だかは知らないけど、ずいぶんと買いかぶられたものだ。


    　わたしは、何もできなかったよ。


    　巫女である自分を捨てた。


    　そして他愛たあいない日常をすごす、ふつうの人間として生きる道を選んだ。


    　その願いすら果たせなかったんだ。


    　そんなわたしに──今さら、何を求めるのだろう。


    「ママりん、聞いちゃだめ」


    　たまが胸をぎゅっと抱いて、必死に気持ちを伝えてきた。


    「このひとたちは、悪いひとたちだよ。だまされる、だけだよ……」


    「死にぞこないは黙ってなさいな」


    　玉たま藻もの前まえは、声色を冷え冷えとしたものに変えた。


    「あのね、べつにあたくしは『お願い』してるわけじゃなくってよ？　任命してあげたの、世界の支配者の代理人としてね──逆らうなら、無理やりにでも言うことを聞かせるだけですわよ。『九く頭ず竜りゆう』のエネルギーのいちぶでも解き放てば、あなたの暮らしている天あめの沼ぬ矛ぼこ町でしたっけ？　あの町を一瞬で蒸発させることも可能ですのよ？」


    　それは事実だろう。


    「『うん』って言いなさい。でなきゃ、何人死ぬかしら？　あのね、勘違いして欲しくないのだけど、我わが主あるじも争いを好んでいるわけではありません──強大なちからをもち、威い嚇かくして、無血で世界征服。それが理想ですのよ？　下手な抵抗は悲劇を増やすだけですわ」


    ささみさん【……信じていいの？】


    　わたしは溜ため息いきをついてから、悲壮感に満ちた文字を並べる。


    ささみさん【わたしたちは負けた……。あなたたちを止められずに、無関係なひとたちをたくさん死なせちゃった。全滅するまで戦うなんて無意味だもの、あとは上手に終戦を、講和を結ぶだけ。あなたたちがわたしを求めるなら──】


    「賢明ですのね、理解が早くてよろしくてよ」


    　玉藻前は哄こう笑しようし、手招きするような仕草をした。


    「では、この場で宣誓なさい。神に誓うのよ、けけけけ──『わたし、月つく読よみ鎖さ々さ美みは「アラハバキ」に忠誠を誓い、その巫み女ことなります』とね。神への誓いは絶対！　違たがえることはできませんもの──そこまでして、ようやく信頼してやりますわ！」


    「ママりん、だめぇ!!」


    　たまが血混じりの声をあげた。


    　わたしは彼女の気持ちを受けとりながらも──。


    ささみさん【いいんだよ、たま。もういいの……】


    　わたしは、どこか穏やかに。


    ささみさん【だって、もう時間稼ぎは終わったもの……】


    　瞬間、玉藻前の殺せつ生しよう石せきゴーレムが──噴ふん火かした。
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    「油ゆ断だん大たい敵てきなのですよ、玉たま藻もの前まえ」


    　響いた、木ぼく訥とつな声こわ音ねに、胸に染みわたるみたいな安心感。


    　たまが「はっ」として顔をあげて、信じられない、という表情をした。


    「あ、あ、ありえませんわーっ！　あなたは、あたくしが始末したはず……!!」


    　殺せつ生しよう石せきゴーレムはじたばたと、まるで水のなかで溺おぼれるみたいな仕草をする。


    　つまり、身体からだの制御ができていない。


    　静かな声は──そのゴーレムの奥、玉藻前の声と重なるようにして響いてくる。


    「たしかに、いわさくの剣と、ねさくの剣──あのふたつの神剣は、わたしにとって天敵でしたからね。まったく抵抗できませんでしたが。だからこそ、『これは無理だ』と判断して死んだふりをしていたのですよ」


    「た、た、狸たぬき寝ね入いり……!?　狐きつねのあたくしを、化ばかしたのね……!?」


    「お馬鹿さんですね、玉藻前。わたしたちは霊的ロボットに『神霊』を宿し、活動しています。倒されたなら『神霊』に戻り、肉体を放棄し、新しい身体を捜せばいいだけのこと……」


    　その声は、他の誰でもない。


    　わたしのいちばんのお友達にして、たまの敬愛する、邪や神がみ三姉妹の次女。


    　邪神かがみだった。


    「幸い、ここに『神霊』のわたしが便利に取りつけそうな、霊的ロボットがありましたからね。ちょっと、邪魔な先住民がいるようですが……」


    「に、肉体を捨てるだなんて、死ぬようなものなのに──そんな、あっさりと!?　何度も転生を重ねたあたくしでも、自分で調整した霊的ロボット以外に取り憑つくのは嫌いやなのに！」


    「ま、実際は『神霊』もずたずたで、ほんとうに死んで消滅する一歩手前だったのですけどね──わたしのことを何度も呼ぶ、うるさいのがいましたからね……」


    ささみさん【ごめんね、わたしはみんなにひとつ嘘うそをついていたんだ】


    　それが、今回の大逆転の──引き金になる。


    ささみさん【みんなは、わたしが『風か邪ぜで寝込んでいる』『自宅で安静にしている』『たまを通して感覚だけ共有してる』って思ってただろうけど──。わたしは、風邪が治ったら、すぐに旅行に参加するつもりだった】


    　だって、寂しいもの。


    ささみさん【だから、たまの身体からだのなかに──わたしの家を、まるまる移動させた】


    　通信を繋つないだだけじゃなくて、家を、たまという『神々』の内的宇宙に移したのだ。


    　たまがわたしの自宅にいたときは、『わたしの自宅にいるたまのなかにわたしの自宅が……』という頭がおかしくなりそうな騙だまし絵みたいな状態だったわけだけど。


    　その程度の矛む盾じゆんは許容し、好き放題に世界をいじる──『改変』するからこその、奇跡だ。


    ささみさん【わたしは自分の家を運転席にして、たまを内部から操あやつってたんだ】


    　だから、わたしはガンダムだと言ったのだ。


    　遠距離から通信して操縦するなら、それは鉄人二十八号とかだ。


    　機た体まの内部に乗りこみ、運転席わたしの家から直接指示を飛ばし、操縦する。


    　風か邪ぜが治ったら、運転席から飛びだして、みんなに合流する。


    　それが、わたしの作戦だった。


    　まぁ、今朝は我が慢まんできなくなって──たまの身体からだから飛びだして、温泉に行っちゃったのだけど──ちょっとぐらい、旅行気分を味わいたかったしね（だからあのとき、たまは部屋でふつうに眠ったままだった）。


    「んなっ……そんな！　じゃあ、あなたは、あたくしたちが秘ひ儀ぎを執とり行うために『外』とこの『異界』を切り離したときも、こちらの状況を見聞きできたんですのね!?」


    ささみさん【うん。たまに薬品か何か投与したでしょ──そのせいで、たまの内部にいたわたしにまで影響がでて、しばらく知覚の共有ができなかったけどね】


    　わたしが目覚めたのは、つい先ほどだ。


    　たまが首を噛かみきられ、心臓を抉えぐられた──秘儀とかいう、血なまぐさい場面は見ていない。


    　誰がたまにそれをしたのかも、わからない。


    　ともあれ。


    　それは『アラハバキ』にとって、ほんのちいさなうっかりミスだった。


    　けれど、蟻ありの穴から堤つつみは崩れる。


    　圧倒的優位だったはずの『アラハバキ』に、食いこむための、わずかなチャンス。


    　敵がわたしの存在に気づかないうちに（『外』との通信が断絶し、わたしが『異界』の状況を把は握あくできないと誤解してるうちに）、あちこちを俯ふ瞰かんし、かがみを見つけた。


    　そして彼女に必死で呼びかけ、瀕ひん死しだったのを無理して起きてもらい、こうして玉たま藻もの前まえの隙すきをついてくれるよう依頼したのだ。


    「つまりっ──えぇっと、そんな馬鹿な！」


    　焦あせる玉藻前に、わたしは告げた。


    ささみさん【あなたの最大の失策は、『外』にいるはずのわたしと通信するために、結界で完かん璧ぺきに覆おおわれていた『異界』と『外』の間に穴をあけてしまったこと。ほんのちいさな穴だけど、そこから『外』にでることが可能になった】


    『異界』のなかでは、『最高神』といえども内部の世界観に毒されて、活動しにくい。


    　逆説的に、『外』にさえでてしまえれば、如い何か様ようにもできるわけだ。


    『異界』は国のなかに発生した他国のようなもの。


    　いわば、領りよう土ど侵しん犯ぱんをしている、不純物だ。


    『外』にでて、『異界』そのものを否定すれば……？


    　浴槽に浮かべられた、氷の浮いた風ふ呂ろ桶おけは引っくりかえり、その中身は熱いお湯に混じって霧消する。


    　そのような豪快な解決をされないように、秘ひ儀ぎを始める前に、『アラハバキ』は『異界』を閉じ、邪や神がみ三姉妹などが『外』にでないようにしたのだ。


    　けれど、三姉妹を倒したと思いこみ、通信用にちいさな穴をあけてしまった……。


    ささみさん【わたしは、かがみを起こす前に──黒くろ焦こげになってたつるぎにも連絡をとった】


    　見た目は酷ひどかったけど、彼女は生きていた。


    　だから、わたしの話もちゃんと聞いてくれた──大逆転の秘策を、実行してくれた。


    ささみさん【今ごろ、つるぎは『外』にでて、この『異界』をどうにかする算段をたてているはずだよ。『最高神』クラスの『神々』に否定されれば、『異界』は存在を保てない】


    　言ってやった。


    ささみさん【『異界』と世界の境界はなくなって、このなかで膨ふくれあがり、飽和したエネルギーは拡散する。『九く頭ず竜りゆう』はもともと無理をしてこの世界に呼びだされたんだ──エネルギーが飛び散ってしまえば、存在を保っていられずに、『根の国』に逆戻りだよ】


    「ま、まずいですわ……『おじょうさま』に報告しないと！」


    　逃げようとした玉たま藻もの前まえだが、その内部でかがみが吼ほえる。


    「逃がすとでも思ってるのですか！」


    　その身体からだから、さらに勢いよく炎が噴ふん出しゆつする。


    「身体とは、ちいさな世界。同じ世界のなかに、ふたつの『神々』がいれば──当然、『神格』の高いほうが優先される。疲ひ弊へいしているわたしと、『九頭竜』のエネルギーを得たあなたでは、どちらが上とも言えませんが……あなたを弱らせれば、こちらが勝てる！」


    　鮮烈な、太陽光のような輝きが、殺せつ生しよう石せきゴーレムの全身から迸ほとばしる。


    「焼き尽くすのですよ──『炎えん帝ていカグツチ』！」


    「うっぎゃあああああ!?」


    　玉藻前の絶叫が響き、その存在が粉みじんに爆はぜる！
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    「これで、よし──この身体の所有権は、わたしのものになりました」


    　内部から半壊した殺生石ゴーレムが、やれやれ、という仕草をする。


    「しぶといやつなので、完全に滅んではいないでしょうが──これでしばらく、玉藻前は動けないはず。って、この身体はやはり馴な染じめませんね」


    　世界に遍在する、という『神々』の性質から、かがみの身体が瞬間移動してくる。


    　血まみれで、傷だらけだ。


    　その身体に突き刺さったままだった刀剣を抜いてから、かがみの『神霊』が移動し──ぱちくりと、瞬きをする。


    　そして、すぐそばにいるたまを抱きよせた。


    「無事ですか、たま。ごめんなさいね、助けにくるのが遅くなって」


    「かがみ姉ねえ……」


    　たまの涙るい腺せんが決けつ壊かいした。


    「がぁがぁびぃでぇええええ!!」


    　夢中で抱きつき、その腕力でぎゅうぎゅうして「ちょっ、たまっ、あなた腕力強いんですから全力でしがみつかれると──痛いたぁぁぁああーっ!?」と喘あえぐかがみを押し倒し、放置されたわんこが飼い主に甘えるみたいに。


    「ごめんなさい、かがみ姉、たま──何もできなかったよ、次の神様になるのに。悪いひとにやられっぱなしで……」


    「いいのですよ、たま。あなたは、まだちいさいのですから」


    　たまの胸元に押しつけられて「むぎゅう」しているかがみが、つぶやいた。


    「ひとりでは何もできないからこそ、支えあう。そのちからは、多神教の強みは、独りぼっちで全知全能な唯一神にも負けません。尊とうとくて、素晴らしいことです」


    　珍しく、人間的な微笑を浮かべて。


    「それに、あなたは成長しようとしている、負けて悔しくて涙を流す、それでよいのですよ。そんな人間味のあるあなただから、みんなが応援し、いつか信仰することになる」


    　周囲を見回すと、おおきく溜ため息いきをついた。


    「和なごやかにしている場合ではありません。まずはこの『異界』を、どうにかしなくては。姉さんが何やら活動しているらしいですが、やや不安ですし」


    　そのいつも眠そうな両目が、見開かれ、不思議な輝きに満たされる。


    　たまが「げっ」と呻うめいて、慌あわててかがみから離れた。


    「たま、あなたは自分で防御するのですよ。『鏡』を使用します──いろいろ懸け念ねんが多くて使用できませんでしたが、どうやらこの『異界』は……」


    　かなり久しぶりに。


    「──人ヒ間トの世界よ、在あるべき世界を取り戻せ」


    　その両目から鮮烈な輝きが放たれ、世紀末の荒野に、見る見る滲しん透とうしていく。


    　直後、景色が切り替わった。
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    「うげぶっ」


    　変な声をあげて、わたしはベッドから転がり落ちた。


    　どうやらかがみの『鏡』とやらは、あらゆる『改変』をリセットする能力をもっている。


    　たまの内的宇宙にあった我わが家やは外に放りだされ、横転。


    　わたしもベッドから投げだされて、パソコンとかに押し潰つぶされそうになる。


    　かろうじて横向きになった部屋で、窓から身体からだをだして、外の様子を窺うかがうと。


    　すぐそばに、唖あ然ぜんとして立っているたまと、かがみ。


    　その周囲は、のほほんとした、平和な風景だった。


    　世界が滅んだような荒野も、ひとびとの屍しかばねも、どこにもない。


    　縁日の飾りや、それどころか建物や、ひとの姿もない。


    　溢あふれる自然と、ごろごろ転がる岩と、きれいな砂浜……。


    「無人島だったんだ……」


    　わたしがつぶやくと、声に気づいてたまとかがみがこっちを見た。


    「だいじょうぶですか、鎖さ々さ美みさん。すごい音がしたと思ったら、たまのなかから家ごと放りだされたのですね。すみません、『鏡』は出力の調整が難しいのです」


    「ママりん、だいじょぶ～？　引っぱりだしてあげるね～？」


    　たまに手を引かれ、かろうじて窓から外にでる。


    　姉妹と肩を並べて、呆ぼう然ぜんとした。


    　わたしたちが懇親会で訪れた、島は──おそらく、長らく誰も住んでいない、忘れ去られた無人島みたいだった。


    　おそらく、神社や旅館などはそのままだったみたい──ずっと管理されていなかったせいで、すごい掃除が必要なほど、ぼろぼろだったのだろうけど。


    　むかしは誰か住んでいたのかもしれないけど、今は忘れ去られてしまって……。


    　あの縁日の喧けん噪そうも、ほとんどが『神々』だったのだろう。


    　縁日では人間と『神々』の区別はつかない。


    　あの群衆のほとんどが、久しぶりの──もしかしたら初めての祭りに浮きたつ、この島の『神々』だったとしても、不思議ではない。


    　彼らは蝦え怒ど川がわさんがつれてきた桜こノの花はな咲さく夜や学園の生徒と、そして強大な邪や神がみ三姉妹のちからを縁日経由で与えられ、活性化し、『九く頭ず竜りゆう』復活に利用されたのだろう。


    　わたしたちは何も知らずに、エネルギーを引きずりだされるために、この島に招かれてしまったのだ──この島は、『九頭竜』復活のためにお膳ぜん立だてされた祭さい壇だんだった。


    「けれど、変なのです」


    『鏡』を使用した直後だからか、かがみが疲れたようにやたら欠伸あくびをしながら。


    「『九頭竜』が復活して、その破壊のちからをまきちらして、この島をあんな世紀末のような荒野に変えたのだと思っていましたが──どうも、何事もなかったような感じですね？」


    「世界、滅んだみたいだったのに……幻覚だったの？　ママりんがしたような？」


    　たまも不思議そうだ。


    　自然災害そのものの龍りゆう神じんが復活したわりには、島の風景は穏やかなものだった。


    「何かの理由で、『九く頭ず竜りゆう』は完全には復活しなかった……？」


    　わたしは疑念を抱いて、ぼやいた。


    　もしかしたら、玉たま藻もの前まえはその事実を隠し、自分たちは成功したのだと──。


    　世界を滅ぼせるちからがあるのだと示じ威いし、わたしを言いなりにするため、あのような世紀末荒野の幻覚をつくりだしたのかもしれない。


    　わたしと取り引きを行い、おそらくわたしを利用し、わたしが『最高神のちから』をもっていた時代まで戻って、そのちからを『アラハバキ』のために使用させようとした……？


    　先ほどのやりとりは、読みあい、化ばかしあい、騙だましあいだったのだ。


    　だけど、たぶん──わたしたちは勝利した。


    「もしかしたら」


    　希望を抱いて、わたしはつぶやいた。


    「みんな、死んでないかもしれない。すべて幻覚だったなら、この島につれてこられた桜こノの花はな咲さく夜や学園の生徒とかも、まだ無事で、どこかで生きてるかもしれない。蝦え怒ど川がわさんも……」


    　その名前に、かがみは「ぴくり」と反応したが。


    「かもしれませんね。ちょっと捜して……うん？」


    　遠くを見据えて、かがみが息を呑のんだ。


    　いつも冷静な彼女にしては珍しく、血の気を失っている。


    「あれは……姉ねえさん、と──？」


    　かなり遠いが、霊能力を駆使し、わたしもそれを視認した。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　わたしたちのいる島の、東方──。


    　太陽が目覚める前の、薄ぼんやりとしている夜空を背景に、邪や神がみつるぎが宙に浮いていた。


    　落雷を受けた彼女は全身ぼろぼろ。


    　ただ服も肌も多少は煤すすけているものの、わりと元気そうである。


    　夜空のなか、彼女の周囲は煌こう々こうとした輝きに満たされていて、眩まぶしくて──見にくいが。


    　つるぎの背後に、その人物も浮遊している。


    　不自然なぐらいに、なぜだか認識しづらい──。


    　どうやら男性である。


    　わたしより、わずかに年上といったところだろうか。


    　まだ青年、と呼べる年齢だ。


    　つるぎと、どこか似ている。


    　髪や瞳ひとみの色や、顔立ちが。


    「いししししっ」と笑わんばかりの、楽しそうな表情も。


    　まるで、つるぎを男性にして、成長させたみたいな──。


    　ちがうな。


    　血縁家族みたいだ。


    　居心地悪そうにしているつるぎに──その青年は、どこか舌ったらずな口調で。


    「まったくよー……」


    　その声は、なぜだか遠く離れた位置にいる、わたしたちにも聞こえたのだ。


    「様子がおかしいから見にきただけなのに、何だって俺様がこんな雑用をしなきゃなんねーの？　俺様はもう働きたくねーから引きこもってんのよー。姉あね貴きが困ってる気配を感じたから茶ちや化かしてやろうと思ったのに、それどころじゃねーしよー」


    「そもそも、おまえが『根の国』の蓋ふたをちゃんと閉じてねーから、『九く頭ず竜りゆう』復活なんて前代未聞の事態になっちまったんだろうが。まぁ、『異界』の外から『九頭竜』を抑おさえこんでくれたのには感謝してるけど」


    　拗すねたように語るつるぎの頭を、誰かわからんお兄ちゃんは「ばんばん」叩たたいた。


    「ま、龍りゆうとかそのへん退治すんのは俺様の専売特許だからよ。まったくよー、姉貴は独りじゃ何もできねーんだから、家族なんだし、頼ってくれてもいいんだぜ？」


    「おまえに頼むと後が怖いんだよ～。てゆーか『九頭竜』はおまえの管轄だろうが、こんな事態になる前に気づいて止めろよアホか、おかげで死ぬような目に遭ったじゃねーか」


    「もう死んじゃえよ。引退してさー、『根の国』で俺様とママといっしょに暮らそうぜ？　あくせく働いてもつまんねーじゃん？　ママも寂しがってるぞ、『アマテラスがちっとも会いにきてくれない。あたしのことが嫌きらいなんだ。死ねばいいのに』って」


    「そういうふうに面倒くせーからおっかさんには会いたくねーんだよ！　だいたい、おまえはまだ引退してねーのに働かねーからあたしの仕事が増えてんだよ！　働けよ！」


    「こうして出で張ばってきただけで感謝してほしいんだけどよ、俺様、地上にはもう興味ねーし」


    　つるぎの頭を抱きよせ「かいぐり、かいぐり」しながら。


    「つうかよ、ともかく──『アラハバキ』だっけ？　知らねーけど、日本俺様ん家で好き放題にやってくれたじゃねーか。落とし前はつけさせてもらうぜ……いいか、雑ざ魚こども、うちの可愛かわいい姉貴をいじめていいのは、俺様だけなんだよ」


    「い、いじめるなよ～」


    　真っ赤になって美青年のほっぺたを「ぎゅーっ」と引っぱるつるぎだった。


    「そんなふうに意地悪だから、あたしはおまえが大嫌いなんだ！」


    「そっか？　俺様は姉貴がだぁい好きだぜ？　ママのほうが好きだけど」


    「うるせーマザコン『根の国』に帰れ！　仕事してから帰れ！」


    「って漫才してる場合じゃねーだろ、でもまぁ、懐かしくってよー？」


    　周囲を見回して、美青年は微ほほ笑えんだ。


    　どちらかというと柔にゆう和わな顔立ちなのに、笑うと肉食獣みたいに獰どう猛もうだった。


    「やっぱり自由な風が吹いてんな、葦原の中つ国人間の世界は、みんな楽しそうだしよー。まぁ、ママが寂しがるから、俺様は『根の国』から離れらんねーけど。こんな賑にぎやかでさ、わけわかんねーぐらい混こん沌とんとしていて楽しい世界を、ぶっ壊すような真ま似ねはよ──許すわけにはいかねーよ」


    　彼はすらりと、どこからともなく刀剣を取りだした。


    　わたしの背筋が震ふるえた──その武器に、見覚えがあったのだ。


    　あれは、黄よ泉みがえったお母さんが主力武器にしていた、『根の国』の王に借りたという──『悪神』八や岐またの大蛇おろちを斬り殺した魔剣、アメノハバキリ。


    　たまとお母さんの対決のなかで、へし折れて、再び『根の国』に戻ったはずだけど。


    　それを手にしているということは──。


    「あの、ふと思ったんだけど」


    　その青年のもつ剣の切っ先が、あきらかにこちらを向いているのに気づいて。


    　わたしは青ざめた。


    「日本において、島は神と同一視されるよね。島が神になる場合もあるし、神が島になる場合もある。津つ島しまとか、佐さ渡ど島しまとか、本州だって──もしかしたら、この島も？」


    　龍りゆうはエネルギーとして実体化した『神々』である。


    　エネルギーは大地を循環する。


    　大地＝今回の場合は、この島だ。


    　島そのものが『九く頭ず竜りゆう』であり、その内部でエネルギーが龍りゆう脈みやく＝血管を通って流れている。


    　その構図を悟ると同時に地響きが発生し、島が隆起した。


    　青年の放つ殺気に反応し、抑えこまれた『九頭竜』が最後のちからを振りしぼって、逃げようとしているのか。


    　立っていられず、わたしは転んだ。


    　島そのもの＝『九頭竜』を睨にらみつけ、青年は獰猛に笑った。


    「ばーか──逃がすかよ。はは、こんなデケーのは八岐大蛇以来だな、待てよ、俺様と遊ぼうぜ？　最近の日本じゃ珍しい、骨のありそうな大怪獣じゃねーか！」


    　地面の上にいるわたしたちにはわからないが、どうも島が変形し、龍へと姿を変えている。


    　劈つんざくような咆ほう哮こうと、鼓動。


    　島がその本性を現し、青年を滅ほろぼすために戦おうとしている。


    　だが、遅かった。


    「さて、『英雄神スサノヲ』が命じる──なぁんて、命令なんてまだるっこしいことしてらんねーぜ！　いししししっ！　手っ取り早くぜんぶまとめてぶっ潰つぶしてやらーっ！」


    　刀剣を振りかぶり、大上段から振りおろした。


    「天てん誅ちゆうくだせ、アメノハバキリ!!」


    　瞬間、海が割れた。


    　世界を引き裂さく破壊力が、不必要なぐらい巨大な圧力が、『九く頭ず竜りゆう』に襲おそいかかる！


    「アホかぁぁあーっ!?」


    　つるぎが青ざめて、やり遂げた顔をした青年の後頭部をぶん殴なぐった。


    「まだあの島には鎖さ々さ美みとか──手加減しろよバーカバーカ!!　やっぱりおまえなんかに頼るんじゃなかった！　逃げろーっ、かがみ！　たま！　鎖々美ーっ！」


    　島のうえで、わたしたちも動転していた。


    「た、たま！　防御を！　ていうか、にっ、逃げっ……」


    「無理無理無理！　あれ世界が滅んじゃう感じの威力だと思うのーっ!?」


    　直後、大爆発が発生した。


    　つるぎが、かがみが、たまが──こちらを守ろうと、何かをしてくれたのを感じたけど。


    　わたしの身体からだは枯れ葉のように吹っ飛んで、真っ二つにされた『九頭竜』＝島の地割れに落下し、そのまま海中へ……。


    　海の底に、引きずりこまれていく。


    　水流のなか。


    　あぶくが散った、色濃い海のただ中で。


    　目を見開いたわたしは、意外なひとが近くを流されているのに気づいた。


    　それは、まるで魂たましいを抜かれたように、あるいは破壊されたように──目を閉じ、ぐったりと動かない蝦え怒ど川がわさんだった。


    　どこから出てきたのだろう？


    　まるで、引き裂さかれた『九頭竜』の内側から、吐きだされたみたいだったけど……。


    　気にはなったが、それどころじゃない。


    　失神しているらしい彼女に、わたしは何も考えられず、自分だってどうなるかわからないのに──必死に手を伸ばした。
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     第九話／海の向こうに


    



    　海の向こうには理想郷ニライカナイがある。


    　いろんな神話で謳うたわれているのと同様な、琉りゆう球きゆうの──そんなよくある伝説は、きっと、こんな景色を見たひとたちが言いはじめたことなんだろうな。


    　朝陽がのぼる、海である。


    　ほんの短い時間しか見られない、朝焼け──。


    　目覚めたばかりの世界が、欠伸あくびをして、おおきな口のなかを覗のぞかせたみたいな。


    　世界には色が塗りたくられ、海は青、色濃い自然は緑色、あちこちに大地の土色も。


    　それは自然への崇すう敬けいという、もっとも原始的な信仰。


    　本能的に見とれ、思わず手をあわせたくなる、ちいさな部屋のなかでは味わえない感動。


    　つるぎのそばにいた青年──おそらく『英雄神スサノヲ』の一撃で断ち割られた『九く頭ず竜りゆう』＝島、その亀き裂れつに呑のみこまれて海中を漂流したわたしだけど、無事に助かっていた。


    『最高神のちから』を持っていたころは、わたしを周囲の『神々』が甘やかしてくれたから、そんな幸運も不思議ではないけれど。


    　今のわたしはやっぱり平凡な人間だから、たぶん、蝦え怒ど川がわさんのおかげなのかも。


    　彼女がちょっと普通ではないことを、さすがに、わたしも理解している。


    「蝦怒川さん」


    　わたしたちが打ちあげられたのは、どこかの砂浜だった。


    　ふたり波打ち際で、疲れきって座りこんでいる。


    　よく生きてたなぁ。


    「蝦怒川さんも、さ……こっちにこない？　夏とはいえ、ずぶ濡ぬれだったんだから、風か邪ぜひいちゃうよ？　寄り添ってれば、ちょっとは温かいでしょ？」


    　などと、ひとを心配できるほど、わたしも体調がよいわけではないのだけど。


    　むしろ、無理を重ねたせいで──身体からだ中じゆうがだるい。


    　このまま死ぬんではなかろうかと思うほどだけど、まぁ、自じ業ごう自じ得とくである。


    　くしゅん、と寂しくくしゃみをしていると。


    「あなたは、どうして平然としてられるの？」


    　何だか疲れたような様子で、蝦怒川さんがつぶやいた。


    　天使の羽根のようだった髪は、しとどに濡れて、まだ渇いていない。


    　髪留めがどっかにいったのか、乱れ髪が垂たれ流されていて、ちょっと幽霊みたいだ。


    　Ｙシャツが身体からだに貼はりついていて、その高校生らしからぬ肢し体たいがぴちぴち艶なまめかしい。


    　色素の少ない彼女の、くちびるだけが、ぷっくりと紅あかい。


    　彼女はもう何もかもが面倒だというように、渋しぶ々しぶとわたしの横に並ぶ。


    　ふてくされたような仕草は、何だかとっても、女の子だった。


    「もっと警戒しなさいよ。ちょっとした栄養補給に、あなたのことを捕食しちゃうわよ？　肉食獣と二人きりでいることに、まさか気づいてないとでもいうの？」


    「どうかな、わからないよ」


    　蝦え怒ど川がわさんは何者なのか。


    　推測はしているし、何だか正解な気がするけど──変だよね、あんまり怖くないの。


    「わたし、蝦怒川さんのこと、まだ知らないもの」


    　もしかしたら、彼女は今回の事件を引き起こし、多くのひとたちを苦しめた、主犯＝黒幕ともいえる人物なのかもしれない。


    　だとしても、わたしは恐れない。


    　ううん、信じる。


    　最初は蝦怒川さんは、桜こノの花はな咲さく夜や学園のみんなを、『九く頭ず竜りゆう』復活の生いけ贄にえに──縁日に参加させ、生命力を吸いあげるために、懇親会に誘ったのかもしれない。


    　だけど、彼女は結局、みんなの命を枯こ死しするほど奪ったりしなかった。


    　この時点では、まだそう楽観していただけだけど──後に、真っ二つにされた島の残骸──あの旅館から、無傷の生徒たちが救出される。


    　殺すこともできたはずだ。


    　むしろ、そのほうが確実だったのに──蝦怒川さんは、彼らの命を奪わなかった。


    　そのせいかどうか『九頭竜』は不完全なかたちで復活し、『英雄神スサノヲ』に抑えこまれ、滅ぼされ──『根の国』に逆戻りだった。


    　みんなに好かれていた、学校の人気者。


    　ただ邪悪なだけじゃなくて、蝦怒川さんにはたしかにそんな尊とうとい、愛すべき一面もあるのだって──それは嘘うそじゃないんだって、わたしは信じた。


    「ふとね、怖くなったの……」


    　蝦怒川さんは俯うつむき、酷ひどく落ちこんだ様子で、つぶやいた。


    「このまま順調にいって、すべてを我わがものにして、この世界の唯ゆい一いつにして最高の存在になったら……もう二度と、名前を呼ばれて、みんなと手を繋つないで、笑いあって、いっしょにご飯を食べることもできない。独りぼっちになるって。そんなの、当たり前で──むしろ望むところだったはずなのに、怖くなった……」


    「うん。わかるよ、独りぼっちは怖いよね」


    「あなたに、あたしの何がわかるの？」


    　嘲あざ笑わらうような声だった。


    「あたしには何もない、強くなって偉くなってパパの願いを叶かなえる以外に、何もないのよ。あたしのこと、わかるもんか！　あなたなんかに……あなたとわたしは対極で、けっして相あい容いれない。共感なんてできない、あたしとあなたは正反対で、敵で、宿命のライバルよ」


    「うん。だから離れてるから、わからないよ。そばにきて、もっとお話をしようよ」


    　肩を触れさせ、密着し──蝦え怒ど川がわさんの、ちいさな手のひらを握った。


    　浮かんでくるイメージがあった。


    　わたしはむかし、修行に明け暮れ、将来を嘱しよく望ぼうされ、周囲の期待を一身に背負っていた。


    　がんばって、がんばって、がんばって……。


    　何の意味もなかったよ。


    　蝦怒川さんは、あのころのわたしだ。


    　わたしには、お兄ちゃんがいて、見知らぬ世界につれだしてくれたけど……。


    　彼女はまだ独りぼっちで、きっと、あのころわたしがいた暗くら闇やみにいる。


    　助けてあげたかった。


    　同時に、膝ひざを抱かかえて震えている彼女を、哀あわれんだ。


    　そんなふうに、かたくなに──すべてを拒絶しなくても。


    　わたしみたいに、駄だ目めで、我わが侭ままで──何もできない人間だって、幸せになれたんだよ。


    　ねぇ蝦怒川さん、わたし、あなたにそう伝えたいよ。


    　潮騒のなか。


    「鎖さ々さ美みさん」


    　蝦怒川さんは、聞き覚えのある言葉を、繰りかえした。


    「いつか、あたし──あなたを殺すわ」


    　好かれる前に、距離を置こうとするような、不器用なその言葉に。


    　わたしは微ほほ笑えむ。


    「それじゃ、その『いつか』までは、お友達だね」


    「あなた、変よ」


    「情雨ちゃんは、意地っぱりだね」


    　その呼称に、勇気をだして口にしてみた言こと霊だまに、蝦怒川さん──情雨じようちゃんは「はっ」と顔をあげて、なぜだか、くしゃくしゃっと表情を歪ゆがめると。


    　生まれて初めて人間になついた、野生動物みたいに。


    　ぎこちなくわたしの手を握りかえすと、ゆっくりと目を閉じた。


    「救助がくるまで、寝てるわ。何だか、くたびれてしまった……」


    　わたしも彼女の体温を感じながら、眠くなってきて、優しい熱のなか瞼まぶたを閉じた。


    　今日はもう──わたしたちは、がんばらない。

  



  
     第十話／呪じゅ々じゅお母さんの教育的指導


    



    　九く頭ず竜りゆう神社での騒動から数日後。


    　わたしはすべてが終わってからひょっこりと、何事もなかったみたいに姿を現したお兄ちゃんに看病され、ようやく風か邪ぜを完治させていた。


    　もうじき夏休みということで授業も一日の半分ほどしかなく、わたしは学校でお昼ご飯をかがみと一緒に食堂でとってから──放課後、緊張しながらある建物へ向かった。


    　オモヒカネマンション。


    　天あめの沼ぬ矛ぼこ町の隅っこのほう、都心側に位置するけっこう背の高いマンション（十四階建てだ）で、四方にちいさな神社があることからわりと霊的な立地がいい。


    　ここでは『最高神のちから』を一時的に預かってくれているお母さんと、お母さんを守護する『月つく読よみ神社』のひとたちが暮らしている。


    　以前は狭いアパート暮らしだったようだけど、入院していた『月読神社』のひとたちが復帰したので、収まりきらなくなって引っ越したわけである。


    　現在のこのマンションは、仮の『月読神社』といってもいい。


    「…………」


    　わたしは制服姿のまま、周囲をおどおどと見回しつつ、エレベーターを待つ。


    『月読神社』のひとたちは、裏切りもののわたしを怨うらんでいるかもしれないし、彼らが怪け我がをしたのも（自じ業ごう自じ得とくともいえるけど）わたしに関わったせいだ。


    　まさかいきなり攻撃を受けるとは思わないけど、ちょっと怖い。


    　誰か、邪や神がみ三姉妹のひとりにでもついてきてもらえばよかったかな……。


    　思いながらエレベーターに乗って、最上階へ。


    　お土産みやげを渡すという名目で、今回の出来事について、お母さんに尋たずねてみようと思ったんだ。


    　お母さんは『神の視点』で世界中の物事を把は握あくしている。


    　わたしには何がなんだかわからなかった、今回の出来事について、説明してもらえるかも。


    　べつに、知る必要はないのだけど。


    　もう、わたしは主人公じゃないのだから。


    「あれ？　鎖さ々さ美みさま？」


    　エレベーターから降りると同時に声をかけられた。


    　びくっとして顔をあげると、そこに見覚えのある女のひとが立っている。


    　長い黒髪の、あんまり特徴のない、気弱そうな女のひとである。


    　服装はごく平凡なふだん着で、片手にエコバッグなんかをぶらさげている。


    　神隠しされ、後に帰還して巫み女こになったという──ミッちゃん、と呼ばれるひとである。


    　本名は何だっけ……？


    　咄嗟とつさに思いだせない程度の、浅い関係だけど、顔見知りだ。


    「お久しぶりですねえ」


    　エレベーターから降りたわたしを、背の高い彼女は真上から見下ろしてくる。


    　そんな態度でも威圧感がないのは、優しい雰囲気だからか。


    「わたしのこと、覚えてます？　覚えてないですよねえ、わたし印象薄いから」


    　笑っているが、そういえばこのひとと直接会ったのは──邪や神がみ三姉妹が『月つく読よみ神社』を襲撃して壊かい滅めつさせたとき、ちらりとニアミスしたのが最後である。


    　歴史の『改変』のときなど、そばにいたので、『久しぶり』という感じはしないけど。


    　あのときは彼女自身と直接会ったわけではなく、過去の残ざん滓しをわたしが見ただけ。


    「えっと、あの」


    　そういうことを説明しようかと思ったけど、うまく言えなくて、挙動不審にしていると。


    　ミッちゃんは『すべて理解している』という表情で、わたしの頭をぽんっと撫なでた。


    「呪じゆ々じゆさまに用事ですか？　ご在宅ですよ、どうぞ会っていってください。あ、そうそう絵葉書ありがとうございます！　呪々さまとっても喜んでましたよ？」


    　コミュニケーションできてないわたしに腹を立てることなく、もちろん『月読神社』を裏切ったわたしへの怨うらみなどもなく、ミッちゃんはかるくわたしの背中を押してくれる。


    「これ、合い鍵ですから。いちばん奥の部屋ですよ、どうぞどうぞ。わたしはこれからちょっと用事があって──ふふふ、そう用事。どうしよっかなぁ？　本屋さんとかで時間潰つぶそうかな？　親子水入らず……うふふふ、ですから、ごゆっくり♪」


    　何やら可愛かわいらしいキーホルダーのついた電子鍵を手渡され、上機嫌に「ばいばい」しながら去っていくミッちゃんを眺め、わたしは何度も頭をさげる。


    　良いひとだ。


    　けれど、水入らずとか言ってたし──いま、部屋にはお母さんしかいないのかな。


    　お父さんは最近あちこちの神社に挨あい拶さつ回りしてるらしいし（『月読神社』の最高権力者は『月読の巫女』であり、お父さん＝当主は他の神社や政府との折せつ衝しようなどを担当する、いわば営業である）、不在でもおかしくないけど。


    　わたしはインターフォンを鳴らそうかと思ったけど、お母さんが何かの儀ぎ式しきの最中とかだったら集中力を乱すのも申し訳ない、と思ってこっそり鍵をまわして入った。


    　なかは広々としている。


    　４ＬＤＫとかだろうか、三世帯ぐらいが同時に暮らせそうだ。


    　暗かったけれど、奥の扉から光が零こぼれている。


    　わたしは「お邪じや魔まします」とつぶやいて、靴くつを脱ぬぎ、あがりこんだ。


    　母親に会いにきただけなのに、どきどきする。


    　悪いことをしてるみたいだ。


    　どうしよう、なんか怒られたら。


    　あるいは、鬱うつ陶とうしそうにされたら。


    　わたしたちは仲直りをしたけれど、やっぱり、ふつうの親子じゃないから。


    　遠慮するところもあるし、ほんとうに愛されてるのかって不安に思うこともある。


    　関わっちゃいけないんじゃないか、お母さんは死者だから、とも思える。


    「お母さ～ん？」


    　それでも会いたくて、扉を開いて奥を覗のぞきこむと──。


    　わたしは苦笑した。


    　お母さんは、何だか初めて見たかもしれないごく平凡な普段着で、髪の毛を結ゆわえていて、別人みたいだった。


    　広い和室の畳。


    　座ざ布団ぶとんにきちんと座って、正面に置かれたパソコンで何やら作業をしていたみたい。


    　パソコン？


    　お母さん、電気機器とか苦手だったはずだけど？


    　ともあれ、慣れない作業をして疲れたのか、お母さんは背筋をのばしたままわずかに項うな垂だれて、こっくり、こっくりと、微睡まどろんでいる。


    　窓がわずかに開かれ、風鈴がほのかに歌う。


    「わっ」


    　不意に気づいて、わたしはちいさく声を漏もらしてしまい──お母さんを起こしてしまわないように、口元を押さえた。


    　パソコンが置かれた座卓に、きちんと紐ひもで束ねられた手紙や、書類といっしょに、わたしからお母さんに送った絵葉書が置かれている。


    　届いたのだ、見てくれたのだ。


    　そう思うと、胸に温かみが満ちてくる。


    「お母さん……」


    　我慢できなくなって、お母さんの背中に抱きついた。


    　むかし、そうやってお母さんに飛びつくたびに、『月つく読よみの巫み女こ』に甘えは無用──などと叩たたき落とされてきたけれど。


    　今は、ほとんど身長差がないから、それにお母さんは寝てるから。


    「お母さぁ……ん♪」


    　どきどきしながらお母さんの体温を感じていると、不意にお母さんが「ぬ」と声をあげて、ゆるやかに顔をあげた。


    　お上品に欠伸あくびをすると、目元を拭ぬぐって。


    「こら、ミッちゃん。戯たわむれはよすがよい。それより買い物を命じていたであろう？　何をぐずぐずしている……って、うお!?　ささみ!?」


    「おはよう、お母さん」


    　背後にいるわたしをようやく振りかえって、愕がく然ぜんとするお母さんが、すこし可愛かわいらしくて──わたしは「くすくす」笑った。


    　お母さんは憮ぶ然ぜんとして。


    「この悪いた戯ずらっ子め。相変わらず気配がないな。おまえが暗殺者なら今ごろわしの命はないのである。わしも、まだまだ修行が足りぬ」


    「暗殺なんてしないってば。それよりお母さん、絵葉書見てくれたんだよね？　その旅行のお土産みやげ、持ってきたから──えっと、待ってて」


    　学生鞄かばんを引っかき回して、お土産の貝細工を探し当てようとしていると。


    「ささみ、おまえ──『旧神』どもに目をつけられたようであるな」


    「………？」


    　小首を傾かしげるわたしに、お母さんは溜ため息いきをつきながら。


    「自覚はないか。『旧神』は現代の『最高神』の威光すら及ばない、薄暗がりに存在している化け物どもである──その目的は現代と、未来の否定。憎むべき、過去の愚物どもである。なかでも最も厄やつ介かいなものに付きまとわれているようであるな……」


    「『旧神』って、あの、『九く頭ず竜りゆう』？」


    「否いなである。たしかに『九頭竜』が不完全ながら復活し、暴れ回ったのは珍事であったが。すべては、それを陰から操っていたあの連中のせいである。おまえが警戒し、相対すべきは『九頭竜』ではない──それよりもなお旧ふるく、なお謎なぞに包まれている彼ら……」


    　その名前が、わたしの物語に、本格的に飛びこんでくる。


    「『旧神』荒あら脚絆はばき。荒吐、荒脛などとも書く。日本に古来から居着いていた、いわば土着の『神々』である『九頭竜』や『蝦夷えみし』とは成り立ちが異なる、『神々』における病やまいとも呼ぶべき特殊な存在である」


    「『神々』の、病……？」


    「そう、唯一神信仰という名の病である」


    　お母さんは居住まいを正すと、わたしに向き直り、その言葉を告げた。


    「荒脚絆はどこか遠くからやってくる客人神であり、あらゆる境界を支配する道祖神であり、すべての道を支配しこの大地の隅々まで、あらゆる現代の『神々』、土着の『神々』と同一視され、関わりのある、けれど本質は人間には理解できない──」


    　曖あい昧まいで取り留めのない説明を、端的にまとめる。


    「日本における唯一神、基督キリスト教的な絶対神、八や百お万よろずの『神々』が支配するこの国において、決して存在してはいけない、すべての『神々』を習合する唯ゆい一いつにして絶対、全知全能の神である」


    「日本の、唯一神……？」


    　想像もしなかったその言葉が、理解できずに、わたしが目め眩まいを覚えていると。


    「無論、そのような存在を現在の歴史は認めておらぬ。しかし、荒あら脚絆はばきは自らの存在を肯定するべくあらゆる『神々』を習合し、我わがものとして支配せんとする」


    　お母さんはパソコンを示し、真面目な表情で告げてきた。


    「荒脚絆の存在は、我われらが天てん孫そん降こう臨りんの時代から、いいや神話の時代から築きあげてきたこの国の物語への明確な反定立アンチテーゼである」


    　断言だった。


    「否いな、この国の問題だけで済めばよいが、ことはすべての人格神をもつ諸外国にも波及する。すでにこの惑星では唯一神信仰が幅をきかせ、おおきな流れになっておる。日本の国内に唯一神が存在すると知れれば、この国と友好関係を築いてくれておる諸外国にも動揺が走る」


    　見るがよい、とパソコン画面を示されて、わたしは絶句する。


    「さっそく動いたぞ、この惑星において最も行動的で、享きよう楽らく的てきな『神々』が──しかも、どこまでこちらの事情を知っているものやら。おまえと、荒脚絆を名指しして、彼ららしく宴を始めようなどと、ふざけたことを言っておる」


    　そこに書かれていたのは……。

  



  
     第十一話／『現代』の大規模ＵアツプＧグレード


    



    【！】『八や岐またの大蛇おろちＳＮＳ』夏の大幅アップグレード！


    【告知】『八岐大蛇ＳＮＳ』は親会社『ヒュドラＳＮＳ』との統合により全世界からの参加が可能な大規模ＭＭＯＲＰＧ＆ＳＮＳへと生まれかわりました！


    　新職業、新スキル、新ダンジョン……追加機能の大幅増加！　国際化にともなってコミュニケーションをより円滑に執とり行うため、翻訳機能も追加！　全世界のみんなと友達になれる！


    【リンク】『ヒュドラＳＮＳ』主催者●△◆氏、公式記者会見！　『すべては神の遊び心のままに』。関連記事はこちらのＵＲＬから！


    【イベント】『ヒュドラＳＮＳ』との統合を記念して夏の一大イベント開催！　全日本人が強制参加の『現代のトロイア戦争』開始！　あなたはトロイア？　それともアカイア？　いますぐ確認しよう！！！！


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「あぁ、外国資本に吸収合併っていうか買収されたのはほんとうだったんだ、『八岐大蛇ＳＮＳ』──国際化が進むのはいいけど、どうも外国でも受けいれられるようにって調整するとコレジャナイ感がするんだよね。某大作ＲＰＧとか、具体的な題名は言わないけど」


    「よくわからぬが。そこの【イベント】と書いてあるところをくりっく？　するといい──ミッちゃんに教わったのだが、いまいちまうすというやつの使いかたが解げせぬ。画面を触ってもうんともすんとも言わぬし、機械は苦手である」


    「タッチパネルじゃないんだから、画面触っても何も起きないって。待って、【イベント】っていうと──あぁ、これか。ログインしなきゃだから、わたしのＩＤで入るよ？」


    「ぬ。ろぐいんとかあいでぃーとかわからぬので、好きにするがよい」


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    ★☆★現代のトロイア戦争★☆☆


    



    【挨あい拶さつ】


    　日本の皆さんこんにちは！


    　むしろ日本の女の子よ、初めまして──神様だよ！


    　あぁ、日本ではあまり神様と人々の交流が活発じゃないんだっけ？


    　いきなり神様だと名乗っても面食らうかもしれないけど、まぁいい。


    　このたび、僕と妻は３３３４６７回目の夫婦喧げん嘩かの只ただ中なかにいる。


    　原因は僕の浮気で、こじれた理由は妻がヤキモチをやいて僕の浮気相手を×××──まぁ、いつもどおりなのだけど。


    　僕と妻が本気で喧嘩をすると、僕らの愛するこの世界には深刻な被害がでてしまう。


    　よって、僕の国の神話の時代からの恒例に従って、この喧嘩は代理戦争で決着をつけることにしたんだよ。


    　君たち人間の歴史でいうと、冷戦コールド・ウオーと呼ばれた時代によく行われた戦争の一形式だ。


    　強大な存在同士が本気でぶつかりあったら被害が拡大しすぎるため、自分たち以外の勢力に代理で争ってもらって、勝敗を決める。


    　今回の代理戦争のテーマは、僕たちの神話において最も格式高く代理戦争としても非常に扱いやすい（実際、僕たちは神話においてもその戦争に積極的に参加し、武器を持って戦ったりもした）『トロイア戦争』だ。


    　僕たちのちからで日本の国土のすべてを『八や岐またの大蛇おろちＳＮＳ』に組み替えて、つまり現実をゲーム化して、ふたつの勢力にわかれて全員に争ってもらう。


    　勢力のひとつは、『アカイア』──神話における『トロイア戦争』において勝利した側だ。


    　今回の喧嘩における正当性をもつ、僕の妻、および世界的な主流になりつつある一神教を奉ほうじる悪徳オカルト結社『アラハバキ』がこちら側だ。


    　まともに考えるなら、こちらの勢力が勝利する。


    　無論、歴史を繰りかえすこの行為（日本では『秘ひ儀ぎ』『裏の縁日』などと呼ぶんだったっけ？）において、必ずしも神話どおりに物語を再演する必要はない。


    　その点を忘れずに、まずはスタート時点では敗者としての立場を与えられた勢力も、諦あきらめずに奮起してほしい。


    　ちなみに『トロイア戦争』における敗者の勢力とは、『トロイア』。


    　今回の喧嘩においてあきらかに正当性をもたない（浮気をした僕が悪いんだ）僕と、世界的な主流ではない、多神教神話を奉じる『月つく読よみ神社』だ。


    　これは『アラハバキ』と『月読神社』の対決であり、僕と妻の夫婦喧嘩であり、同時に世界中の『神々』の関心の的となっている一神教と多神教の──どちらが正統派であるか、この惑星の主流になるかをかけた勝負でもある。


    　おおいに盛りあげて欲しい！


    　そして楽しみたまえ！


    



    【ゲームの基本ルール】


    ・期間は八月一日から八月三十一日までの一か月。


    ・その期間のあいだは『最高神』である僕の『天地創造』能力で日本の国土は地中海のなかに飛ばされ、さらに『八や岐またの大蛇おろちＳＮＳ』と同化してゲーム的な世界観になる。


    ・日本の全人類は強制的に『八岐大蛇ＳＮＳ』のＩＤを取得させられ（すでに所持しているものはデータを引き継いでそのまま自分のキャラを使用できる）、期間中はゲームのルールに沿った行動しかできなくなる（まぁ『改変』されて、ゲーム的な世界で暮らすことが『当たり前』と認識するだろうから、混乱はないと思うけど）。


    ・勝利条件は僕と妻が変化した『ご神体』を奪うか、破壊すること。


    ・『ご神体』はそれぞれの勢力の代表者の肉体に埋めこまれ、摘出は不可能になるから、各勢力の代表者を狙ねらいうちにするのが勝利への第一歩だ。


    ・人々は強制参加だが、『神々』の参加は自由だ。どちらの勢力を応援してもいいし、傍ぼう観かんしてもいいし、無視してもいい。


    ・あらゆる武器の使用、霊能力の行使、『改変』などなど、考えうるかぎりのすべての手段を許可する。どうせ大量破壊兵器でも用いようが、荒廃するのは君たちの国土だ、僕たちの大地には影響がないので好きにするといい。


    ・期間終了時にも決着がついていない場合は、期間中に各勢力が倒した『英名』持ちの人物、そのポイント数を合計して勝敗を決定する。


    ・『英名』とは『トロイア戦争』の登場人物の役割を与えられ、その立場を演じる今回の闘争の主要登場人物たちである。


    ・与えられた『英名』によって、それぞれ特典が与えられる。


    ・各勢力の『英名』持ち、その詳細は以下だよ！


    



    ★『アラハバキ』＝『アカイア勢力』の『英名』持ち。


    『魔王の娘』エレクトラ＝蝦え怒ど川がわ情雨じよう


    『不死身の英雄』アキレス＝狐きつね火び妖よう子こ


    『木馬の御ぎよ者しや』オデュッセウス＝櫛くし名な田だ希のぞ美み


    
      他、多数。

    


    



    ★『月つく読よみ神社』＝『トロイア勢力』の『英名』持ち。


    『運命の王子』パリス＝月読呪じゆ々じゆ


    『孤独な予言者』カサンドラ＝月読鎖さ々さ美み


    『囚とらわれの姫』ヘレネ＝ミッちゃん（仮）。


    
      他、多数。

    


    



    【報ほう酬しゆう】


    ・ゲーム期間終了時の成績にあわせて、神様である僕から規定の報酬を支払う。まぁ、好成績なら『何でも願いが叶かなう』と思っていいよ。世界のバランスを崩すような願いは無理だし、成績の低いものは骨折り損のくたびれ儲もうけになるだろうけど。


    ・勝利した勢力の代表者が信奉する一神教、あるいは多神教が、今後の世界の主流となるべく僕らが後押しをする。君たちの勢力が信仰する『神々』のかたちが、世界に肯定される。君たちの最終目的が叶うと思ってもらえばいい。


    



    【守護神システム】


    ・『現代のトロイア戦争』期間中にのみ現実に適応される、特殊ルール。


    ・僕たちは『守護神』という性格をもつ『神々』だ。日本では『万物に神は宿っている』という考えかたらしいけど、僕らは『神が万物を守護している』と考えている。


    ・『神々』が愛し、守護したものは利益を、幸福を与えられる。


    ・『神々』が否定し、見捨てたものは落ちぶれていく。


    ・ともあれ、『現代のトロイア戦争』期間中はゲーム内部で流通している金銭を支払うことで、『守護神』を装備し、パワーアップすることができる。


    ・僕ゼウスとその味方をする『神々』は『トロイア』勢力を、奥さんヘラとその味方をする『神々』は『アカイア』勢力を、それぞれ援護バツクアツプする──ってところかな。僕たちそのものが活動すると世界が壊れちゃうかもなので、あくまで限定的な協力サポートしかできないけどね。


    ・なお名称はギリシャ表記だ。ローマ表記、それ以前の古代神話表記もあるのだけど、混乱するだけだしね──最も君たちに馴な染じみ深い（らしい）形式で記述させてもらう。


    



    ★『アラハバキ』＝『アカイア勢力』の『守護神』。


    『ひとつの愛』ヘラ＠ゲームの舞台すべての監視＆把握＆介入。


    『海王』ポセイドン＠特殊イベントの設置（回数制限あり）。


    『撲ぼく殺さつ天女』アテナ＠『守護神』の強制消去（条件あり）。


    
      他、多数。

    


    



    ★『月つく読よみ神社』＝『トロイア勢力』の『守護神』。


    『すべての愛』ゼウス＠『天地創造』能力。


    『紅天』アポロン＠ルール追加（回数制限あり）。


    『処女王』アルテミス＠ルール削除（回数制限あり）。


    
      他、多数。

    


    



    　さぁ、宴うたげを始めよう。


    　この世界の明日を占うらなう盛大で馬鹿馬鹿しい乱らん痴ち気き騒さわぎを、君たちも心の底から楽しんでくれることを願っているよ！


    



    
      至上の愛をこめて──ギリシャ神話『最高神』ゼウス

    


    



    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　こんにちは。日あ日き日らです。


    『非』日常系でたらめ日本神話（？）『ささみさん＠がんばらない』の第四弾をお届けいたします。今回から第二部、『二年生編（あるいはアラハバキ編）』スタートみたいな感じで。


    　えっとページ数の都合であとがき短めですが、今回は『読者視点（あるいはゲームプレイヤー視点）』と題しまして、ささみさんは部屋からでずにみんなの行動を眺めたり、ちょっと操作したり、茶々をいれたりする立ち位置です。でも読者もほんとうは作者と同じ世界に生きているから、がんばって声をあげれば気持ちは届き、世界ゲンジツを動かすかも？　みたいな。具体的には近ごろ始めたブログやら何やらにメッセージをくれると嬉うれしいな（宣伝かよ）。


    　謝辞です。今回も大変な改稿をともに『がんばって』乗りこえてくれた担当の星野さん、および「これぞ女神！」としか表現できない美麗なたまちゃんを描いてくれた絵師の左ひだりさん、そして関係者の皆さまに感謝を。


    　次回はいきなり世界規模での神様大戦争！　みたいなのが始まりそうな雰囲気ですが、実はそうでもなく、部屋でずっとゲームするようなお話になる予定～。


    　ではでは、次回もまた『がんばって』まいりましょう。


    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    ブログ（みたいなの）始めました。


    公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」


    【ブログ】http://id37.fm-p.jp/213/atashira/


    【ツイッター】http://twitter.com/HiHiHiakira

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ささみさん＠がんばらない４
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